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供

・
臼
井
斎
）

少
な
く
と
も
広
島
で
は
、
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル(Jan Letzel, 1880-1925

）
の
名
前
は
、
原
爆
ド
ー

ム
の
前
身

・
広
島
県
物
産
陳
列
館
の
設
計
者
と
し
て
定
着
し
、
平
成
二
二
年
の
広
島
県
立
美

術
館
特
別
展
「
廣
島
か
ら
広
島
へ
」
で
は
レ
ツ
ル
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
ほ
ど
知
名
度
が
上
が
っ

て
き
た
。
著
者
は
公
文
書
館
紀
要
第
十
六
号

（
平
成
五
年
三
月
）
に
お
い
て
、
一
度
レ
ツ
ル
の

建
築
作
品
を
概
括
し
そ
の
業
績
を
紹
介
し
た
が
、
本
稿
は
そ
の
後
出
版
さ
れ
た
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル

書
簡
集

(1)
、

新
た
に
確
認
さ
れ
た
臼
井
資
料

(2)

等
に
基
づ
き
彼
の
日
本
で
の
建
築
活
動
を
書
き

改
め
た
も
の
で
あ
る
。

事
務
所
の
設
立
ま
で

レ
ツ
ル
は
チ
ェ
コ
近
代
建
築
の
父
と
い
わ
れ
る
ヤ
ン
・
コ
チ
ェ
ラ(Jan K

otĕra, 1871-1923
）
に

師
事
し
建
築
を
学
ん
だ
後
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
七
月
九
日
、
ド
イ
ツ
人
建
築
家
デ
・

ラ
ラ
ン
デ

（George de Lalande, 1872-1914

）
の
招
き
で
来
日
し
た
。

ま
ず
、
レ
ツ
ル
に
至
る
外
国
人
建
築
家
の
系
譜
を
た
ど
る
と
、
「
各
分
野
に
お
け
る
お
雇
い

外
国
人
の
活
躍
は
、
お
お
か
た
明
治
十
年
代
を
も
っ
て
終
了
し
て
い
る
。
建
築
界
に
お
い
て
も
、

コ
ン
ド
ル
（Josiah Conder, 1852-1920

）
が
最
後
」(3)

の
は
ず
だ
っ
た
が
、
不
平
等
条
約
改
正

を
目
指
し
て
首
都
計
画

（
官
庁
集
中
計
画
）
が
発
案
さ
れ
、
つ
ま
り
、
東
京
を
西
欧
建
築
が

立
ち
並
ぶ
近
代
都
市
に
変
身
さ
せ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
か
ら
エ
ン
デ(H

erm
ann G

ustav Louis 
Ende, 1829-1907)

、
ベ
ッ
ク
マ
ン(W

ilhelm
 Bockm

ann, 1832-1902
)

、
ゼ
ー
ル
（Richard 

Seel, 1854-1922

）
た
ち
が
招
聘
さ
れ
た
。
結
局
、
条
約
改
正
は
失
敗
。
官
庁
集
中
計
画
は

破
棄
さ
れ
、
エ
ン
デ
＝
ベ
ッ
ク
マ
ン
設
計
の
仮

議
事
堂
、
司
法
省
、
裁
判
所
だ
け
が
実
現

し
、
ド
イ
ツ
風
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
威
容
を
伝
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
エ
ン
デ
た
ち
の
帰
国
後
も

ゼ
ー
ル
は
日
本
に
留
ま
り
、
明
治
二
九
年
に

横
浜

・
山
手
で
建
築
事
務
所
を
開
設
し
、

教
会
堂
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
手
が
け

た
。
こ
の
ゼ
ー
ル
の
事
務
所
に
、
デ
・
ラ
ラ

ン
デ

（
明
治
三
六
年
五
月
三
〇
日
に
来
日
）

が
入
所
し
、
ゼ
ー
ル
の
離
日
後

（
同
年
十
一

月
十
四
日
）
、
事
務
所
を
引
き
継
い
だ
。 (4)

 

こ
こ
に
レ
ツ
ル
が
入
所
し
た
の
だ
。
こ
の
頃
の

建
築
界
は
、
コ
ン
ド
ル
が
英
国
式
建
築
教
育

で
育
て
た
第
一
世
代
の
日
本
人
建
築
家
が

リ
ー
ド
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
系
は
主
流
で
は

な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
レ
ツ
ル
は
傍
流
の
ド

イ
ツ
系
建
築
家
グ
ル
ー
プ
の
最
終

組
と
し
て
来
日
し
、
古
典
様
式
の

細
部
に
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
を

加
味
し
た

「
新
し
い
建
築
」
を
紹

介
す
る
こ
と
に
な
る
。

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は

「
お
洒
落
で

陽
気
、
人
の
良
い
性
格
だ
っ
た
。

お
酒
も
大
好
き
。
金
を
貯
め
込
む

よ
り
、
お
お
い
に
使
っ
て
人
生
を

楽
し
む

（
略
）
風
だ
っ
た
」(5)

横
浜
・

名
古
屋

・
神
戸
に
事
務
所
を
構

え
、
彼
の
事
務
所
は

「
三
〇
件
も

の
新
築
の
話
が
あ
る
」(6)

と
い
う
隆

盛
ぶ
り
だ
っ
た
。
レ
ツ
ル
は
直
ぐ
に
事
務
所
の
代
理
責
任
者

(7)

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
デ
・
ラ
ラ

ン
デ
を
介
し
て
、
政
財
界
の
要
人
と
交
流
を
持
っ
た
。
時
の
第
二
次
桂
内
閣
の
陸
軍
大
臣

・

寺
内
正
毅
子
爵

(8)

（
図
１
）
、
逓
信
大
臣
・
後
藤
新
平
男
爵

(9)

（
図
２
）
、
三
井
財
閥
の
重
鎮
・

早
川
千
吉
郎
た
ち
の
邸
宅
を
計
画
し
た
。

(10)

大
臣
就
任
ま
で
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
を
務
め

た
後
藤
新
平
は
、
台
湾
総
督
府
庁
舎
を
新
築
す
る
に
あ
た
り
、
建
築
設
計
コ
ン
ペ
の
実
施
を

主
張
し
建
議
を
提
出
。
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
で
最
初
の
設
計
コ
ン
ペ
が
明
治
四
〇
年
に
開
催

さ
れ
た
。

(11)

レ
ツ
ル
も
こ
れ
に
参
加
。
母
に

「
入
賞
を
約
束
」(12)

ま
で
し
て
い
る
。

明
治
四
一
年
四
月
、

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は
住
居

兼
事
務
所
を
東
京

・

東
信
濃
町
に
移
転
。

療
養
で
不
在
が
ち
な
主

に
代
わ
り
レ
ツ
ル
や
臼

井
泰
治
ら
の
所
員
が
増

改
築
し
な
が
ら
デ
・
ラ

ラ
ン
デ
邸
で
暮
ら
し

た
。

(13)

お
金
に
無
頓
着

な
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
も
、

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
の
契
約
不
備
で
抱
え

た
負
債
に
は
悩
ん
だ
ら

し

い
。
同

年

九

月
、

一
時
帰
国
を
前
に
各
地

の
事
務
所
を
縮
小
し
、

デ
・
ラ
ラ
ン
デ

の
妻

Eddy

を
代
表
に
新
事

務
所
を
設
立
し
て
出
直

し
を
図
っ
た
。
新
事
務

所
は
、
利
益
の
六
割
を

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
、
三
割
を
レ
ツ
ル
、
残
り
一
割
を
チ
ェ
コ
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ホ
ラ

（Karel Jan H
ora, 

1881-1973)

で
分
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(14)

デ
・ラ
ラ
ン
デ
に
代
わ
っ
て
、
レ
ツ
ル
は
神
戸
・
京
都
・

名
古
屋

・
横
浜
の
現
場
を
往
復
し
、
同
年
冬
の
東
京
倶
楽
部
の
設
計
コ
ン
ペ
（
一
席
は
コ
ン
ド
ル
）

に
応
募
し
た
り
と
、
（15）

朝
か
ら
晩
ま
で
馬
車
馬
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
。
神
戸
の
風
見
鶏
の
館
と

し
て
知
ら
れ
る
ト
ー
マ
ス
邸

（
明
治
四
二
年
頃
竣
工
）
を
小
振
り
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
眼
を
引
く

京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
名
誉
主
事

・
フ
ェ
ル
プ
ス
（G. S. Phelps

）
の
自
宅
の
設
計
図
が
残
る
。
（
図
３
）

彼
は
ヴ
ォ
ー
リ
ス
（William

 M
errell V

ories, 1880-1964

）
に
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
の
現
場
責

任
者
の
職
を
紹
介
し
た
。

(16)

建
築
家
ヴ
ォ
ー
リ
ス
の
出
発
点
は
、
レ
ツ
ル
が
代
理
責
任
者
を
務
め

た
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
作
品
の
現
場
監
督
で
あ
っ
た
。

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
帰
国
中
の
明
治
四
二
年
三
月
時
点
で
の
注
文
は

「聖
心
女
子
学
院
十
三
万
千

円
」
「
雙
葉
高
等
女
学
校
十
六
万
円
」
「
大
日
本
私
立
衛
生
会
七
万
五
千
円
」
「
長
與
男
爵
邸

三
万
六
千
円
」
と
レ
ツ
ル
は
記
し
て
い
る
。
(17) 

負
債
を
放
置
し
母
国
か
ら
帰
っ
て
こ
な
い
デ
・
ラ
ラ

ン
デ
に
と
う
と
う
辛
抱
で
き
ず
、
明
治
四
二
年
夏
、
レ
ツ
ル
は
ホ
ラ
と
独
立
、
「
レ
ツ
ル
・
ア
ン
ド
・

ホ
ラ
事
務
所
」(18)

を
構
え
た
。
彼
ら
の
事
務
所
は
伝
統
的
に
設
計
と
施
工
を
兼
ね
る
日
本
の
大

工
棟
梁
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
た
。
レ
ツ
ル
が
建
築
設
計
を
ホ
ラ
が
施
工
監
理
を
分
担
し
て
い
た
。

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
邸
宅
と
学
校

明
治
四
三
年
五
月
二
五
日
発
行
の
『
建
築
雑
誌
』
掲
載
の
時
報

「
近
年
新
築
の
邸
宅
」
に
は
、

「
近
年
東
京
市
内
に

（
略
）
邸
宅
を
建
築
し

（
略
）
内
自
分
が
関
係
し
叉
は
記
憶
し
居
る
の
は

目
白
台
の
田
中
子
、
麻
布
今
井
町
の
三
井
八
郎
次
郎
男
、
高
輪
の
淺
野
総
一
郎
氏
、
番
町
の

高
橋
是
清
男
、
本
郷
切
通
し
の
岩
崎
男
、
芝
の
松
方
侯
、
麻
布
広
尾
の
長
與
氏
、
上
二
番
町

の
早
川
千
吉
郎
氏
、
牛
込
の
近
藤
廉
平
氏
、
市
ケ
谷
の
小
池
恒
三
氏
寺
に
て

（
略
）
聞
け
り
」

と
あ
る
。

コ
ン
ド
ル
設
計
の
岩
崎
久
弥
茅
町
本
邸

（
明
治
二
九
年
竣
工
）
・
松
方
正
義
邸

（
明
治
三
八

年
竣
工
）
等
極
め
つ
き
の
豪
邸
十
軒
を
紹
介
し
て
い
る
中
に
、
レ
ツ
ル
関
連
の

「
早
川
」
「
長
與
」

の
二
軒
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
早
川
千
吉
郎
邸
の
洋
館
部
分
が
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
と

レ
ツ
ル
が
設
計
し
た

「
億
万
長
者
の
早
川
邸
」
に
あ
た
り
、
長
與
氏
の
家
が
長
與
男
爵
邸
で
あ
る
。

長
與
男
爵
邸
の
施
主
は
ド
イ
ツ
帰
り
の
医
学
博
士

・
長
與
稱
吉 (1866-1910)

。
「
能
く
博
士

の
趣
味
に
叶
い
、
外
観

は
瀟
洒
た
る
も
の
だ
が

内
部
に
は
荘
重
の
装
飾

が
施
し
て
あ
り
上
流
邸

宅
の
精
粋
を
発
揮
し

た
」
（19）

と
あ
り
、
こ
の

ド
イ
ツ
風
の
大
屋
根
を

持
つ
邸
宅
は
好
評
を

持
っ
て
迎
え
ら
れ
た
よ

う
だ
。
長
與
は
小
説
家
・

夏
目
漱
石
の
主
治
医
と

し
て
も
知
ら
れ
た
医
政

界
の
実
力
者
だ
っ
た
が

邸
宅
の
完
成
直
後
に
病

死
。
明
治
四
五
年
四

月
、
最
新
の
セ
セ
ッ
シ
ョ

ン
様
式
の
優
美
な
正
門

を
も
っ
た
豪
華
な
ヴ
ィ

ラ
は
尾
張
徳
川
家
に
売

却
さ
れ

「
徳
川
義
親
侯

爵
の
麻
布
富
士
見
町
御

邸
」と
な
っ
た
。（20）

（
図
４
）

後
藤
新
平
や
長
與
稱

吉
の
人
脈
で
レ
ツ
ル
は
大

日
本
私
立
衛
生
会
の
本

部

・
会
館
の
設
計
を
受
注
し
た
と
思
わ
れ
る
。
大
日
本
私
立
衛
生
会
は
明
治
十
六
年
公
衆
衛

生
を
向
上
さ
せ
る
た
め
半
官
半
民
の
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
、
長
與
稱
吉
も
そ
の
会
頭
を
務
め

た

（
明
治
三
四

・
三
五
年
）
。
明
治
四
四
年
六
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
盛
大
な
落
成
式
に
は
レ

ツ
ル
や
ホ
ラ
も
参
加
し
、
（21）

金
杉
英
五
郎

（
医
師
、1

8
6
5
-
1
9
4
2

）
に
よ
る
建
築
の
説
明
や
、

副
会
頭
の
北
里
柴
三
郎
の
閉
会
の
辞
が
あ
っ
た
。
（22）

大
日
本
私
立
衛
生
会
は
楕
円
ホ
ー
ル
を
中

心
に
し
た
バ
ロ
ッ
ク
調
の
平
面
計
画
だ
が
、
そ
の
外
観
は
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
を
加
味
し
た
比

較
的
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
昭
和
十
一
年
の
建
築
学
会
創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
て

行
わ
れ
た
展
覧
会
に
お
い
て
、
明
治
元
年
か
ら
大
正
十
五
年
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
二
五
〇
の
建

築
作
品
が
名
品
と
し
て
選
定

・
展
示
さ
れ
た
。
レ
ツ
ル
渾
身
の
本
作
品
は
そ
の
一
つ
に
選
ば
れ
て

い
る
。

明
治
四
四
年
四
月
、
東
京

・
上
野
で
開
催
さ
れ
た
勧
業
博
覧
会

・
美
術
部
に
、
建
築
学

会
創
立
二
五
周
年
を
記
念
し
て
辰
野

・
葛
西
事
務
所
の

「
中
央
停
車
場

（
東
京
駅
）
図
案
」

等
の
建
築
図
案
八
〇
点
が
展
示
さ
れ
た
。
（23）

こ
の
展
示
会
に
レ
ツ
ル
は

「
聖
心
女
子
学
院
本
館

図
案
」
「
聖
心
女
子
学
院
正
門
図
案
」
「
私
立
衛
生
会
建
築
」
「
長
與
男
爵
建
築
図
案
」
「
外

人
墓
地
図
案
」
「
客
室
図
案
」
の
五
点
を
出
品
し
、
特
に
聖
心
は

「
繊
功
細
緻
の
美
あ
り

（
略
）

目
に
付
く
」と
高
評
を
得
た
。(19) 

聖
心
女
子
学
院
の
外
観
デ
ザ
イ
ン
は
、
明
治
三
八
年
竣
工
の
デ
・

ラ
ラ
ン
デ
が
設
計
し
た
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
煉
瓦
造
校
舎
、
東
北
学
院
普
通
科

（
中

等
部
）
を
木
造
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
か
の
よ
う
な
古
典
的
な
様
式
の
強
い
も
の
で
あ
る
が
、
レ
ツ
ル
は

白
金
台
の
敷
地
の
特
性
を
生
か
し
、
丘
の
上
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
よ
う
校

舎
を
配
置
し
て
い
る
。
徳
川
侯
爵
邸
（
元
長
與
男
爵
邸
）
か
ら
南
の
白
金
台
を
望
む
と
ク
ラ
ッ
シ
ッ

ク
な
塔
が
印
象
的
な
聖
心
の
校
舎
が
遠
望
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
面
だ
け
で
な
く

「
日
本
は
地
震
の
多
い
土
地
柄
、
新
校
舎
は
各
棟
と
も
に
土
台
が
密
接
に
つ
な
が
れ
て
い
て
、
屋

根
が
軽
く
、
強
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
」(24)

し
、
構
造
面
で
も
工
夫
を
加
え
て
い
た
。

聖
心
女
子
学
院
を
手
始
め
に
雙
葉
高
等
女
学
校

（
一―

三
期
）
、
暁
星
中
学
校
と
手
が
け
、

彼
ら
の
作
品
で
東
京
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
学
舎
を
席
巻
す
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
高
等
教
育
機
関
を

設
け
る
た
め
、
明
治
四
一
年
十
月
に
再
来
日
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
そ
の
学
校

（
現
、
上
智
大
学
）

の
設
計
の
依
頼
が
あ
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
（25）

そ
の
後
、
学
校
の
計
画
案
を
提
出
し
て
か
ら

一
年
以
上
も
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
音
信
不
通
と
な
っ
た
り
、
競
争
相
手
と
な
っ
た
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
が

ド
イ
ツ
大
使
館
ぐ
る
み
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
聖
職
者
た
ち
を
接
待
し
て
仕
事
の
横
取
り
を
図
っ
た
り

と
、（26）

紆
余
曲
折
が
あ
り
な
が
ら
も
、
上
智
大
学
校
舎

（
第
一
期
）
は
大
正
三
年
秋
落
成
し
た
。

建
物
以
外
に
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
関
口
教
会
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ル
ド
の
泉
の
洞
窟
を
再
現
し
た
ル
ル
ド

の
洞
窟

（
明
治
四
四
年
竣
工
）
を
建
設
。
な
お
、
こ
の
洞
窟
は
今
も
往
時
の
ま
ま
東
京
カ
テ

ド
ラ
ル
関
口
教
会
内
に
あ
る
。

和
風
ホ
テ
ル
と
陳
列
館

レ
ツ
ル
の
父
は
ホ
テ
ル
の
経
営
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
の
デ
ビ
ュ
ー
作
は
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
の
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
喫
茶
室
。
来
日
し
て
最
初
の
仕
事
も
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
。

彼
は
ホ
テ
ル
と
縁
が
深
い
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
『
日
本
ホ
テ
ル
略
史
』
に
は
、
「
（
明
治
四

二
年
）
十
一
月
築
地
精
養
軒
濁
逸
人
レ
ツ
フ
ル
設
計
の
新
館

（
客
室
数
三
二
）
落
成
す
。
」
（27）

と
あ
る
が
、
こ
の
築
地
精
養
軒
は

「
外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ
」
の
川
崎
晴
朗
が

精
密
な
論
考
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
レ
ツ
ル
の
設
計
で
は
な
い
だ
ろ
う
。（28）

レ
ツ
ル
の
事
務
所
員
だ
っ

た
市
石
栄
三
郎
が
築
地
精
養
軒
を
彼
の
仕
事
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、
彼
が
そ
の
改
装
や
増

築
工
事
を
指
揮
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(29)

彼
の
書
簡
か
ら
は
、
精
養
軒
の
経
営
者

・

北
村
重
昌(1874-1945)

と
の
協
力
関
係
が
始
ま
っ
た
時
期
を
確
認
で
き
な
い
が
、
遅
く
と
も

明
治
四
四
年
頃
、
宮
城
県
営
松
島
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
設
計
を
受
注
す
る
前
だ
と
思
う
。
同
年

春
、
客
室
図
案
を
発
表
し
、
同
年
十
二
月
発
行
の

『
建
築
画
報
』
の
口
絵
に
は
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン

様
式
で
ま
と
め
た
ホ
テ
ル
の
イ
ン
テ
リ
ア
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（30）

（
図
５
）

前
後
す
る
が
、
明
治
四
三
年
三
月
号
の
『
建
築
世
界
』
に
「
松
島
公
園
経
営
」
の
記
事
が
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
前
年
の
明
治
四
二
年
に
宮
城
県
が

（
明
治
に
な
り
寺
領
が
没
収
さ
れ
廃
仏
の

風
潮
が
盛
ん
に
な
り
）
「
山
林
ノ
盗
伐
水
族
ノ
濫
獲
到
處
ニ
行
ハ
レ
其
風
致
ヲ
損
傷
セ
シ
コ
ト
尠

少
ナ
ラ
ス
、
随
テ
遊
賞
ノ
客
ヲ
失
望
セ
シ
ム
」
と
内
務
省
に
上
申
し
松
島
湾
全
体
が
県
立
公
園

用
地
と
し
て
許
可
さ
れ
、
翌
四
三
年
、
松
島
公
園
経
営
協
議
委
員
会
を
組
織
し
策
定
し
た
公

園
整
備
の
具
体
策
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
環
で
、
公
園
内
に
ホ
テ
ル
を
建
設
し
、

日
光
よ
り
北
に
遊
覧
し
な
い
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宮
城
県
に
ホ
テ
ル

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
た
め
、
箱
根
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
・
日
光
の
金
谷
ホ
テ
ル
・
東
京
精
養
軒

と
い
う
外
国
人
向
け
ホ
テ
ル
経
営
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
「
設
計
は
墺
国
人

『レ
ツ
ル
』

氏
に
委
嘱
し
其
の
構
造
に
付
て
は
東
京
精
養
軒
主
と
合
議
」（31）

し
、
運
営
も
精
養
軒
に
委
託
し

た
。
こ
の
ホ
テ
ル
の
創
業
時
の
写
真
が

『
松
島
公
園
経
営
報
告
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
平

面
プ
ラ
ン
は
左
右
対
称
で
楕
円
ド
ー
ム
を
持
つ
バ
ロ
ッ
ク
調
で
あ
る
が
、
「
外
観
全
く
は
日
本
風

で
、
松
島
の
風
光
と
調
和
す
る
よ
う
に
考
慮
が
払
わ
れ
た
。
」（32）

外
観
は
外
国
人
受
け
す
る
ジ
ャ

パ
ネ
ス
ク

（
和
風
仕
様
）
満
載
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
は
和
洋
折
衷
。
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
様
式
で
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
開
口
部
の
壁
と
木
の
組
み
合
わ
せ
が
築
地
精
養
軒
や　

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
と

同
工
の
よ
う
に
見
え
る
。

松
島
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
設
計
後
、
明
治
最
後
の
年

（
大
正
元
年
）
は

「
約
十
か
月
間
で
一

軒
し
か
仕
事
が
な
い
」（33）

試
練
の
時
を
迎
え
た
。
「ご
存
じ
の
と
お
り
日
本
人
建
築
家
は
欧
米
の

作
品
の
真
似
ば
か
り
し
て
い
る
。
日
本
と
は
気
候
が
違
う
の
で
、
欧
米
で
は
良
い
も
の
も
日
本

に
は
不
適
だ
と
は
誰
も
考
え
な
い
。
建
物
が
完
成
し
使
い
始
め
て
か
ら
日
本
人
建
築
家
は
不
調

に
気
づ
く
。
私
が
建
て
た
長
與
邸

・
大
日
本
私
立
衛
生
会

・
最
近
の
県
知
事
に
依
頼
さ
れ
た

松
島
の
ホ
テ
ル
は
そ
う
で
は
な

い
。
」（34）
と
強
が
り
を
い
っ
て
い
る
。

同
年
五
月
末
、
賃
料
の
高
い
銀

座
の
表

（
電
車
）
通
り
に
面
し

た
事
務
所
か
ら
、
丸
の
内
の
「
三

菱
三
号
館
」
の

「
高
田
商
会
」

内
に
移
転
し
た
。
経
費
削
減
の

努
力
も
む
な
し
く
、
や
む
な
く

ホ

ラ

は

ド

イ

ツ

の

会

社

（Mannesm
ann

）
の
中
国
代
表

と
な
り
、
辛
亥
革
命
の
騒
乱
が

続
く
上
海
に
赴
く
こ
と
と
な
っ

た
。
大
正
二
年
七
月
一
日

「レ

ツ
ル
・
ア
ン
ド
・
ホ
ラ
事
務
所
」

解
散
。
そ
の
七
月
末
、
二
月

に
宮
城
県
か
ら
広
島
県
に
転
任

し
た
寺
田
祐
之

（1850-1917

）

知
事
か
ら
仕
事
が
舞
い
込
ん
で

き
た
。
「
知
事
は
私
の
仕
事
を

好
ん
で
く
れ
、
広
島
に
招
い
て

く
れ
た
。
広
島
に
商
業

・
工
業

用
の
博
物
館
と
宮
島
に
ホ
テ
ル

を
建
て
る
。
」
（35）

ホ
ラ
の
不
在
は

大
き
か
っ
た
が
、
上
智
大
学
の
建
設
も
始
ま
り
、
レ
ツ
ル
は
自
信
を
取
り
戻
し
、
広
島
県
物
産

陳
列
館
、
宮
島
ホ
テ
ル
の
設
計
に
邁
進
す
る
。
威
風
堂
々
た
る
本
格
欧
風
で
広
島
を
、
ジ
ャ

パ
ネ
ス
ク
で
宮
島
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
鉄
鋼
王
ボ
ー
ラ
ー
の
た
め
に
和
風
趣
味

の
別
荘
を
建
築
す
る
こ
と
も
決
ま
り
、
精
密
な
模
型
が
完
成
し
た
。
（36）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館

の
建
築
担
当
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
大
学
教
授
の
声
も
か
か
り
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
、
大
正
三

年
八
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
日
本
が
参
戦
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
籍
の
レ
ツ
ル
は
否
応
な
く

敵
国
人
に
な
っ
て
し
ま
う
。
（37）

翌
大
正
四
年
、
事
務
所
を
閉
鎖
。
（29）

戦
争
の
た
め
大
正
四

・
五
年
の
レ
ツ
ル
の
書
簡
は
存
在
し
な
い
。
建
築
家
レ
ツ
ル
の
最
後
を
飾

る
の
が
、
精
養
軒

・
北
村
重
昌
か
ら
依
頼
さ
れ
た
上
野
精
養
軒
ホ
テ
ル
の
新
築
と
東
京
駅
舎

内
の
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

（
大
正
四
年
十
一
月
二
日
開
業
）
の
内
装
で
あ
る
。
（38） 

上
野

は
松
島

・
宮
島
と
同
じ
く
和
風
の
外
観
。
東
京
駅
の
ホ
テ
ル
に
は
長
與
男
爵
邸
の
も
の
と
同
種

の
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
の
照
明
が
あ
り
、
イ
ン
テ
リ
ア
全
体
が
こ
の
様
式
で
ま
と
め
ら
れ
て
い

た
。
（39）

今
秋
、
東
京
駅
駅
舎
の
復
元
工
事
が
終
わ
り
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
も
再
開
す

る
と
の
こ
と
。
ホ
テ
ル
も
創
業
時
の
雄
姿
を
復
元
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
レ
ツ
ル
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
独
立
し
た
チ
ェ
コ
の
臨
時
商
務
官
に
な
り
、
二

度
と
建
築
家
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
関
東
大
震
災
や
戦
災
に
よ
っ
て
大
半
の
作

品
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
た
が
、
明
治

・
大
正
期
の
建
築
デ
ザ

イ
ン
の
系
譜
に
、
本
場
の
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
た
建
築
家
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
　

　
　
　
　

註

（1） 

『ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
書
簡
集
』　

チ
ェ
コ
・
ナ
ホ
ト　

ゲ
ー
ト
出
版
、
二
〇
〇
〇
年

（
以
下

『
書
簡
集
』
）

（2） 

外
国
人
人
名
録

（
ジ
ャ
パ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
）
の
一
九
〇
七
年
版
以
降
、
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
事
務
所
の
所

員
に

"T.U
sui"

が
と
い
う
名
前
が
掲
載
さ
れ
る
。
臼
井
泰
治
の
こ
と
で
彼
は

「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
の
家
に

住
み
込
ん
で
書
生
を
し
な
が
ら
学
校
に
行
き
、
建
築
製
図
を
修
得
し
た
。
」(

子
息

・
臼
井
斎
談)

関
東

大
震
災

・
第
二
次
世
界
大
戦
等
動
乱
の
時
代
の
中
、
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
、
レ
ツ
ル
に
関
連
す
る
図
面
等
の

資
料
を
大
切
に
保
存
さ
れ
た
。

（3） 

大
川
三
雄
他
著

『
図
説
近
代
建
築
の
系
譜
』
彰
国
社　

一
九
八
七
年　

p
 2

6

（4） 

堀
勇
良
著

『
外
国
人
建
築
家
の
系
譜
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
、
外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ

著

『ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
』
ホ
テ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー　

一
九
九
八
年
度
連
載
よ
り

（5） 

東
郷
茂
彦
著

『
祖
父
東
郷
茂
徳
の
生
涯
』
文
藝
春
秋　

一
九
九
三
年　

p
 7

7

（6） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
2
/
1
9

付　

p
5
3

（7） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
1
/
2
4

付　

p
 5

0

（8） 

寺
内
正
毅

（18
5
2
-
1
9
1
9

）
の
明
治
四
一
年
六
月
の
日
記
に
は
、
十
三
日
、
家
の
新
築
を
高
田
商
会
の
高

田
釜
吉
氏
と

「
独
逸
技
師
ド
ラ
ラ
ン
ド
」
に
相
談
し
、
翌
十
四
日
、
「
技
師
ド
ラ
ラ
ン
ド
氏
家
屋
設
計
図

ヲ
携
ヘ
」
て
き
た
と
あ
る
。
寺
内
は
朝
鮮
総
督
に
就
任
。
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は
寺
内
の
知
遇
を
得
て
、
平
壌

牡
丹
台
公
園

・
朝
鮮
ホ
テ
ル
・
朝
鮮
銀
行
本
店

・
朝
鮮
総
督
府
庁
舎
を
設
計
。
（
村
松
貞
次
郎
編

『
日

本
の
建
築

「
明
治
大
正
昭
和
」
10

』 

三
省
堂　

一
九
八
一
年
よ
り
）

（9） 

後
藤 

新
平
（18

5
7
-
1
9
2
9

）
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
医
師
・
官
僚
・
政
治
家
。
「
長
與
男
爵
邸
」
の
施
主
、

長
與
稱
吉
の
父

・
長
與
専
斉(1

8
3
8
-
1
9
0
2
)

は
明
治
医
政
界
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
、
衛
生
行
政
の
創

始
者
で
あ
り
、
政
府
の
衛
生
局
長
や
東
京
医
学
校
長
を
歴
任
し
た
。
彼
は
後
藤
新
平
を
見
出
し
て
中
央

政
界
入
り
さ
せ
、
後
藤
や
北
里
柴
三
郎

（18
5
3
-
1
9
3
1

）
の
ド
イ
ツ
留
学
を
御
膳
立
て
し
た
。
明
治
十

六
年

「
大
日
本
私
立
衛
生
会
」
発
足
時
に
は
、
長
與
が
副
会
頭
で
後
藤
が
幹
事
で
あ
っ
た
。

（10） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
7
/
1

付　

p
 5

5

（11） 

『
建
築
雑
誌
』
第
二
四
五
号

（19
0
7
/
5
/
2
5

） p 2
7
6
-
2
7
9

（12） 

『
書
簡
集
』1

9
0
7
/
1
2
/
1
2

付　

p
 4

5

（13） 

「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
邸
」
は

「江
戸
東
京
た
て
も
の
園
」
に
現
在
移
築

・
復
元
中
で
あ
る
。

（14） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
9
/
1
3

付　

p
 6

1

（15） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
1
2
/
8

付　

p
 6

8

（16） 

『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
の
一
〇
〇
年
』(

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
展
図
録) 

二
〇
〇
九
年

（17） 

『
書
簡
集
』1

9
0
9
/
3
/
3
0

付　

p
 7

7

（18） 

明
治
四
二
年
十
月
十
六
日
登
記

（19） 

『
日
本
』
土
木
建
築
号　

明
治
四
四
年
五
月
二
五
日
付

（
『
日
本
』
は
佐
藤
紅
緑
ら
も
在
籍
し
た
明
治
期

の
東
京
に
あ
っ
た
新
聞
社
）
（
図
６
）

（20） 

尾
張
徳
川
家
資
料

（
図
４
）
大
正
期
の
徳
川
義
親
邸
正
門

（
公
益
財
団
法
人 

徳
川
黎
明
会
提
供
）

（21） 

『
書
簡
集
』1

9
1
1
/
8
/
1
1

付　

p
 1

2
3

（22） 

『
大
東
医
事
新
報
』
第
十
一
号
、
明
治
四
四
年
七
月
十
日
発
行
。
大
正
に
な
り
（
現
在
は
明
治
村
に
移
築
・

保
存
さ
れ
て
い
る
）
北
里
研
究
所
を
新
築
す
る
際
に
、
北
里
が

「
金
杉
に
命
じ
担
当
技
師
に
頼
み
」
（
田

端
重
晟
日
記

（
大
正
三
年
十
二
月
十
八
日
付
）
）
と
あ
る
。
研
究
所
が
レ
ツ
ル
設
計
と
直
接
裏
付
け
る

資
料
は
な
い
が
、
極
め
て
彼
に
近
い
技
能
集
団
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

（23） 

『
建
築
雑
誌
』
第
二
九
二
号

（19
1
1
/
4
/
2
5

）p
 2

2
1
-
2
2
3

（24） 

シ
ス
タ
ー

・
ポ
ー
ル
熊
田
薫
子
記　

『
雙
葉
学
園
八
十
年
の
歩
み
』
雙
葉
学
園
、
一
九
八
九
年
、p

 5
1

（25） 

『
書
簡
集
』1

9
1
0
/
1
2
/
1

付　

p
 1

1
5

（26） 

『
書
簡
集
』1

9
1
2
/
1
0
/
2
8

付　

p
 1

3
0

（27） 

運
輸
省

『
日
本
ホ
テ
ル
略
史
』
（
初
版
一
九
四
六
年
、
復
刻
版　

日
本
ホ
テ
ル
協
会
、
一
九
八
〇
年
）p

 9
7

（28） 

外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ

『ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
』
他 

ホ
テ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
一
九
九
八
年
度
連
載

（29） 

『
建
築
雑
誌
』
第
一
〇
〇
二
号
（19

6
8
/
1
0
/
2
0

）
市
石
英
三
郎
著
、
『レ
タ
ー
「
原
爆
ド
ー
ム
と
ヤ
ン
・レ
ツ
ル
」
』

（30） 

『
建
築
画
報
』
第
二
巻
十
三
号
口
絵　

1
9
1
1
/
1
2

　

（
図
５
）

（31） 

宮
城
県
内
務
部

『
松
島
公
園
経
営
報
告
』
一
九
一
五
年
発
行　

p
 1

5
6

（32） 

宮
城
県
史
編
纂
委
員
会
編

『
宮
城
県
史　

復
刻
版　

13
』
一
九
八
〇
年　

p
 4

7
8

（33） 

『
書
簡
集
』1

9
1
3
/
1
/
2
2

付　

p
 1

3
3

（34） 

『
書
簡
集
』1

9
1
2
/
1
2
/
2
0

付　

p
 1

3
1

（35） 

『
書
簡
集
』1

9
1
3
/
8
/
1

付　

p
 1

4
0

（36） 

『Th
e Jap

an
 T

im
es

』 19
1
3
/
1
1
/
2
9

付 

記
事 

（37） 

『
書
簡
集
』1

9
1
4
/
5
/
2

付　

1
9
1
4
/
5
/
2
1

付　

p
 1

4
8

（38） 

『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
十
四
年
六
月
二
四
日
付

「
東
京
駅
の
階
上
に
あ
る
ト
ン
ネ
ル
長
屋
式
の
ス
テ
ィ
シ
ョ

ン
・
ホ
テ
ル
は
鉄
道
省
に
年
二
万
七
千
五
百
円
の
家
賃
を
納
め
て
株
式
会
社
精
養
軒
の
経
営
だ
。
（
略
）

内
部
の
設
備
は
ド
イ
ツ
人
レ
ツ
ケ
ル
に
頼
ん
だ
」
（
関
國
光
著

「
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
開
業
時
の
内
装

設
計
者
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
」
日
本
ホ
テ
ル
株
式
会
社
社
内
報
三
八
号 

一
九
九
五
年
五
月
発
行
よ
り
）

（39） 

『
報
知
新
聞
』
大
正
四

（
一
九
一
五
）
年
十
一
月
三
日
付　
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図
２　

「
小
さ
な
城
」
と
レ
ツ
ル
が
記
し
た
後
藤
男
爵
邸
左
立
面
図

　
　
　
　

（
明
治
四
一
年
頃
、
画
像
提
供

・
臼
井
斎
）



少
な
く
と
も
広
島
で
は
、
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル(Jan Letzel, 1880-1925

）
の
名
前
は
、
原
爆
ド
ー

ム
の
前
身

・
広
島
県
物
産
陳
列
館
の
設
計
者
と
し
て
定
着
し
、
平
成
二
二
年
の
広
島
県
立
美

術
館
特
別
展
「
廣
島
か
ら
広
島
へ
」
で
は
レ
ツ
ル
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
ほ
ど
知
名
度
が
上
が
っ

て
き
た
。
著
者
は
公
文
書
館
紀
要
第
十
六
号

（
平
成
五
年
三
月
）
に
お
い
て
、
一
度
レ
ツ
ル
の

建
築
作
品
を
概
括
し
そ
の
業
績
を
紹
介
し
た
が
、
本
稿
は
そ
の
後
出
版
さ
れ
た
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル

書
簡
集

(1)
、

新
た
に
確
認
さ
れ
た
臼
井
資
料

(2)

等
に
基
づ
き
彼
の
日
本
で
の
建
築
活
動
を
書
き

改
め
た
も
の
で
あ
る
。

事
務
所
の
設
立
ま
で

レ
ツ
ル
は
チ
ェ
コ
近
代
建
築
の
父
と
い
わ
れ
る
ヤ
ン
・
コ
チ
ェ
ラ(Jan K

otĕra, 1871-1923

）
に

師
事
し
建
築
を
学
ん
だ
後
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
七
月
九
日
、
ド
イ
ツ
人
建
築
家
デ
・

ラ
ラ
ン
デ

（George de Lalande, 1872-1914

）
の
招
き
で
来
日
し
た
。

ま
ず
、
レ
ツ
ル
に
至
る
外
国
人
建
築
家
の
系
譜
を
た
ど
る
と
、
「
各
分
野
に
お
け
る
お
雇
い

外
国
人
の
活
躍
は
、
お
お
か
た
明
治
十
年
代
を
も
っ
て
終
了
し
て
い
る
。
建
築
界
に
お
い
て
も
、

コ
ン
ド
ル
（Josiah Conder, 1852-1920

）
が
最
後
」(3)

の
は
ず
だ
っ
た
が
、
不
平
等
条
約
改
正

を
目
指
し
て
首
都
計
画

（
官
庁
集
中
計
画
）
が
発
案
さ
れ
、
つ
ま
り
、
東
京
を
西
欧
建
築
が

立
ち
並
ぶ
近
代
都
市
に
変
身
さ
せ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
か
ら
エ
ン
デ(H

erm
ann G

ustav Louis 
Ende, 1829-1907)

、
ベ
ッ
ク
マ
ン(W

ilhelm
 Bockm

ann, 1832-1902
)

、
ゼ
ー
ル
（Richard 

Seel, 1854-1922

）
た
ち
が
招
聘
さ
れ
た
。
結
局
、
条
約
改
正
は
失
敗
。
官
庁
集
中
計
画
は

破
棄
さ
れ
、
エ
ン
デ
＝
ベ
ッ
ク
マ
ン
設
計
の
仮

議
事
堂
、
司
法
省
、
裁
判
所
だ
け
が
実
現

し
、
ド
イ
ツ
風
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
威
容
を
伝
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
エ
ン
デ
た
ち
の
帰
国
後
も

ゼ
ー
ル
は
日
本
に
留
ま
り
、
明
治
二
九
年
に

横
浜

・
山
手
で
建
築
事
務
所
を
開
設
し
、

教
会
堂
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
手
が
け

た
。
こ
の
ゼ
ー
ル
の
事
務
所
に
、
デ
・
ラ
ラ

ン
デ

（
明
治
三
六
年
五
月
三
〇
日
に
来
日
）

が
入
所
し
、
ゼ
ー
ル
の
離
日
後

（
同
年
十
一

月
十
四
日
）
、
事
務
所
を
引
き
継
い
だ
。 (4)

 

こ
こ
に
レ
ツ
ル
が
入
所
し
た
の
だ
。
こ
の
頃
の

建
築
界
は
、
コ
ン
ド
ル
が
英
国
式
建
築
教
育

で
育
て
た
第
一
世
代
の
日
本
人
建
築
家
が

リ
ー
ド
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
系
は
主
流
で
は

な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
レ
ツ
ル
は
傍
流
の
ド

イ
ツ
系
建
築
家
グ
ル
ー
プ
の
最
終

組
と
し
て
来
日
し
、
古
典
様
式
の

細
部
に
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
を

加
味
し
た

「
新
し
い
建
築
」
を
紹

介
す
る
こ
と
に
な
る
。

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は

「
お
洒
落
で

陽
気
、
人
の
良
い
性
格
だ
っ
た
。

お
酒
も
大
好
き
。
金
を
貯
め
込
む

よ
り
、
お
お
い
に
使
っ
て
人
生
を

楽
し
む

（
略
）
風
だ
っ
た
」(5)

横
浜
・

名
古
屋

・
神
戸
に
事
務
所
を
構

え
、
彼
の
事
務
所
は

「
三
〇
件
も

の
新
築
の
話
が
あ
る
」(6)

と
い
う
隆

盛
ぶ
り
だ
っ
た
。
レ
ツ
ル
は
直
ぐ
に
事
務
所
の
代
理
責
任
者

(7)

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
デ
・
ラ
ラ

ン
デ
を
介
し
て
、
政
財
界
の
要
人
と
交
流
を
持
っ
た
。
時
の
第
二
次
桂
内
閣
の
陸
軍
大
臣

・

寺
内
正
毅
子
爵

(8)

（
図
１
）
、
逓
信
大
臣
・
後
藤
新
平
男
爵

(9)

（
図
２
）
、
三
井
財
閥
の
重
鎮
・

早
川
千
吉
郎
た
ち
の
邸
宅
を
計
画
し
た
。

(10)

大
臣
就
任
ま
で
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
を
務
め

た
後
藤
新
平
は
、
台
湾
総
督
府
庁
舎
を
新
築
す
る
に
あ
た
り
、
建
築
設
計
コ
ン
ペ
の
実
施
を

主
張
し
建
議
を
提
出
。
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
で
最
初
の
設
計
コ
ン
ペ
が
明
治
四
〇
年
に
開
催

さ
れ
た
。

(11)

レ
ツ
ル
も
こ
れ
に
参
加
。
母
に

「
入
賞
を
約
束
」(12)

ま
で
し
て
い
る
。

明
治
四
一
年
四
月
、

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は
住
居

兼
事
務
所
を
東
京

・

東
信
濃
町
に
移
転
。

療
養
で
不
在
が
ち
な
主

に
代
わ
り
レ
ツ
ル
や
臼

井
泰
治
ら
の
所
員
が
増

改
築
し
な
が
ら
デ
・
ラ

ラ
ン
デ
邸
で
暮
ら
し

た
。

(13)

お
金
に
無
頓
着

な
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
も
、

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
の
契
約
不
備
で
抱
え

た
負
債
に
は
悩
ん
だ
ら

し

い
。
同

年

九

月
、

一
時
帰
国
を
前
に
各
地

の
事
務
所
を
縮
小
し
、

デ
・
ラ
ラ
ン
デ

の
妻

Eddy

を
代
表
に
新
事

務
所
を
設
立
し
て
出
直

し
を
図
っ
た
。
新
事
務

所
は
、
利
益
の
六
割
を

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
、
三
割
を
レ
ツ
ル
、
残
り
一
割
を
チ
ェ
コ
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ホ
ラ

（Karel Jan H
ora, 

1881-1973)

で
分
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(14)

デ
・ラ
ラ
ン
デ
に
代
わ
っ
て
、
レ
ツ
ル
は
神
戸
・
京
都
・

名
古
屋

・
横
浜
の
現
場
を
往
復
し
、
同
年
冬
の
東
京
倶
楽
部
の
設
計
コ
ン
ペ
（
一
席
は
コ
ン
ド
ル
）

に
応
募
し
た
り
と
、
（15）

朝
か
ら
晩
ま
で
馬
車
馬
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
。
神
戸
の
風
見
鶏
の
館
と

し
て
知
ら
れ
る
ト
ー
マ
ス
邸

（
明
治
四
二
年
頃
竣
工
）
を
小
振
り
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
眼
を
引
く

京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
名
誉
主
事

・
フ
ェ
ル
プ
ス
（G. S. Phelps

）
の
自
宅
の
設
計
図
が
残
る
。
（
図
３
）

彼
は
ヴ
ォ
ー
リ
ス
（William

 M
errell V

ories, 1880-1964

）
に
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
の
現
場
責

任
者
の
職
を
紹
介
し
た
。

(16)

建
築
家
ヴ
ォ
ー
リ
ス
の
出
発
点
は
、
レ
ツ
ル
が
代
理
責
任
者
を
務
め

た
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
作
品
の
現
場
監
督
で
あ
っ
た
。

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
帰
国
中
の
明
治
四
二
年
三
月
時
点
で
の
注
文
は

「聖
心
女
子
学
院
十
三
万
千

円
」
「
雙
葉
高
等
女
学
校
十
六
万
円
」
「
大
日
本
私
立
衛
生
会
七
万
五
千
円
」
「
長
與
男
爵
邸

三
万
六
千
円
」
と
レ
ツ
ル
は
記
し
て
い
る
。
(17) 

負
債
を
放
置
し
母
国
か
ら
帰
っ
て
こ
な
い
デ
・
ラ
ラ

ン
デ
に
と
う
と
う
辛
抱
で
き
ず
、
明
治
四
二
年
夏
、
レ
ツ
ル
は
ホ
ラ
と
独
立
、
「
レ
ツ
ル
・
ア
ン
ド
・

ホ
ラ
事
務
所
」(18)

を
構
え
た
。
彼
ら
の
事
務
所
は
伝
統
的
に
設
計
と
施
工
を
兼
ね
る
日
本
の
大

工
棟
梁
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
た
。
レ
ツ
ル
が
建
築
設
計
を
ホ
ラ
が
施
工
監
理
を
分
担
し
て
い
た
。

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
邸
宅
と
学
校

明
治
四
三
年
五
月
二
五
日
発
行
の
『
建
築
雑
誌
』
掲
載
の
時
報

「
近
年
新
築
の
邸
宅
」
に
は
、

「
近
年
東
京
市
内
に

（
略
）
邸
宅
を
建
築
し

（
略
）
内
自
分
が
関
係
し
叉
は
記
憶
し
居
る
の
は

目
白
台
の
田
中
子
、
麻
布
今
井
町
の
三
井
八
郎
次
郎
男
、
高
輪
の
淺
野
総
一
郎
氏
、
番
町
の

高
橋
是
清
男
、
本
郷
切
通
し
の
岩
崎
男
、
芝
の
松
方
侯
、
麻
布
広
尾
の
長
與
氏
、
上
二
番
町

の
早
川
千
吉
郎
氏
、
牛
込
の
近
藤
廉
平
氏
、
市
ケ
谷
の
小
池
恒
三
氏
寺
に
て

（
略
）
聞
け
り
」

と
あ
る
。

コ
ン
ド
ル
設
計
の
岩
崎
久
弥
茅
町
本
邸

（
明
治
二
九
年
竣
工
）
・
松
方
正
義
邸

（
明
治
三
八

年
竣
工
）
等
極
め
つ
き
の
豪
邸
十
軒
を
紹
介
し
て
い
る
中
に
、
レ
ツ
ル
関
連
の

「
早
川
」
「
長
與
」

の
二
軒
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
早
川
千
吉
郎
邸
の
洋
館
部
分
が
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
と

レ
ツ
ル
が
設
計
し
た

「
億
万
長
者
の
早
川
邸
」
に
あ
た
り
、
長
與
氏
の
家
が
長
與
男
爵
邸
で
あ
る
。

長
與
男
爵
邸
の
施
主
は
ド
イ
ツ
帰
り
の
医
学
博
士

・
長
與
稱
吉 (1866-1910)

。
「
能
く
博
士

の
趣
味
に
叶
い
、
外
観

は
瀟
洒
た
る
も
の
だ
が

内
部
に
は
荘
重
の
装
飾

が
施
し
て
あ
り
上
流
邸

宅
の
精
粋
を
発
揮
し

た
」
（19）

と
あ
り
、
こ
の

ド
イ
ツ
風
の
大
屋
根
を

持
つ
邸
宅
は
好
評
を

持
っ
て
迎
え
ら
れ
た
よ

う
だ
。
長
與
は
小
説
家
・

夏
目
漱
石
の
主
治
医
と

し
て
も
知
ら
れ
た
医
政

界
の
実
力
者
だ
っ
た
が

邸
宅
の
完
成
直
後
に
病

死
。
明
治
四
五
年
四

月
、
最
新
の
セ
セ
ッ
シ
ョ

ン
様
式
の
優
美
な
正
門

を
も
っ
た
豪
華
な
ヴ
ィ

ラ
は
尾
張
徳
川
家
に
売

却
さ
れ

「
徳
川
義
親
侯

爵
の
麻
布
富
士
見
町
御

邸
」と
な
っ
た
。（20）

（
図
４
）

後
藤
新
平
や
長
與
稱

吉
の
人
脈
で
レ
ツ
ル
は
大

日
本
私
立
衛
生
会
の
本

部

・
会
館
の
設
計
を
受
注
し
た
と
思
わ
れ
る
。
大
日
本
私
立
衛
生
会
は
明
治
十
六
年
公
衆
衛

生
を
向
上
さ
せ
る
た
め
半
官
半
民
の
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
、
長
與
稱
吉
も
そ
の
会
頭
を
務
め

た

（
明
治
三
四

・
三
五
年
）
。
明
治
四
四
年
六
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
盛
大
な
落
成
式
に
は
レ

ツ
ル
や
ホ
ラ
も
参
加
し
、
（21）

金
杉
英
五
郎

（
医
師
、1

8
6
5
-
1
9
4
2

）
に
よ
る
建
築
の
説
明
や
、

副
会
頭
の
北
里
柴
三
郎
の
閉
会
の
辞
が
あ
っ
た
。
（22）

大
日
本
私
立
衛
生
会
は
楕
円
ホ
ー
ル
を
中

心
に
し
た
バ
ロ
ッ
ク
調
の
平
面
計
画
だ
が
、
そ
の
外
観
は
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
を
加
味
し
た
比

較
的
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
昭
和
十
一
年
の
建
築
学
会
創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
て

行
わ
れ
た
展
覧
会
に
お
い
て
、
明
治
元
年
か
ら
大
正
十
五
年
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
二
五
〇
の
建

築
作
品
が
名
品
と
し
て
選
定

・
展
示
さ
れ
た
。
レ
ツ
ル
渾
身
の
本
作
品
は
そ
の
一
つ
に
選
ば
れ
て

い
る
。

明
治
四
四
年
四
月
、
東
京

・
上
野
で
開
催
さ
れ
た
勧
業
博
覧
会

・
美
術
部
に
、
建
築
学

会
創
立
二
五
周
年
を
記
念
し
て
辰
野

・
葛
西
事
務
所
の

「
中
央
停
車
場

（
東
京
駅
）
図
案
」

等
の
建
築
図
案
八
〇
点
が
展
示
さ
れ
た
。
（23）

こ
の
展
示
会
に
レ
ツ
ル
は

「
聖
心
女
子
学
院
本
館

図
案
」
「
聖
心
女
子
学
院
正
門
図
案
」
「
私
立
衛
生
会
建
築
」
「
長
與
男
爵
建
築
図
案
」
「
外

人
墓
地
図
案
」
「
客
室
図
案
」
の
五
点
を
出
品
し
、
特
に
聖
心
は

「
繊
功
細
緻
の
美
あ
り

（
略
）

目
に
付
く
」と
高
評
を
得
た
。(19) 

聖
心
女
子
学
院
の
外
観
デ
ザ
イ
ン
は
、
明
治
三
八
年
竣
工
の
デ
・

ラ
ラ
ン
デ
が
設
計
し
た
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
煉
瓦
造
校
舎
、
東
北
学
院
普
通
科

（
中

等
部
）
を
木
造
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
か
の
よ
う
な
古
典
的
な
様
式
の
強
い
も
の
で
あ
る
が
、
レ
ツ
ル
は

白
金
台
の
敷
地
の
特
性
を
生
か
し
、
丘
の
上
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
よ
う
校

舎
を
配
置
し
て
い
る
。
徳
川
侯
爵
邸
（
元
長
與
男
爵
邸
）
か
ら
南
の
白
金
台
を
望
む
と
ク
ラ
ッ
シ
ッ

ク
な
塔
が
印
象
的
な
聖
心
の
校
舎
が
遠
望
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
面
だ
け
で
な
く

「
日
本
は
地
震
の
多
い
土
地
柄
、
新
校
舎
は
各
棟
と
も
に
土
台
が
密
接
に
つ
な
が
れ
て
い
て
、
屋

根
が
軽
く
、
強
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
」(24)

し
、
構
造
面
で
も
工
夫
を
加
え
て
い
た
。

聖
心
女
子
学
院
を
手
始
め
に
雙
葉
高
等
女
学
校

（
一―

三
期
）
、
暁
星
中
学
校
と
手
が
け
、

彼
ら
の
作
品
で
東
京
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
学
舎
を
席
巻
す
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
高
等
教
育
機
関
を

設
け
る
た
め
、
明
治
四
一
年
十
月
に
再
来
日
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
そ
の
学
校

（
現
、
上
智
大
学
）

の
設
計
の
依
頼
が
あ
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
（25）

そ
の
後
、
学
校
の
計
画
案
を
提
出
し
て
か
ら

一
年
以
上
も
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
音
信
不
通
と
な
っ
た
り
、
競
争
相
手
と
な
っ
た
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
が

ド
イ
ツ
大
使
館
ぐ
る
み
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
聖
職
者
た
ち
を
接
待
し
て
仕
事
の
横
取
り
を
図
っ
た
り

と
、（26）

紆
余
曲
折
が
あ
り
な
が
ら
も
、
上
智
大
学
校
舎

（
第
一
期
）
は
大
正
三
年
秋
落
成
し
た
。

建
物
以
外
に
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
関
口
教
会
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ル
ド
の
泉
の
洞
窟
を
再
現
し
た
ル
ル
ド

の
洞
窟

（
明
治
四
四
年
竣
工
）
を
建
設
。
な
お
、
こ
の
洞
窟
は
今
も
往
時
の
ま
ま
東
京
カ
テ

ド
ラ
ル
関
口
教
会
内
に
あ
る
。

和
風
ホ
テ
ル
と
陳
列
館

レ
ツ
ル
の
父
は
ホ
テ
ル
の
経
営
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
の
デ
ビ
ュ
ー
作
は
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
の
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
喫
茶
室
。
来
日
し
て
最
初
の
仕
事
も
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
。

彼
は
ホ
テ
ル
と
縁
が
深
い
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
『
日
本
ホ
テ
ル
略
史
』
に
は
、
「
（
明
治
四

二
年
）
十
一
月
築
地
精
養
軒
濁
逸
人
レ
ツ
フ
ル
設
計
の
新
館

（
客
室
数
三
二
）
落
成
す
。
」
（27）

と
あ
る
が
、
こ
の
築
地
精
養
軒
は

「
外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ
」
の
川
崎
晴
朗
が

精
密
な
論
考
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
レ
ツ
ル
の
設
計
で
は
な
い
だ
ろ
う
。（28）

レ
ツ
ル
の
事
務
所
員
だ
っ

た
市
石
栄
三
郎
が
築
地
精
養
軒
を
彼
の
仕
事
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、
彼
が
そ
の
改
装
や
増

築
工
事
を
指
揮
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(29)

彼
の
書
簡
か
ら
は
、
精
養
軒
の
経
営
者

・

北
村
重
昌(1874-1945)

と
の
協
力
関
係
が
始
ま
っ
た
時
期
を
確
認
で
き
な
い
が
、
遅
く
と
も

明
治
四
四
年
頃
、
宮
城
県
営
松
島
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
設
計
を
受
注
す
る
前
だ
と
思
う
。
同
年

春
、
客
室
図
案
を
発
表
し
、
同
年
十
二
月
発
行
の

『
建
築
画
報
』
の
口
絵
に
は
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン

様
式
で
ま
と
め
た
ホ
テ
ル
の
イ
ン
テ
リ
ア
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（30）

（
図
５
）

前
後
す
る
が
、
明
治
四
三
年
三
月
号
の
『
建
築
世
界
』
に
「
松
島
公
園
経
営
」
の
記
事
が
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
前
年
の
明
治
四
二
年
に
宮
城
県
が

（
明
治
に
な
り
寺
領
が
没
収
さ
れ
廃
仏
の

風
潮
が
盛
ん
に
な
り
）
「
山
林
ノ
盗
伐
水
族
ノ
濫
獲
到
處
ニ
行
ハ
レ
其
風
致
ヲ
損
傷
セ
シ
コ
ト
尠

少
ナ
ラ
ス
、
随
テ
遊
賞
ノ
客
ヲ
失
望
セ
シ
ム
」
と
内
務
省
に
上
申
し
松
島
湾
全
体
が
県
立
公
園

用
地
と
し
て
許
可
さ
れ
、
翌
四
三
年
、
松
島
公
園
経
営
協
議
委
員
会
を
組
織
し
策
定
し
た
公

園
整
備
の
具
体
策
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
環
で
、
公
園
内
に
ホ
テ
ル
を
建
設
し
、

日
光
よ
り
北
に
遊
覧
し
な
い
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宮
城
県
に
ホ
テ
ル

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
た
め
、
箱
根
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
・
日
光
の
金
谷
ホ
テ
ル
・
東
京
精
養
軒

と
い
う
外
国
人
向
け
ホ
テ
ル
経
営
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
「
設
計
は
墺
国
人

『レ
ツ
ル
』

氏
に
委
嘱
し
其
の
構
造
に
付
て
は
東
京
精
養
軒
主
と
合
議
」（31）

し
、
運
営
も
精
養
軒
に
委
託
し

た
。
こ
の
ホ
テ
ル
の
創
業
時
の
写
真
が

『
松
島
公
園
経
営
報
告
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
平

面
プ
ラ
ン
は
左
右
対
称
で
楕
円
ド
ー
ム
を
持
つ
バ
ロ
ッ
ク
調
で
あ
る
が
、
「
外
観
全
く
は
日
本
風

で
、
松
島
の
風
光
と
調
和
す
る
よ
う
に
考
慮
が
払
わ
れ
た
。
」（32）

外
観
は
外
国
人
受
け
す
る
ジ
ャ

パ
ネ
ス
ク

（
和
風
仕
様
）
満
載
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
は
和
洋
折
衷
。
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
様
式
で
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
開
口
部
の
壁
と
木
の
組
み
合
わ
せ
が
築
地
精
養
軒
や　

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
と

同
工
の
よ
う
に
見
え
る
。

松
島
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
設
計
後
、
明
治
最
後
の
年

（
大
正
元
年
）
は

「
約
十
か
月
間
で
一

軒
し
か
仕
事
が
な
い
」（33）

試
練
の
時
を
迎
え
た
。
「ご
存
じ
の
と
お
り
日
本
人
建
築
家
は
欧
米
の

作
品
の
真
似
ば
か
り
し
て
い
る
。
日
本
と
は
気
候
が
違
う
の
で
、
欧
米
で
は
良
い
も
の
も
日
本

に
は
不
適
だ
と
は
誰
も
考
え
な
い
。
建
物
が
完
成
し
使
い
始
め
て
か
ら
日
本
人
建
築
家
は
不
調

に
気
づ
く
。
私
が
建
て
た
長
與
邸

・
大
日
本
私
立
衛
生
会

・
最
近
の
県
知
事
に
依
頼
さ
れ
た

松
島
の
ホ
テ
ル
は
そ
う
で
は
な

い
。
」（34）
と
強
が
り
を
い
っ
て
い
る
。

同
年
五
月
末
、
賃
料
の
高
い
銀

座
の
表

（
電
車
）
通
り
に
面
し

た
事
務
所
か
ら
、
丸
の
内
の
「
三

菱
三
号
館
」
の

「
高
田
商
会
」

内
に
移
転
し
た
。
経
費
削
減
の

努
力
も
む
な
し
く
、
や
む
な
く

ホ

ラ

は

ド

イ

ツ

の

会

社

（Mannesm
ann

）
の
中
国
代
表

と
な
り
、
辛
亥
革
命
の
騒
乱
が

続
く
上
海
に
赴
く
こ
と
と
な
っ

た
。
大
正
二
年
七
月
一
日

「レ

ツ
ル
・
ア
ン
ド
・
ホ
ラ
事
務
所
」

解
散
。
そ
の
七
月
末
、
二
月

に
宮
城
県
か
ら
広
島
県
に
転
任

し
た
寺
田
祐
之

（1850-1917

）

知
事
か
ら
仕
事
が
舞
い
込
ん
で

き
た
。
「
知
事
は
私
の
仕
事
を

好
ん
で
く
れ
、
広
島
に
招
い
て

く
れ
た
。
広
島
に
商
業

・
工
業

用
の
博
物
館
と
宮
島
に
ホ
テ
ル

を
建
て
る
。
」
（35）

ホ
ラ
の
不
在
は

大
き
か
っ
た
が
、
上
智
大
学
の
建
設
も
始
ま
り
、
レ
ツ
ル
は
自
信
を
取
り
戻
し
、
広
島
県
物
産

陳
列
館
、
宮
島
ホ
テ
ル
の
設
計
に
邁
進
す
る
。
威
風
堂
々
た
る
本
格
欧
風
で
広
島
を
、
ジ
ャ

パ
ネ
ス
ク
で
宮
島
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
鉄
鋼
王
ボ
ー
ラ
ー
の
た
め
に
和
風
趣
味

の
別
荘
を
建
築
す
る
こ
と
も
決
ま
り
、
精
密
な
模
型
が
完
成
し
た
。
（36）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館

の
建
築
担
当
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
大
学
教
授
の
声
も
か
か
り
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
、
大
正
三

年
八
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
日
本
が
参
戦
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
籍
の
レ
ツ
ル
は
否
応
な
く

敵
国
人
に
な
っ
て
し
ま
う
。
（37）

翌
大
正
四
年
、
事
務
所
を
閉
鎖
。
（29）

戦
争
の
た
め
大
正
四

・
五
年
の
レ
ツ
ル
の
書
簡
は
存
在
し
な
い
。
建
築
家
レ
ツ
ル
の
最
後
を
飾

る
の
が
、
精
養
軒

・
北
村
重
昌
か
ら
依
頼
さ
れ
た
上
野
精
養
軒
ホ
テ
ル
の
新
築
と
東
京
駅
舎

内
の
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

（
大
正
四
年
十
一
月
二
日
開
業
）
の
内
装
で
あ
る
。
（38） 

上
野

は
松
島

・
宮
島
と
同
じ
く
和
風
の
外
観
。
東
京
駅
の
ホ
テ
ル
に
は
長
與
男
爵
邸
の
も
の
と
同
種

の
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
の
照
明
が
あ
り
、
イ
ン
テ
リ
ア
全
体
が
こ
の
様
式
で
ま
と
め
ら
れ
て
い

た
。
（39）

今
秋
、
東
京
駅
駅
舎
の
復
元
工
事
が
終
わ
り
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
も
再
開
す

る
と
の
こ
と
。
ホ
テ
ル
も
創
業
時
の
雄
姿
を
復
元
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
レ
ツ
ル
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
独
立
し
た
チ
ェ
コ
の
臨
時
商
務
官
に
な
り
、
二

度
と
建
築
家
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
関
東
大
震
災
や
戦
災
に
よ
っ
て
大
半
の
作

品
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
た
が
、
明
治

・
大
正
期
の
建
築
デ
ザ

イ
ン
の
系
譜
に
、
本
場
の
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
た
建
築
家
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
　

　
　
　
　

註

（1） 

『ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
書
簡
集
』　

チ
ェ
コ
・
ナ
ホ
ト　

ゲ
ー
ト
出
版
、
二
〇
〇
〇
年

（
以
下

『
書
簡
集
』
）

（2） 

外
国
人
人
名
録

（
ジ
ャ
パ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
）
の
一
九
〇
七
年
版
以
降
、
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
事
務
所
の
所

員
に

"T.U
sui"

が
と
い
う
名
前
が
掲
載
さ
れ
る
。
臼
井
泰
治
の
こ
と
で
彼
は

「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
の
家
に

住
み
込
ん
で
書
生
を
し
な
が
ら
学
校
に
行
き
、
建
築
製
図
を
修
得
し
た
。
」(

子
息

・
臼
井
斎
談)

関
東

大
震
災

・
第
二
次
世
界
大
戦
等
動
乱
の
時
代
の
中
、
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
、
レ
ツ
ル
に
関
連
す
る
図
面
等
の

資
料
を
大
切
に
保
存
さ
れ
た
。

（3） 

大
川
三
雄
他
著

『
図
説
近
代
建
築
の
系
譜
』
彰
国
社　

一
九
八
七
年　

p
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（4） 

堀
勇
良
著

『
外
国
人
建
築
家
の
系
譜
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
、
外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ

著

『ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
』
ホ
テ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー　

一
九
九
八
年
度
連
載
よ
り

（5） 

東
郷
茂
彦
著

『
祖
父
東
郷
茂
徳
の
生
涯
』
文
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春
秋　
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書
簡
集
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0
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/
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/
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9
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p
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3

（7） 
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書
簡
集
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9
0
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/
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2
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p
 5
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（8） 

寺
内
正
毅

（18
5
2
-
1
9
1
9

）
の
明
治
四
一
年
六
月
の
日
記
に
は
、
十
三
日
、
家
の
新
築
を
高
田
商
会
の
高

田
釜
吉
氏
と

「
独
逸
技
師
ド
ラ
ラ
ン
ド
」
に
相
談
し
、
翌
十
四
日
、
「
技
師
ド
ラ
ラ
ン
ド
氏
家
屋
設
計
図

ヲ
携
ヘ
」
て
き
た
と
あ
る
。
寺
内
は
朝
鮮
総
督
に
就
任
。
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は
寺
内
の
知
遇
を
得
て
、
平
壌

牡
丹
台
公
園
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朝
鮮
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テ
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朝
鮮
銀
行
本
店

・
朝
鮮
総
督
府
庁
舎
を
設
計
。
（
村
松
貞
次
郎
編

『
日

本
の
建
築

「
明
治
大
正
昭
和
」
10

』 

三
省
堂　

一
九
八
一
年
よ
り
）

（9） 

後
藤 

新
平
（18

5
7
-
1
9
2
9

）
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
医
師
・
官
僚
・
政
治
家
。
「
長
與
男
爵
邸
」
の
施
主
、

長
與
稱
吉
の
父

・
長
與
専
斉(1

8
3
8
-
1
9
0
2
)

は
明
治
医
政
界
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
、
衛
生
行
政
の
創

始
者
で
あ
り
、
政
府
の
衛
生
局
長
や
東
京
医
学
校
長
を
歴
任
し
た
。
彼
は
後
藤
新
平
を
見
出
し
て
中
央

政
界
入
り
さ
せ
、
後
藤
や
北
里
柴
三
郎

（18
5
3
-
1
9
3
1

）
の
ド
イ
ツ
留
学
を
御
膳
立
て
し
た
。
明
治
十

六
年

「
大
日
本
私
立
衛
生
会
」
発
足
時
に
は
、
長
與
が
副
会
頭
で
後
藤
が
幹
事
で
あ
っ
た
。

（10） 
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書
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建
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誌
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（13） 
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ラ
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ン
デ
邸
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は
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東
京
た
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も
の
園
」
に
現
在
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築

・
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で
あ
る
。

（14） 

『
書
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（16） 
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築
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・
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展
図
録) 
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〇
九
年

（17） 
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書
簡
集
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9
0
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/
3
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3
0

付　

p
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（18） 

明
治
四
二
年
十
月
十
六
日
登
記

（19） 

『
日
本
』
土
木
建
築
号　

明
治
四
四
年
五
月
二
五
日
付

（
『
日
本
』
は
佐
藤
紅
緑
ら
も
在
籍
し
た
明
治
期

の
東
京
に
あ
っ
た
新
聞
社
）
（
図
６
）

（20） 

尾
張
徳
川
家
資
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（
図
４
）
大
正
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の
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正
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公
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9
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大
東
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事
新
報
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第
十
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明
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四
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年
七
月
十
日
発
行
。
大
正
に
な
り
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現
在
は
明
治
村
に
移
築
・

保
存
さ
れ
て
い
る
）
北
里
研
究
所
を
新
築
す
る
際
に
、
北
里
が

「
金
杉
に
命
じ
担
当
技
師
に
頼
み
」
（
田

端
重
晟
日
記

（
大
正
三
年
十
二
月
十
八
日
付
）
）
と
あ
る
。
研
究
所
が
レ
ツ
ル
設
計
と
直
接
裏
付
け
る

資
料
は
な
い
が
、
極
め
て
彼
に
近
い
技
能
集
団
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

（23） 
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建
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誌
』
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号
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号
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部
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』
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九
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五
年
発
行　
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6

（32） 
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編
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会
編

『
宮
城
県
史　

復
刻
版　
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』
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（38） 

『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
十
四
年
六
月
二
四
日
付

「
東
京
駅
の
階
上
に
あ
る
ト
ン
ネ
ル
長
屋
式
の
ス
テ
ィ
シ
ョ

ン
・
ホ
テ
ル
は
鉄
道
省
に
年
二
万
七
千
五
百
円
の
家
賃
を
納
め
て
株
式
会
社
精
養
軒
の
経
営
だ
。
（
略
）

内
部
の
設
備
は
ド
イ
ツ
人
レ
ツ
ケ
ル
に
頼
ん
だ
」
（
関
國
光
著

「
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
開
業
時
の
内
装

設
計
者
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
」
日
本
ホ
テ
ル
株
式
会
社
社
内
報
三
八
号 

一
九
九
五
年
五
月
発
行
よ
り
）

（39） 

『
報
知
新
聞
』
大
正
四

（
一
九
一
五
）
年
十
一
月
三
日
付　
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図
３　

フ
ェ
ル
プ
ス
邸
裏
面
立
面
図

（
明
治
四
二
年
頃
、
画
像
提
供

・
臼
井
斎
）



少
な
く
と
も
広
島
で
は
、
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル(Jan Letzel, 1880-1925

）
の
名
前
は
、
原
爆
ド
ー

ム
の
前
身

・
広
島
県
物
産
陳
列
館
の
設
計
者
と
し
て
定
着
し
、
平
成
二
二
年
の
広
島
県
立
美

術
館
特
別
展
「
廣
島
か
ら
広
島
へ
」
で
は
レ
ツ
ル
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
ほ
ど
知
名
度
が
上
が
っ

て
き
た
。
著
者
は
公
文
書
館
紀
要
第
十
六
号

（
平
成
五
年
三
月
）
に
お
い
て
、
一
度
レ
ツ
ル
の

建
築
作
品
を
概
括
し
そ
の
業
績
を
紹
介
し
た
が
、
本
稿
は
そ
の
後
出
版
さ
れ
た
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル

書
簡
集

(1)
、

新
た
に
確
認
さ
れ
た
臼
井
資
料

(2)

等
に
基
づ
き
彼
の
日
本
で
の
建
築
活
動
を
書
き

改
め
た
も
の
で
あ
る
。

事
務
所
の
設
立
ま
で

レ
ツ
ル
は
チ
ェ
コ
近
代
建
築
の
父
と
い
わ
れ
る
ヤ
ン
・
コ
チ
ェ
ラ(Jan K

otĕra, 1871-1923

）
に

師
事
し
建
築
を
学
ん
だ
後
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
七
月
九
日
、
ド
イ
ツ
人
建
築
家
デ
・

ラ
ラ
ン
デ

（George de Lalande, 1872-1914

）
の
招
き
で
来
日
し
た
。

ま
ず
、
レ
ツ
ル
に
至
る
外
国
人
建
築
家
の
系
譜
を
た
ど
る
と
、
「
各
分
野
に
お
け
る
お
雇
い

外
国
人
の
活
躍
は
、
お
お
か
た
明
治
十
年
代
を
も
っ
て
終
了
し
て
い
る
。
建
築
界
に
お
い
て
も
、

コ
ン
ド
ル
（Josiah Conder, 1852-1920

）
が
最
後
」(3)

の
は
ず
だ
っ
た
が
、
不
平
等
条
約
改
正

を
目
指
し
て
首
都
計
画

（
官
庁
集
中
計
画
）
が
発
案
さ
れ
、
つ
ま
り
、
東
京
を
西
欧
建
築
が

立
ち
並
ぶ
近
代
都
市
に
変
身
さ
せ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
か
ら
エ
ン
デ(H

erm
ann G

ustav Louis 
Ende, 1829-1907)

、
ベ
ッ
ク
マ
ン(W

ilhelm
 Bockm

ann, 1832-1902
)

、
ゼ
ー
ル
（Richard 

Seel, 1854-1922

）
た
ち
が
招
聘
さ
れ
た
。
結
局
、
条
約
改
正
は
失
敗
。
官
庁
集
中
計
画
は

破
棄
さ
れ
、
エ
ン
デ
＝
ベ
ッ
ク
マ
ン
設
計
の
仮

議
事
堂
、
司
法
省
、
裁
判
所
だ
け
が
実
現

し
、
ド
イ
ツ
風
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
威
容
を
伝
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
エ
ン
デ
た
ち
の
帰
国
後
も

ゼ
ー
ル
は
日
本
に
留
ま
り
、
明
治
二
九
年
に

横
浜

・
山
手
で
建
築
事
務
所
を
開
設
し
、

教
会
堂
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
手
が
け

た
。
こ
の
ゼ
ー
ル
の
事
務
所
に
、
デ
・
ラ
ラ

ン
デ

（
明
治
三
六
年
五
月
三
〇
日
に
来
日
）

が
入
所
し
、
ゼ
ー
ル
の
離
日
後

（
同
年
十
一

月
十
四
日
）
、
事
務
所
を
引
き
継
い
だ
。 (4)

 

こ
こ
に
レ
ツ
ル
が
入
所
し
た
の
だ
。
こ
の
頃
の

建
築
界
は
、
コ
ン
ド
ル
が
英
国
式
建
築
教
育

で
育
て
た
第
一
世
代
の
日
本
人
建
築
家
が

リ
ー
ド
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
系
は
主
流
で
は

な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
レ
ツ
ル
は
傍
流
の
ド

イ
ツ
系
建
築
家
グ
ル
ー
プ
の
最
終

組
と
し
て
来
日
し
、
古
典
様
式
の

細
部
に
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
を

加
味
し
た

「
新
し
い
建
築
」
を
紹

介
す
る
こ
と
に
な
る
。

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は

「
お
洒
落
で

陽
気
、
人
の
良
い
性
格
だ
っ
た
。

お
酒
も
大
好
き
。
金
を
貯
め
込
む

よ
り
、
お
お
い
に
使
っ
て
人
生
を

楽
し
む

（
略
）
風
だ
っ
た
」(5)

横
浜
・

名
古
屋

・
神
戸
に
事
務
所
を
構

え
、
彼
の
事
務
所
は

「
三
〇
件
も

の
新
築
の
話
が
あ
る
」(6)

と
い
う
隆

盛
ぶ
り
だ
っ
た
。
レ
ツ
ル
は
直
ぐ
に
事
務
所
の
代
理
責
任
者

(7)

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
デ
・
ラ
ラ

ン
デ
を
介
し
て
、
政
財
界
の
要
人
と
交
流
を
持
っ
た
。
時
の
第
二
次
桂
内
閣
の
陸
軍
大
臣

・

寺
内
正
毅
子
爵

(8)

（
図
１
）
、
逓
信
大
臣
・
後
藤
新
平
男
爵

(9)

（
図
２
）
、
三
井
財
閥
の
重
鎮
・

早
川
千
吉
郎
た
ち
の
邸
宅
を
計
画
し
た
。

(10)

大
臣
就
任
ま
で
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
を
務
め

た
後
藤
新
平
は
、
台
湾
総
督
府
庁
舎
を
新
築
す
る
に
あ
た
り
、
建
築
設
計
コ
ン
ペ
の
実
施
を

主
張
し
建
議
を
提
出
。
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
で
最
初
の
設
計
コ
ン
ペ
が
明
治
四
〇
年
に
開
催

さ
れ
た
。

(11)

レ
ツ
ル
も
こ
れ
に
参
加
。
母
に

「
入
賞
を
約
束
」(12)

ま
で
し
て
い
る
。

明
治
四
一
年
四
月
、

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は
住
居

兼
事
務
所
を
東
京

・

東
信
濃
町
に
移
転
。

療
養
で
不
在
が
ち
な
主

に
代
わ
り
レ
ツ
ル
や
臼

井
泰
治
ら
の
所
員
が
増

改
築
し
な
が
ら
デ
・
ラ

ラ
ン
デ
邸
で
暮
ら
し

た
。

(13)

お
金
に
無
頓
着

な
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
も
、

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
の
契
約
不
備
で
抱
え

た
負
債
に
は
悩
ん
だ
ら

し

い
。
同

年

九

月
、

一
時
帰
国
を
前
に
各
地

の
事
務
所
を
縮
小
し
、

デ
・
ラ
ラ
ン
デ

の
妻

Eddy

を
代
表
に
新
事

務
所
を
設
立
し
て
出
直

し
を
図
っ
た
。
新
事
務

所
は
、
利
益
の
六
割
を

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
、
三
割
を
レ
ツ
ル
、
残
り
一
割
を
チ
ェ
コ
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ホ
ラ

（Karel Jan H
ora, 

1881-1973)

で
分
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(14)

デ
・ラ
ラ
ン
デ
に
代
わ
っ
て
、
レ
ツ
ル
は
神
戸
・
京
都
・

名
古
屋

・
横
浜
の
現
場
を
往
復
し
、
同
年
冬
の
東
京
倶
楽
部
の
設
計
コ
ン
ペ
（
一
席
は
コ
ン
ド
ル
）

に
応
募
し
た
り
と
、
（15）

朝
か
ら
晩
ま
で
馬
車
馬
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
。
神
戸
の
風
見
鶏
の
館
と

し
て
知
ら
れ
る
ト
ー
マ
ス
邸

（
明
治
四
二
年
頃
竣
工
）
を
小
振
り
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
眼
を
引
く

京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
名
誉
主
事

・
フ
ェ
ル
プ
ス
（G. S. Phelps

）
の
自
宅
の
設
計
図
が
残
る
。
（
図
３
）

彼
は
ヴ
ォ
ー
リ
ス
（William

 M
errell V

ories, 1880-1964

）
に
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
の
現
場
責

任
者
の
職
を
紹
介
し
た
。

(16)

建
築
家
ヴ
ォ
ー
リ
ス
の
出
発
点
は
、
レ
ツ
ル
が
代
理
責
任
者
を
務
め

た
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
作
品
の
現
場
監
督
で
あ
っ
た
。

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
帰
国
中
の
明
治
四
二
年
三
月
時
点
で
の
注
文
は

「聖
心
女
子
学
院
十
三
万
千

円
」
「
雙
葉
高
等
女
学
校
十
六
万
円
」
「
大
日
本
私
立
衛
生
会
七
万
五
千
円
」
「
長
與
男
爵
邸

三
万
六
千
円
」
と
レ
ツ
ル
は
記
し
て
い
る
。
(17) 

負
債
を
放
置
し
母
国
か
ら
帰
っ
て
こ
な
い
デ
・
ラ
ラ

ン
デ
に
と
う
と
う
辛
抱
で
き
ず
、
明
治
四
二
年
夏
、
レ
ツ
ル
は
ホ
ラ
と
独
立
、
「
レ
ツ
ル
・
ア
ン
ド
・

ホ
ラ
事
務
所
」(18)

を
構
え
た
。
彼
ら
の
事
務
所
は
伝
統
的
に
設
計
と
施
工
を
兼
ね
る
日
本
の
大

工
棟
梁
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
た
。
レ
ツ
ル
が
建
築
設
計
を
ホ
ラ
が
施
工
監
理
を
分
担
し
て
い
た
。

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
邸
宅
と
学
校

明
治
四
三
年
五
月
二
五
日
発
行
の
『
建
築
雑
誌
』
掲
載
の
時
報

「
近
年
新
築
の
邸
宅
」
に
は
、

「
近
年
東
京
市
内
に

（
略
）
邸
宅
を
建
築
し

（
略
）
内
自
分
が
関
係
し
叉
は
記
憶
し
居
る
の
は

目
白
台
の
田
中
子
、
麻
布
今
井
町
の
三
井
八
郎
次
郎
男
、
高
輪
の
淺
野
総
一
郎
氏
、
番
町
の

高
橋
是
清
男
、
本
郷
切
通
し
の
岩
崎
男
、
芝
の
松
方
侯
、
麻
布
広
尾
の
長
與
氏
、
上
二
番
町

の
早
川
千
吉
郎
氏
、
牛
込
の
近
藤
廉
平
氏
、
市
ケ
谷
の
小
池
恒
三
氏
寺
に
て

（
略
）
聞
け
り
」

と
あ
る
。

コ
ン
ド
ル
設
計
の
岩
崎
久
弥
茅
町
本
邸

（
明
治
二
九
年
竣
工
）
・
松
方
正
義
邸

（
明
治
三
八

年
竣
工
）
等
極
め
つ
き
の
豪
邸
十
軒
を
紹
介
し
て
い
る
中
に
、
レ
ツ
ル
関
連
の

「
早
川
」
「
長
與
」

の
二
軒
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
早
川
千
吉
郎
邸
の
洋
館
部
分
が
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
と

レ
ツ
ル
が
設
計
し
た

「
億
万
長
者
の
早
川
邸
」
に
あ
た
り
、
長
與
氏
の
家
が
長
與
男
爵
邸
で
あ
る
。

長
與
男
爵
邸
の
施
主
は
ド
イ
ツ
帰
り
の
医
学
博
士

・
長
與
稱
吉 (1866-1910)

。
「
能
く
博
士

の
趣
味
に
叶
い
、
外
観

は
瀟
洒
た
る
も
の
だ
が

内
部
に
は
荘
重
の
装
飾

が
施
し
て
あ
り
上
流
邸

宅
の
精
粋
を
発
揮
し

た
」
（19）

と
あ
り
、
こ
の

ド
イ
ツ
風
の
大
屋
根
を

持
つ
邸
宅
は
好
評
を

持
っ
て
迎
え
ら
れ
た
よ

う
だ
。
長
與
は
小
説
家
・

夏
目
漱
石
の
主
治
医
と

し
て
も
知
ら
れ
た
医
政

界
の
実
力
者
だ
っ
た
が

邸
宅
の
完
成
直
後
に
病

死
。
明
治
四
五
年
四

月
、
最
新
の
セ
セ
ッ
シ
ョ

ン
様
式
の
優
美
な
正
門

を
も
っ
た
豪
華
な
ヴ
ィ

ラ
は
尾
張
徳
川
家
に
売

却
さ
れ

「
徳
川
義
親
侯

爵
の
麻
布
富
士
見
町
御

邸
」と
な
っ
た
。（20）

（
図
４
）

後
藤
新
平
や
長
與
稱

吉
の
人
脈
で
レ
ツ
ル
は
大

日
本
私
立
衛
生
会
の
本

部

・
会
館
の
設
計
を
受
注
し
た
と
思
わ
れ
る
。
大
日
本
私
立
衛
生
会
は
明
治
十
六
年
公
衆
衛

生
を
向
上
さ
せ
る
た
め
半
官
半
民
の
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
、
長
與
稱
吉
も
そ
の
会
頭
を
務
め

た

（
明
治
三
四

・
三
五
年
）
。
明
治
四
四
年
六
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
盛
大
な
落
成
式
に
は
レ

ツ
ル
や
ホ
ラ
も
参
加
し
、
（21）

金
杉
英
五
郎

（
医
師
、1

8
6
5
-
1
9
4
2

）
に
よ
る
建
築
の
説
明
や
、

副
会
頭
の
北
里
柴
三
郎
の
閉
会
の
辞
が
あ
っ
た
。
（22）

大
日
本
私
立
衛
生
会
は
楕
円
ホ
ー
ル
を
中

心
に
し
た
バ
ロ
ッ
ク
調
の
平
面
計
画
だ
が
、
そ
の
外
観
は
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
を
加
味
し
た
比

較
的
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
昭
和
十
一
年
の
建
築
学
会
創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
て

行
わ
れ
た
展
覧
会
に
お
い
て
、
明
治
元
年
か
ら
大
正
十
五
年
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
二
五
〇
の
建

築
作
品
が
名
品
と
し
て
選
定

・
展
示
さ
れ
た
。
レ
ツ
ル
渾
身
の
本
作
品
は
そ
の
一
つ
に
選
ば
れ
て

い
る
。

明
治
四
四
年
四
月
、
東
京

・
上
野
で
開
催
さ
れ
た
勧
業
博
覧
会

・
美
術
部
に
、
建
築
学

会
創
立
二
五
周
年
を
記
念
し
て
辰
野

・
葛
西
事
務
所
の

「
中
央
停
車
場

（
東
京
駅
）
図
案
」

等
の
建
築
図
案
八
〇
点
が
展
示
さ
れ
た
。
（23）

こ
の
展
示
会
に
レ
ツ
ル
は

「
聖
心
女
子
学
院
本
館

図
案
」
「
聖
心
女
子
学
院
正
門
図
案
」
「
私
立
衛
生
会
建
築
」
「
長
與
男
爵
建
築
図
案
」
「
外

人
墓
地
図
案
」
「
客
室
図
案
」
の
五
点
を
出
品
し
、
特
に
聖
心
は

「
繊
功
細
緻
の
美
あ
り

（
略
）

目
に
付
く
」と
高
評
を
得
た
。(19) 

聖
心
女
子
学
院
の
外
観
デ
ザ
イ
ン
は
、
明
治
三
八
年
竣
工
の
デ
・

ラ
ラ
ン
デ
が
設
計
し
た
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
煉
瓦
造
校
舎
、
東
北
学
院
普
通
科

（
中

等
部
）
を
木
造
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
か
の
よ
う
な
古
典
的
な
様
式
の
強
い
も
の
で
あ
る
が
、
レ
ツ
ル
は

白
金
台
の
敷
地
の
特
性
を
生
か
し
、
丘
の
上
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
よ
う
校

舎
を
配
置
し
て
い
る
。
徳
川
侯
爵
邸
（
元
長
與
男
爵
邸
）
か
ら
南
の
白
金
台
を
望
む
と
ク
ラ
ッ
シ
ッ

ク
な
塔
が
印
象
的
な
聖
心
の
校
舎
が
遠
望
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
面
だ
け
で
な
く

「
日
本
は
地
震
の
多
い
土
地
柄
、
新
校
舎
は
各
棟
と
も
に
土
台
が
密
接
に
つ
な
が
れ
て
い
て
、
屋

根
が
軽
く
、
強
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
」(24)

し
、
構
造
面
で
も
工
夫
を
加
え
て
い
た
。

聖
心
女
子
学
院
を
手
始
め
に
雙
葉
高
等
女
学
校

（
一―

三
期
）
、
暁
星
中
学
校
と
手
が
け
、

彼
ら
の
作
品
で
東
京
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
学
舎
を
席
巻
す
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
高
等
教
育
機
関
を

設
け
る
た
め
、
明
治
四
一
年
十
月
に
再
来
日
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
そ
の
学
校

（
現
、
上
智
大
学
）

の
設
計
の
依
頼
が
あ
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
（25）

そ
の
後
、
学
校
の
計
画
案
を
提
出
し
て
か
ら

一
年
以
上
も
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
音
信
不
通
と
な
っ
た
り
、
競
争
相
手
と
な
っ
た
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
が

ド
イ
ツ
大
使
館
ぐ
る
み
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
聖
職
者
た
ち
を
接
待
し
て
仕
事
の
横
取
り
を
図
っ
た
り

と
、（26）

紆
余
曲
折
が
あ
り
な
が
ら
も
、
上
智
大
学
校
舎

（
第
一
期
）
は
大
正
三
年
秋
落
成
し
た
。

建
物
以
外
に
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
関
口
教
会
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ル
ド
の
泉
の
洞
窟
を
再
現
し
た
ル
ル
ド

の
洞
窟

（
明
治
四
四
年
竣
工
）
を
建
設
。
な
お
、
こ
の
洞
窟
は
今
も
往
時
の
ま
ま
東
京
カ
テ

ド
ラ
ル
関
口
教
会
内
に
あ
る
。

和
風
ホ
テ
ル
と
陳
列
館

レ
ツ
ル
の
父
は
ホ
テ
ル
の
経
営
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
の
デ
ビ
ュ
ー
作
は
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
の
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
喫
茶
室
。
来
日
し
て
最
初
の
仕
事
も
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
。

彼
は
ホ
テ
ル
と
縁
が
深
い
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
『
日
本
ホ
テ
ル
略
史
』
に
は
、
「
（
明
治
四

二
年
）
十
一
月
築
地
精
養
軒
濁
逸
人
レ
ツ
フ
ル
設
計
の
新
館

（
客
室
数
三
二
）
落
成
す
。
」
（27）

と
あ
る
が
、
こ
の
築
地
精
養
軒
は

「
外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ
」
の
川
崎
晴
朗
が

精
密
な
論
考
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
レ
ツ
ル
の
設
計
で
は
な
い
だ
ろ
う
。（28）

レ
ツ
ル
の
事
務
所
員
だ
っ

た
市
石
栄
三
郎
が
築
地
精
養
軒
を
彼
の
仕
事
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、
彼
が
そ
の
改
装
や
増

築
工
事
を
指
揮
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(29)

彼
の
書
簡
か
ら
は
、
精
養
軒
の
経
営
者

・

北
村
重
昌(1874-1945)

と
の
協
力
関
係
が
始
ま
っ
た
時
期
を
確
認
で
き
な
い
が
、
遅
く
と
も

明
治
四
四
年
頃
、
宮
城
県
営
松
島
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
設
計
を
受
注
す
る
前
だ
と
思
う
。
同
年

春
、
客
室
図
案
を
発
表
し
、
同
年
十
二
月
発
行
の

『
建
築
画
報
』
の
口
絵
に
は
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン

様
式
で
ま
と
め
た
ホ
テ
ル
の
イ
ン
テ
リ
ア
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（30）

（
図
５
）

前
後
す
る
が
、
明
治
四
三
年
三
月
号
の
『
建
築
世
界
』
に
「
松
島
公
園
経
営
」
の
記
事
が
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
前
年
の
明
治
四
二
年
に
宮
城
県
が

（
明
治
に
な
り
寺
領
が
没
収
さ
れ
廃
仏
の

風
潮
が
盛
ん
に
な
り
）
「
山
林
ノ
盗
伐
水
族
ノ
濫
獲
到
處
ニ
行
ハ
レ
其
風
致
ヲ
損
傷
セ
シ
コ
ト
尠

少
ナ
ラ
ス
、
随
テ
遊
賞
ノ
客
ヲ
失
望
セ
シ
ム
」
と
内
務
省
に
上
申
し
松
島
湾
全
体
が
県
立
公
園

用
地
と
し
て
許
可
さ
れ
、
翌
四
三
年
、
松
島
公
園
経
営
協
議
委
員
会
を
組
織
し
策
定
し
た
公

園
整
備
の
具
体
策
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
環
で
、
公
園
内
に
ホ
テ
ル
を
建
設
し
、

日
光
よ
り
北
に
遊
覧
し
な
い
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宮
城
県
に
ホ
テ
ル

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
た
め
、
箱
根
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
・
日
光
の
金
谷
ホ
テ
ル
・
東
京
精
養
軒

と
い
う
外
国
人
向
け
ホ
テ
ル
経
営
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
「
設
計
は
墺
国
人

『レ
ツ
ル
』

氏
に
委
嘱
し
其
の
構
造
に
付
て
は
東
京
精
養
軒
主
と
合
議
」（31）

し
、
運
営
も
精
養
軒
に
委
託
し

た
。
こ
の
ホ
テ
ル
の
創
業
時
の
写
真
が

『
松
島
公
園
経
営
報
告
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
平

面
プ
ラ
ン
は
左
右
対
称
で
楕
円
ド
ー
ム
を
持
つ
バ
ロ
ッ
ク
調
で
あ
る
が
、
「
外
観
全
く
は
日
本
風

で
、
松
島
の
風
光
と
調
和
す
る
よ
う
に
考
慮
が
払
わ
れ
た
。
」（32）

外
観
は
外
国
人
受
け
す
る
ジ
ャ

パ
ネ
ス
ク

（
和
風
仕
様
）
満
載
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
は
和
洋
折
衷
。
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
様
式
で
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
開
口
部
の
壁
と
木
の
組
み
合
わ
せ
が
築
地
精
養
軒
や　

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
と

同
工
の
よ
う
に
見
え
る
。

松
島
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
設
計
後
、
明
治
最
後
の
年

（
大
正
元
年
）
は

「
約
十
か
月
間
で
一

軒
し
か
仕
事
が
な
い
」（33）

試
練
の
時
を
迎
え
た
。
「ご
存
じ
の
と
お
り
日
本
人
建
築
家
は
欧
米
の

作
品
の
真
似
ば
か
り
し
て
い
る
。
日
本
と
は
気
候
が
違
う
の
で
、
欧
米
で
は
良
い
も
の
も
日
本

に
は
不
適
だ
と
は
誰
も
考
え
な
い
。
建
物
が
完
成
し
使
い
始
め
て
か
ら
日
本
人
建
築
家
は
不
調

に
気
づ
く
。
私
が
建
て
た
長
與
邸

・
大
日
本
私
立
衛
生
会

・
最
近
の
県
知
事
に
依
頼
さ
れ
た

松
島
の
ホ
テ
ル
は
そ
う
で
は
な

い
。
」（34）
と
強
が
り
を
い
っ
て
い
る
。

同
年
五
月
末
、
賃
料
の
高
い
銀

座
の
表

（
電
車
）
通
り
に
面
し

た
事
務
所
か
ら
、
丸
の
内
の
「
三

菱
三
号
館
」
の

「
高
田
商
会
」

内
に
移
転
し
た
。
経
費
削
減
の

努
力
も
む
な
し
く
、
や
む
な
く

ホ

ラ

は

ド

イ

ツ

の

会

社

（Mannesm
ann

）
の
中
国
代
表

と
な
り
、
辛
亥
革
命
の
騒
乱
が

続
く
上
海
に
赴
く
こ
と
と
な
っ

た
。
大
正
二
年
七
月
一
日

「レ

ツ
ル
・
ア
ン
ド
・
ホ
ラ
事
務
所
」

解
散
。
そ
の
七
月
末
、
二
月

に
宮
城
県
か
ら
広
島
県
に
転
任

し
た
寺
田
祐
之

（1850-1917

）

知
事
か
ら
仕
事
が
舞
い
込
ん
で

き
た
。
「
知
事
は
私
の
仕
事
を

好
ん
で
く
れ
、
広
島
に
招
い
て

く
れ
た
。
広
島
に
商
業

・
工
業

用
の
博
物
館
と
宮
島
に
ホ
テ
ル

を
建
て
る
。
」
（35）

ホ
ラ
の
不
在
は

大
き
か
っ
た
が
、
上
智
大
学
の
建
設
も
始
ま
り
、
レ
ツ
ル
は
自
信
を
取
り
戻
し
、
広
島
県
物
産

陳
列
館
、
宮
島
ホ
テ
ル
の
設
計
に
邁
進
す
る
。
威
風
堂
々
た
る
本
格
欧
風
で
広
島
を
、
ジ
ャ

パ
ネ
ス
ク
で
宮
島
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
鉄
鋼
王
ボ
ー
ラ
ー
の
た
め
に
和
風
趣
味

の
別
荘
を
建
築
す
る
こ
と
も
決
ま
り
、
精
密
な
模
型
が
完
成
し
た
。
（36）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館

の
建
築
担
当
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
大
学
教
授
の
声
も
か
か
り
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
、
大
正
三

年
八
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
日
本
が
参
戦
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
籍
の
レ
ツ
ル
は
否
応
な
く

敵
国
人
に
な
っ
て
し
ま
う
。
（37）

翌
大
正
四
年
、
事
務
所
を
閉
鎖
。
（29）

戦
争
の
た
め
大
正
四

・
五
年
の
レ
ツ
ル
の
書
簡
は
存
在
し
な
い
。
建
築
家
レ
ツ
ル
の
最
後
を
飾

る
の
が
、
精
養
軒

・
北
村
重
昌
か
ら
依
頼
さ
れ
た
上
野
精
養
軒
ホ
テ
ル
の
新
築
と
東
京
駅
舎

内
の
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

（
大
正
四
年
十
一
月
二
日
開
業
）
の
内
装
で
あ
る
。
（38） 

上
野

は
松
島

・
宮
島
と
同
じ
く
和
風
の
外
観
。
東
京
駅
の
ホ
テ
ル
に
は
長
與
男
爵
邸
の
も
の
と
同
種

の
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
の
照
明
が
あ
り
、
イ
ン
テ
リ
ア
全
体
が
こ
の
様
式
で
ま
と
め
ら
れ
て
い

た
。
（39）

今
秋
、
東
京
駅
駅
舎
の
復
元
工
事
が
終
わ
り
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
も
再
開
す

る
と
の
こ
と
。
ホ
テ
ル
も
創
業
時
の
雄
姿
を
復
元
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
レ
ツ
ル
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
独
立
し
た
チ
ェ
コ
の
臨
時
商
務
官
に
な
り
、
二

度
と
建
築
家
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
関
東
大
震
災
や
戦
災
に
よ
っ
て
大
半
の
作

品
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
た
が
、
明
治

・
大
正
期
の
建
築
デ
ザ

イ
ン
の
系
譜
に
、
本
場
の
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
た
建
築
家
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
　

　
　
　
　

註

（1） 

『ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
書
簡
集
』　

チ
ェ
コ
・
ナ
ホ
ト　

ゲ
ー
ト
出
版
、
二
〇
〇
〇
年

（
以
下

『
書
簡
集
』
）

（2） 

外
国
人
人
名
録

（
ジ
ャ
パ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
）
の
一
九
〇
七
年
版
以
降
、
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
事
務
所
の
所

員
に

"T.U
sui"

が
と
い
う
名
前
が
掲
載
さ
れ
る
。
臼
井
泰
治
の
こ
と
で
彼
は

「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
の
家
に

住
み
込
ん
で
書
生
を
し
な
が
ら
学
校
に
行
き
、
建
築
製
図
を
修
得
し
た
。
」(

子
息

・
臼
井
斎
談)

関
東

大
震
災

・
第
二
次
世
界
大
戦
等
動
乱
の
時
代
の
中
、
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
、
レ
ツ
ル
に
関
連
す
る
図
面
等
の

資
料
を
大
切
に
保
存
さ
れ
た
。

（3） 

大
川
三
雄
他
著

『
図
説
近
代
建
築
の
系
譜
』
彰
国
社　

一
九
八
七
年　

p
 2

6

（4） 

堀
勇
良
著

『
外
国
人
建
築
家
の
系
譜
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
、
外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ

著

『ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
』
ホ
テ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー　

一
九
九
八
年
度
連
載
よ
り

（5） 

東
郷
茂
彦
著

『
祖
父
東
郷
茂
徳
の
生
涯
』
文
藝
春
秋　

一
九
九
三
年　

p
 7

7

（6） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
2
/
1
9

付　

p
5
3

（7） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
1
/
2
4

付　

p
 5

0

（8） 

寺
内
正
毅

（18
5
2
-
1
9
1
9

）
の
明
治
四
一
年
六
月
の
日
記
に
は
、
十
三
日
、
家
の
新
築
を
高
田
商
会
の
高

田
釜
吉
氏
と

「
独
逸
技
師
ド
ラ
ラ
ン
ド
」
に
相
談
し
、
翌
十
四
日
、
「
技
師
ド
ラ
ラ
ン
ド
氏
家
屋
設
計
図

ヲ
携
ヘ
」
て
き
た
と
あ
る
。
寺
内
は
朝
鮮
総
督
に
就
任
。
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は
寺
内
の
知
遇
を
得
て
、
平
壌

牡
丹
台
公
園

・
朝
鮮
ホ
テ
ル
・
朝
鮮
銀
行
本
店

・
朝
鮮
総
督
府
庁
舎
を
設
計
。
（
村
松
貞
次
郎
編

『
日

本
の
建
築

「
明
治
大
正
昭
和
」
10

』 

三
省
堂　

一
九
八
一
年
よ
り
）

（9） 

後
藤 

新
平
（18

5
7
-
1
9
2
9

）
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
医
師
・
官
僚
・
政
治
家
。
「
長
與
男
爵
邸
」
の
施
主
、

長
與
稱
吉
の
父

・
長
與
専
斉(1

8
3
8
-
1
9
0
2
)

は
明
治
医
政
界
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
、
衛
生
行
政
の
創

始
者
で
あ
り
、
政
府
の
衛
生
局
長
や
東
京
医
学
校
長
を
歴
任
し
た
。
彼
は
後
藤
新
平
を
見
出
し
て
中
央

政
界
入
り
さ
せ
、
後
藤
や
北
里
柴
三
郎

（18
5
3
-
1
9
3
1

）
の
ド
イ
ツ
留
学
を
御
膳
立
て
し
た
。
明
治
十

六
年

「
大
日
本
私
立
衛
生
会
」
発
足
時
に
は
、
長
與
が
副
会
頭
で
後
藤
が
幹
事
で
あ
っ
た
。

（10） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
7
/
1

付　

p
 5

5

（11） 

『
建
築
雑
誌
』
第
二
四
五
号

（19
0
7
/
5
/
2
5

） p 2
7
6
-
2
7
9

（12） 

『
書
簡
集
』1

9
0
7
/
1
2
/
1
2

付　

p
 4

5

（13） 

「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
邸
」
は

「江
戸
東
京
た
て
も
の
園
」
に
現
在
移
築

・
復
元
中
で
あ
る
。

（14） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
9
/
1
3

付　

p
 6

1

（15） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
1
2
/
8

付　

p
 6

8

（16） 

『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
の
一
〇
〇
年
』(

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
展
図
録) 

二
〇
〇
九
年

（17） 

『
書
簡
集
』1

9
0
9
/
3
/
3
0

付　

p
 7

7

（18） 

明
治
四
二
年
十
月
十
六
日
登
記

（19） 

『
日
本
』
土
木
建
築
号　

明
治
四
四
年
五
月
二
五
日
付

（
『
日
本
』
は
佐
藤
紅
緑
ら
も
在
籍
し
た
明
治
期

の
東
京
に
あ
っ
た
新
聞
社
）
（
図
６
）

（20） 

尾
張
徳
川
家
資
料

（
図
４
）
大
正
期
の
徳
川
義
親
邸
正
門

（
公
益
財
団
法
人 

徳
川
黎
明
会
提
供
）

（21） 

『
書
簡
集
』1

9
1
1
/
8
/
1
1

付　

p
 1

2
3

（22） 

『
大
東
医
事
新
報
』
第
十
一
号
、
明
治
四
四
年
七
月
十
日
発
行
。
大
正
に
な
り
（
現
在
は
明
治
村
に
移
築
・

保
存
さ
れ
て
い
る
）
北
里
研
究
所
を
新
築
す
る
際
に
、
北
里
が

「
金
杉
に
命
じ
担
当
技
師
に
頼
み
」
（
田

端
重
晟
日
記

（
大
正
三
年
十
二
月
十
八
日
付
）
）
と
あ
る
。
研
究
所
が
レ
ツ
ル
設
計
と
直
接
裏
付
け
る

資
料
は
な
い
が
、
極
め
て
彼
に
近
い
技
能
集
団
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

（23） 

『
建
築
雑
誌
』
第
二
九
二
号

（19
1
1
/
4
/
2
5

）p
 2

2
1
-
2
2
3

（24） 

シ
ス
タ
ー

・
ポ
ー
ル
熊
田
薫
子
記　

『
雙
葉
学
園
八
十
年
の
歩
み
』
雙
葉
学
園
、
一
九
八
九
年
、p

 5
1

（25） 

『
書
簡
集
』1

9
1
0
/
1
2
/
1

付　

p
 1

1
5

（26） 

『
書
簡
集
』1

9
1
2
/
1
0
/
2
8

付　

p
 1

3
0

（27） 

運
輸
省

『
日
本
ホ
テ
ル
略
史
』
（
初
版
一
九
四
六
年
、
復
刻
版　

日
本
ホ
テ
ル
協
会
、
一
九
八
〇
年
）p

 9
7

（28） 

外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ

『ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
』
他 

ホ
テ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
一
九
九
八
年
度
連
載

（29） 

『
建
築
雑
誌
』
第
一
〇
〇
二
号
（19

6
8
/
1
0
/
2
0

）
市
石
英
三
郎
著
、
『レ
タ
ー
「
原
爆
ド
ー
ム
と
ヤ
ン
・レ
ツ
ル
」
』

（30） 

『
建
築
画
報
』
第
二
巻
十
三
号
口
絵　

1
9
1
1
/
1
2

　

（
図
５
）

（31） 

宮
城
県
内
務
部

『
松
島
公
園
経
営
報
告
』
一
九
一
五
年
発
行　

p
 1

5
6

（32） 

宮
城
県
史
編
纂
委
員
会
編

『
宮
城
県
史　

復
刻
版　

13
』
一
九
八
〇
年　

p
 4

7
8

（33） 

『
書
簡
集
』1

9
1
3
/
1
/
2
2

付　

p
 1

3
3

（34） 

『
書
簡
集
』1

9
1
2
/
1
2
/
2
0

付　

p
 1

3
1

（35） 

『
書
簡
集
』1

9
1
3
/
8
/
1

付　

p
 1

4
0

（36） 

『Th
e Jap

an
 T

im
es

』 19
1
3
/
1
1
/
2
9

付 

記
事 

（37） 

『
書
簡
集
』1

9
1
4
/
5
/
2

付　

1
9
1
4
/
5
/
2
1

付　

p
 1

4
8

（38） 

『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
十
四
年
六
月
二
四
日
付

「
東
京
駅
の
階
上
に
あ
る
ト
ン
ネ
ル
長
屋
式
の
ス
テ
ィ
シ
ョ

ン
・
ホ
テ
ル
は
鉄
道
省
に
年
二
万
七
千
五
百
円
の
家
賃
を
納
め
て
株
式
会
社
精
養
軒
の
経
営
だ
。
（
略
）

内
部
の
設
備
は
ド
イ
ツ
人
レ
ツ
ケ
ル
に
頼
ん
だ
」
（
関
國
光
著

「
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
開
業
時
の
内
装

設
計
者
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
」
日
本
ホ
テ
ル
株
式
会
社
社
内
報
三
八
号 

一
九
九
五
年
五
月
発
行
よ
り
）

（39） 

『
報
知
新
聞
』
大
正
四

（
一
九
一
五
）
年
十
一
月
三
日
付　
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図
４　

セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
様
式
の
正
門
か
ら
見
た
徳
川
邸

（
明
治
四
三
年
の
竣
工
時
は

　
　
　
　

長
與
男
爵
邸
）

　
　
　
　

（
撮
影
時
期

・
大
正
時
代　

画
像
提
供

・
公
益
財
団
法
人 

徳
川
黎
明
会
）



少
な
く
と
も
広
島
で
は
、
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル(Jan Letzel, 1880-1925

）
の
名
前
は
、
原
爆
ド
ー

ム
の
前
身

・
広
島
県
物
産
陳
列
館
の
設
計
者
と
し
て
定
着
し
、
平
成
二
二
年
の
広
島
県
立
美

術
館
特
別
展
「
廣
島
か
ら
広
島
へ
」
で
は
レ
ツ
ル
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
ほ
ど
知
名
度
が
上
が
っ

て
き
た
。
著
者
は
公
文
書
館
紀
要
第
十
六
号

（
平
成
五
年
三
月
）
に
お
い
て
、
一
度
レ
ツ
ル
の

建
築
作
品
を
概
括
し
そ
の
業
績
を
紹
介
し
た
が
、
本
稿
は
そ
の
後
出
版
さ
れ
た
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル

書
簡
集

(1)
、

新
た
に
確
認
さ
れ
た
臼
井
資
料

(2)

等
に
基
づ
き
彼
の
日
本
で
の
建
築
活
動
を
書
き

改
め
た
も
の
で
あ
る
。

事
務
所
の
設
立
ま
で

レ
ツ
ル
は
チ
ェ
コ
近
代
建
築
の
父
と
い
わ
れ
る
ヤ
ン
・
コ
チ
ェ
ラ(Jan K

otĕra, 1871-1923

）
に

師
事
し
建
築
を
学
ん
だ
後
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
七
月
九
日
、
ド
イ
ツ
人
建
築
家
デ
・

ラ
ラ
ン
デ

（George de Lalande, 1872-1914

）
の
招
き
で
来
日
し
た
。

ま
ず
、
レ
ツ
ル
に
至
る
外
国
人
建
築
家
の
系
譜
を
た
ど
る
と
、
「
各
分
野
に
お
け
る
お
雇
い

外
国
人
の
活
躍
は
、
お
お
か
た
明
治
十
年
代
を
も
っ
て
終
了
し
て
い
る
。
建
築
界
に
お
い
て
も
、

コ
ン
ド
ル
（Josiah C

onder, 1852-1920

）
が
最
後
」(3)

の
は
ず
だ
っ
た
が
、
不
平
等
条
約
改
正

を
目
指
し
て
首
都
計
画

（
官
庁
集
中
計
画
）
が
発
案
さ
れ
、
つ
ま
り
、
東
京
を
西
欧
建
築
が

立
ち
並
ぶ
近
代
都
市
に
変
身
さ
せ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
か
ら
エ
ン
デ(H

erm
ann G

ustav Louis 
E

nde, 1829-1907)

、
ベ
ッ
ク
マ
ン(W

ilhelm
 B

ockm
ann, 1832-1902

)

、
ゼ
ー
ル
（Richard 

Seel, 1854-1922

）
た
ち
が
招
聘
さ
れ
た
。
結
局
、
条
約
改
正
は
失
敗
。
官
庁
集
中
計
画
は

破
棄
さ
れ
、
エ
ン
デ
＝
ベ
ッ
ク
マ
ン
設
計
の
仮

議
事
堂
、
司
法
省
、
裁
判
所
だ
け
が
実
現

し
、
ド
イ
ツ
風
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
威
容
を
伝
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
エ
ン
デ
た
ち
の
帰
国
後
も

ゼ
ー
ル
は
日
本
に
留
ま
り
、
明
治
二
九
年
に

横
浜

・
山
手
で
建
築
事
務
所
を
開
設
し
、

教
会
堂
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
手
が
け

た
。
こ
の
ゼ
ー
ル
の
事
務
所
に
、
デ
・
ラ
ラ

ン
デ

（
明
治
三
六
年
五
月
三
〇
日
に
来
日
）

が
入
所
し
、
ゼ
ー
ル
の
離
日
後

（
同
年
十
一

月
十
四
日
）
、
事
務
所
を
引
き
継
い
だ
。 (4)

 

こ
こ
に
レ
ツ
ル
が
入
所
し
た
の
だ
。
こ
の
頃
の

建
築
界
は
、
コ
ン
ド
ル
が
英
国
式
建
築
教
育

で
育
て
た
第
一
世
代
の
日
本
人
建
築
家
が

リ
ー
ド
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
系
は
主
流
で
は

な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
レ
ツ
ル
は
傍
流
の
ド

イ
ツ
系
建
築
家
グ
ル
ー
プ
の
最
終

組
と
し
て
来
日
し
、
古
典
様
式
の

細
部
に
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
を

加
味
し
た

「
新
し
い
建
築
」
を
紹

介
す
る
こ
と
に
な
る
。

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は

「
お
洒
落
で

陽
気
、
人
の
良
い
性
格
だ
っ
た
。

お
酒
も
大
好
き
。
金
を
貯
め
込
む

よ
り
、
お
お
い
に
使
っ
て
人
生
を

楽
し
む

（
略
）
風
だ
っ
た
」(5)

横
浜
・

名
古
屋

・
神
戸
に
事
務
所
を
構

え
、
彼
の
事
務
所
は

「
三
〇
件
も

の
新
築
の
話
が
あ
る
」(6)

と
い
う
隆

盛
ぶ
り
だ
っ
た
。
レ
ツ
ル
は
直
ぐ
に
事
務
所
の
代
理
責
任
者

(7)

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
デ
・
ラ
ラ

ン
デ
を
介
し
て
、
政
財
界
の
要
人
と
交
流
を
持
っ
た
。
時
の
第
二
次
桂
内
閣
の
陸
軍
大
臣

・

寺
内
正
毅
子
爵

(8)

（
図
１
）
、
逓
信
大
臣
・
後
藤
新
平
男
爵

(9)

（
図
２
）
、
三
井
財
閥
の
重
鎮
・

早
川
千
吉
郎
た
ち
の
邸
宅
を
計
画
し
た
。

(10)

大
臣
就
任
ま
で
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
を
務
め

た
後
藤
新
平
は
、
台
湾
総
督
府
庁
舎
を
新
築
す
る
に
あ
た
り
、
建
築
設
計
コ
ン
ペ
の
実
施
を

主
張
し
建
議
を
提
出
。
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
で
最
初
の
設
計
コ
ン
ペ
が
明
治
四
〇
年
に
開
催

さ
れ
た
。

(11)

レ
ツ
ル
も
こ
れ
に
参
加
。
母
に

「
入
賞
を
約
束
」(12)

ま
で
し
て
い
る
。

明
治
四
一
年
四
月
、

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は
住
居

兼
事
務
所
を
東
京

・

東
信
濃
町
に
移
転
。

療
養
で
不
在
が
ち
な
主

に
代
わ
り
レ
ツ
ル
や
臼

井
泰
治
ら
の
所
員
が
増

改
築
し
な
が
ら
デ
・
ラ

ラ
ン
デ
邸
で
暮
ら
し

た
。

(13)

お
金
に
無
頓
着

な
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
も
、

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
の
契
約
不
備
で
抱
え

た
負
債
に
は
悩
ん
だ
ら

し

い
。
同

年

九

月
、

一
時
帰
国
を
前
に
各
地

の
事
務
所
を
縮
小
し
、

デ
・
ラ
ラ
ン
デ

の
妻

Eddy

を
代
表
に
新
事

務
所
を
設
立
し
て
出
直

し
を
図
っ
た
。
新
事
務

所
は
、
利
益
の
六
割
を

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
、
三
割
を
レ
ツ
ル
、
残
り
一
割
を
チ
ェ
コ
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ホ
ラ

（Karel Jan H
ora, 

1881-1973)

で
分
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(14)

デ
・ラ
ラ
ン
デ
に
代
わ
っ
て
、
レ
ツ
ル
は
神
戸
・
京
都
・

名
古
屋

・
横
浜
の
現
場
を
往
復
し
、
同
年
冬
の
東
京
倶
楽
部
の
設
計
コ
ン
ペ
（
一
席
は
コ
ン
ド
ル
）

に
応
募
し
た
り
と
、
（15）

朝
か
ら
晩
ま
で
馬
車
馬
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
。
神
戸
の
風
見
鶏
の
館
と

し
て
知
ら
れ
る
ト
ー
マ
ス
邸

（
明
治
四
二
年
頃
竣
工
）
を
小
振
り
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
眼
を
引
く

京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
名
誉
主
事

・
フ
ェ
ル
プ
ス
（G. S. Phelps

）
の
自
宅
の
設
計
図
が
残
る
。
（
図
３
）

彼
は
ヴ
ォ
ー
リ
ス
（William

 M
errell V

ories, 1880-1964

）
に
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
の
現
場
責

任
者
の
職
を
紹
介
し
た
。

(16)

建
築
家
ヴ
ォ
ー
リ
ス
の
出
発
点
は
、
レ
ツ
ル
が
代
理
責
任
者
を
務
め

た
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
作
品
の
現
場
監
督
で
あ
っ
た
。

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
帰
国
中
の
明
治
四
二
年
三
月
時
点
で
の
注
文
は

「聖
心
女
子
学
院
十
三
万
千

円
」
「
雙
葉
高
等
女
学
校
十
六
万
円
」
「
大
日
本
私
立
衛
生
会
七
万
五
千
円
」
「
長
與
男
爵
邸

三
万
六
千
円
」
と
レ
ツ
ル
は
記
し
て
い
る
。
(17) 

負
債
を
放
置
し
母
国
か
ら
帰
っ
て
こ
な
い
デ
・
ラ
ラ

ン
デ
に
と
う
と
う
辛
抱
で
き
ず
、
明
治
四
二
年
夏
、
レ
ツ
ル
は
ホ
ラ
と
独
立
、
「レ
ツ
ル
・
ア
ン
ド
・

ホ
ラ
事
務
所
」(18)

を
構
え
た
。
彼
ら
の
事
務
所
は
伝
統
的
に
設
計
と
施
工
を
兼
ね
る
日
本
の
大

工
棟
梁
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
た
。
レ
ツ
ル
が
建
築
設
計
を
ホ
ラ
が
施
工
監
理
を
分
担
し
て
い
た
。

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
邸
宅
と
学
校

明
治
四
三
年
五
月
二
五
日
発
行
の
『
建
築
雑
誌
』
掲
載
の
時
報

「
近
年
新
築
の
邸
宅
」
に
は
、

「
近
年
東
京
市
内
に

（
略
）
邸
宅
を
建
築
し

（
略
）
内
自
分
が
関
係
し
叉
は
記
憶
し
居
る
の
は

目
白
台
の
田
中
子
、
麻
布
今
井
町
の
三
井
八
郎
次
郎
男
、
高
輪
の
淺
野
総
一
郎
氏
、
番
町
の

高
橋
是
清
男
、
本
郷
切
通
し
の
岩
崎
男
、
芝
の
松
方
侯
、
麻
布
広
尾
の
長
與
氏
、
上
二
番
町

の
早
川
千
吉
郎
氏
、
牛
込
の
近
藤
廉
平
氏
、
市
ケ
谷
の
小
池
恒
三
氏
寺
に
て

（
略
）
聞
け
り
」

と
あ
る
。

コ
ン
ド
ル
設
計
の
岩
崎
久
弥
茅
町
本
邸

（
明
治
二
九
年
竣
工
）
・
松
方
正
義
邸

（
明
治
三
八

年
竣
工
）
等
極
め
つ
き
の
豪
邸
十
軒
を
紹
介
し
て
い
る
中
に
、
レ
ツ
ル
関
連
の

「
早
川
」
「
長
與
」

の
二
軒
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
早
川
千
吉
郎
邸
の
洋
館
部
分
が
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
と

レ
ツ
ル
が
設
計
し
た

「
億
万
長
者
の
早
川
邸
」
に
あ
た
り
、
長
與
氏
の
家
が
長
與
男
爵
邸
で
あ
る
。

長
與
男
爵
邸
の
施
主
は
ド
イ
ツ
帰
り
の
医
学
博
士

・
長
與
稱
吉 (1866-1910)

。
「
能
く
博
士

の
趣
味
に
叶
い
、
外
観

は
瀟
洒
た
る
も
の
だ
が

内
部
に
は
荘
重
の
装
飾

が
施
し
て
あ
り
上
流
邸

宅
の
精
粋
を
発
揮
し

た
」
（19）

と
あ
り
、
こ
の

ド
イ
ツ
風
の
大
屋
根
を

持
つ
邸
宅
は
好
評
を

持
っ
て
迎
え
ら
れ
た
よ

う
だ
。
長
與
は
小
説
家
・

夏
目
漱
石
の
主
治
医
と

し
て
も
知
ら
れ
た
医
政

界
の
実
力
者
だ
っ
た
が

邸
宅
の
完
成
直
後
に
病

死
。
明
治
四
五
年
四

月
、
最
新
の
セ
セ
ッ
シ
ョ

ン
様
式
の
優
美
な
正
門

を
も
っ
た
豪
華
な
ヴ
ィ

ラ
は
尾
張
徳
川
家
に
売

却
さ
れ

「
徳
川
義
親
侯

爵
の
麻
布
富
士
見
町
御

邸
」と
な
っ
た
。（20）

（
図
４
）

後
藤
新
平
や
長
與
稱

吉
の
人
脈
で
レ
ツ
ル
は
大

日
本
私
立
衛
生
会
の
本

部

・
会
館
の
設
計
を
受
注
し
た
と
思
わ
れ
る
。
大
日
本
私
立
衛
生
会
は
明
治
十
六
年
公
衆
衛

生
を
向
上
さ
せ
る
た
め
半
官
半
民
の
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
、
長
與
稱
吉
も
そ
の
会
頭
を
務
め

た

（
明
治
三
四

・
三
五
年
）
。
明
治
四
四
年
六
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
盛
大
な
落
成
式
に
は
レ

ツ
ル
や
ホ
ラ
も
参
加
し
、
（21）

金
杉
英
五
郎

（
医
師
、1

8
6
5
-
1
9
4
2

）
に
よ
る
建
築
の
説
明
や
、

副
会
頭
の
北
里
柴
三
郎
の
閉
会
の
辞
が
あ
っ
た
。
（22）

大
日
本
私
立
衛
生
会
は
楕
円
ホ
ー
ル
を
中

心
に
し
た
バ
ロ
ッ
ク
調
の
平
面
計
画
だ
が
、
そ
の
外
観
は
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
を
加
味
し
た
比

較
的
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
昭
和
十
一
年
の
建
築
学
会
創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
て

行
わ
れ
た
展
覧
会
に
お
い
て
、
明
治
元
年
か
ら
大
正
十
五
年
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
二
五
〇
の
建

築
作
品
が
名
品
と
し
て
選
定

・
展
示
さ
れ
た
。
レ
ツ
ル
渾
身
の
本
作
品
は
そ
の
一
つ
に
選
ば
れ
て

い
る
。

明
治
四
四
年
四
月
、
東
京

・
上
野
で
開
催
さ
れ
た
勧
業
博
覧
会

・
美
術
部
に
、
建
築
学

会
創
立
二
五
周
年
を
記
念
し
て
辰
野

・
葛
西
事
務
所
の

「
中
央
停
車
場

（
東
京
駅
）
図
案
」

等
の
建
築
図
案
八
〇
点
が
展
示
さ
れ
た
。
（23）

こ
の
展
示
会
に
レ
ツ
ル
は

「
聖
心
女
子
学
院
本
館

図
案
」
「
聖
心
女
子
学
院
正
門
図
案
」
「
私
立
衛
生
会
建
築
」
「
長
與
男
爵
建
築
図
案
」
「
外

人
墓
地
図
案
」
「
客
室
図
案
」
の
五
点
を
出
品
し
、
特
に
聖
心
は

「
繊
功
細
緻
の
美
あ
り

（
略
）

目
に
付
く
」と
高
評
を
得
た
。(19) 

聖
心
女
子
学
院
の
外
観
デ
ザ
イ
ン
は
、
明
治
三
八
年
竣
工
の
デ
・

ラ
ラ
ン
デ
が
設
計
し
た
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
煉
瓦
造
校
舎
、
東
北
学
院
普
通
科

（
中

等
部
）
を
木
造
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
か
の
よ
う
な
古
典
的
な
様
式
の
強
い
も
の
で
あ
る
が
、
レ
ツ
ル
は

白
金
台
の
敷
地
の
特
性
を
生
か
し
、
丘
の
上
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
よ
う
校

舎
を
配
置
し
て
い
る
。
徳
川
侯
爵
邸
（
元
長
與
男
爵
邸
）
か
ら
南
の
白
金
台
を
望
む
と
ク
ラ
ッ
シ
ッ

ク
な
塔
が
印
象
的
な
聖
心
の
校
舎
が
遠
望
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
面
だ
け
で
な
く

「
日
本
は
地
震
の
多
い
土
地
柄
、
新
校
舎
は
各
棟
と
も
に
土
台
が
密
接
に
つ
な
が
れ
て
い
て
、
屋

根
が
軽
く
、
強
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
」(24)

し
、
構
造
面
で
も
工
夫
を
加
え
て
い
た
。

聖
心
女
子
学
院
を
手
始
め
に
雙
葉
高
等
女
学
校

（
一―

三
期
）
、
暁
星
中
学
校
と
手
が
け
、

彼
ら
の
作
品
で
東
京
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
学
舎
を
席
巻
す
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
高
等
教
育
機
関
を

設
け
る
た
め
、
明
治
四
一
年
十
月
に
再
来
日
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
そ
の
学
校

（
現
、
上
智
大
学
）

の
設
計
の
依
頼
が
あ
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
（25）

そ
の
後
、
学
校
の
計
画
案
を
提
出
し
て
か
ら

一
年
以
上
も
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
音
信
不
通
と
な
っ
た
り
、
競
争
相
手
と
な
っ
た
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
が

ド
イ
ツ
大
使
館
ぐ
る
み
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
聖
職
者
た
ち
を
接
待
し
て
仕
事
の
横
取
り
を
図
っ
た
り

と
、（26）

紆
余
曲
折
が
あ
り
な
が
ら
も
、
上
智
大
学
校
舎

（
第
一
期
）
は
大
正
三
年
秋
落
成
し
た
。

建
物
以
外
に
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
関
口
教
会
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ル
ド
の
泉
の
洞
窟
を
再
現
し
た
ル
ル
ド

の
洞
窟

（
明
治
四
四
年
竣
工
）
を
建
設
。
な
お
、
こ
の
洞
窟
は
今
も
往
時
の
ま
ま
東
京
カ
テ

ド
ラ
ル
関
口
教
会
内
に
あ
る
。

和
風
ホ
テ
ル
と
陳
列
館

レ
ツ
ル
の
父
は
ホ
テ
ル
の
経
営
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
の
デ
ビ
ュ
ー
作
は
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
の
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
喫
茶
室
。
来
日
し
て
最
初
の
仕
事
も
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
。

彼
は
ホ
テ
ル
と
縁
が
深
い
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
『
日
本
ホ
テ
ル
略
史
』
に
は
、
「
（
明
治
四

二
年
）
十
一
月
築
地
精
養
軒
濁
逸
人
レ
ツ
フ
ル
設
計
の
新
館

（
客
室
数
三
二
）
落
成
す
。
」
（27）

と
あ
る
が
、
こ
の
築
地
精
養
軒
は

「
外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ
」
の
川
崎
晴
朗
が

精
密
な
論
考
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
レ
ツ
ル
の
設
計
で
は
な
い
だ
ろ
う
。（28）

レ
ツ
ル
の
事
務
所
員
だ
っ

た
市
石
栄
三
郎
が
築
地
精
養
軒
を
彼
の
仕
事
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、
彼
が
そ
の
改
装
や
増

築
工
事
を
指
揮
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(29)

彼
の
書
簡
か
ら
は
、
精
養
軒
の
経
営
者

・

北
村
重
昌(1874-1945)

と
の
協
力
関
係
が
始
ま
っ
た
時
期
を
確
認
で
き
な
い
が
、
遅
く
と
も

明
治
四
四
年
頃
、
宮
城
県
営
松
島
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
設
計
を
受
注
す
る
前
だ
と
思
う
。
同
年

春
、
客
室
図
案
を
発
表
し
、
同
年
十
二
月
発
行
の

『
建
築
画
報
』
の
口
絵
に
は
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン

様
式
で
ま
と
め
た
ホ
テ
ル
の
イ
ン
テ
リ
ア
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（30）

（
図
５
）

前
後
す
る
が
、
明
治
四
三
年
三
月
号
の
『
建
築
世
界
』
に
「
松
島
公
園
経
営
」
の
記
事
が
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
前
年
の
明
治
四
二
年
に
宮
城
県
が

（
明
治
に
な
り
寺
領
が
没
収
さ
れ
廃
仏
の

風
潮
が
盛
ん
に
な
り
）
「
山
林
ノ
盗
伐
水
族
ノ
濫
獲
到
處
ニ
行
ハ
レ
其
風
致
ヲ
損
傷
セ
シ
コ
ト
尠

少
ナ
ラ
ス
、
随
テ
遊
賞
ノ
客
ヲ
失
望
セ
シ
ム
」
と
内
務
省
に
上
申
し
松
島
湾
全
体
が
県
立
公
園

用
地
と
し
て
許
可
さ
れ
、
翌
四
三
年
、
松
島
公
園
経
営
協
議
委
員
会
を
組
織
し
策
定
し
た
公

園
整
備
の
具
体
策
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
環
で
、
公
園
内
に
ホ
テ
ル
を
建
設
し
、

日
光
よ
り
北
に
遊
覧
し
な
い
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宮
城
県
に
ホ
テ
ル

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
た
め
、
箱
根
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
・
日
光
の
金
谷
ホ
テ
ル
・
東
京
精
養
軒

と
い
う
外
国
人
向
け
ホ
テ
ル
経
営
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
「
設
計
は
墺
国
人

『レ
ツ
ル
』

氏
に
委
嘱
し
其
の
構
造
に
付
て
は
東
京
精
養
軒
主
と
合
議
」（31）

し
、
運
営
も
精
養
軒
に
委
託
し

た
。
こ
の
ホ
テ
ル
の
創
業
時
の
写
真
が

『
松
島
公
園
経
営
報
告
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
平

面
プ
ラ
ン
は
左
右
対
称
で
楕
円
ド
ー
ム
を
持
つ
バ
ロ
ッ
ク
調
で
あ
る
が
、
「
外
観
全
く
は
日
本
風

で
、
松
島
の
風
光
と
調
和
す
る
よ
う
に
考
慮
が
払
わ
れ
た
。
」（32）

外
観
は
外
国
人
受
け
す
る
ジ
ャ

パ
ネ
ス
ク

（
和
風
仕
様
）
満
載
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
は
和
洋
折
衷
。
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
様
式
で
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
開
口
部
の
壁
と
木
の
組
み
合
わ
せ
が
築
地
精
養
軒
や　

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
と

同
工
の
よ
う
に
見
え
る
。

松
島
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
設
計
後
、
明
治
最
後
の
年

（
大
正
元
年
）
は

「
約
十
か
月
間
で
一

軒
し
か
仕
事
が
な
い
」（33）

試
練
の
時
を
迎
え
た
。
「ご
存
じ
の
と
お
り
日
本
人
建
築
家
は
欧
米
の

作
品
の
真
似
ば
か
り
し
て
い
る
。
日
本
と
は
気
候
が
違
う
の
で
、
欧
米
で
は
良
い
も
の
も
日
本

に
は
不
適
だ
と
は
誰
も
考
え
な
い
。
建
物
が
完
成
し
使
い
始
め
て
か
ら
日
本
人
建
築
家
は
不
調

に
気
づ
く
。
私
が
建
て
た
長
與
邸

・
大
日
本
私
立
衛
生
会

・
最
近
の
県
知
事
に
依
頼
さ
れ
た

松
島
の
ホ
テ
ル
は
そ
う
で
は
な

い
。
」（34）
と
強
が
り
を
い
っ
て
い
る
。

同
年
五
月
末
、
賃
料
の
高
い
銀

座
の
表

（
電
車
）
通
り
に
面
し

た
事
務
所
か
ら
、
丸
の
内
の
「
三

菱
三
号
館
」
の

「
高
田
商
会
」

内
に
移
転
し
た
。
経
費
削
減
の

努
力
も
む
な
し
く
、
や
む
な
く

ホ

ラ

は

ド

イ

ツ

の

会

社

（Mannesm
ann

）
の
中
国
代
表

と
な
り
、
辛
亥
革
命
の
騒
乱
が

続
く
上
海
に
赴
く
こ
と
と
な
っ

た
。
大
正
二
年
七
月
一
日

「レ

ツ
ル
・
ア
ン
ド
・
ホ
ラ
事
務
所
」

解
散
。
そ
の
七
月
末
、
二
月

に
宮
城
県
か
ら
広
島
県
に
転
任

し
た
寺
田
祐
之

（1850-1917

）

知
事
か
ら
仕
事
が
舞
い
込
ん
で

き
た
。
「
知
事
は
私
の
仕
事
を

好
ん
で
く
れ
、
広
島
に
招
い
て

く
れ
た
。
広
島
に
商
業

・
工
業

用
の
博
物
館
と
宮
島
に
ホ
テ
ル

を
建
て
る
。
」
（35）

ホ
ラ
の
不
在
は

大
き
か
っ
た
が
、
上
智
大
学
の
建
設
も
始
ま
り
、
レ
ツ
ル
は
自
信
を
取
り
戻
し
、
広
島
県
物
産

陳
列
館
、
宮
島
ホ
テ
ル
の
設
計
に
邁
進
す
る
。
威
風
堂
々
た
る
本
格
欧
風
で
広
島
を
、
ジ
ャ

パ
ネ
ス
ク
で
宮
島
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
鉄
鋼
王
ボ
ー
ラ
ー
の
た
め
に
和
風
趣
味

の
別
荘
を
建
築
す
る
こ
と
も
決
ま
り
、
精
密
な
模
型
が
完
成
し
た
。
（36）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館

の
建
築
担
当
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
大
学
教
授
の
声
も
か
か
り
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
、
大
正
三

年
八
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
日
本
が
参
戦
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
籍
の
レ
ツ
ル
は
否
応
な
く

敵
国
人
に
な
っ
て
し
ま
う
。
（37）

翌
大
正
四
年
、
事
務
所
を
閉
鎖
。
（29）

戦
争
の
た
め
大
正
四

・
五
年
の
レ
ツ
ル
の
書
簡
は
存
在
し
な
い
。
建
築
家
レ
ツ
ル
の
最
後
を
飾

る
の
が
、
精
養
軒

・
北
村
重
昌
か
ら
依
頼
さ
れ
た
上
野
精
養
軒
ホ
テ
ル
の
新
築
と
東
京
駅
舎

内
の
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

（
大
正
四
年
十
一
月
二
日
開
業
）
の
内
装
で
あ
る
。
（38） 

上
野

は
松
島

・
宮
島
と
同
じ
く
和
風
の
外
観
。
東
京
駅
の
ホ
テ
ル
に
は
長
與
男
爵
邸
の
も
の
と
同
種

の
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
の
照
明
が
あ
り
、
イ
ン
テ
リ
ア
全
体
が
こ
の
様
式
で
ま
と
め
ら
れ
て
い

た
。
（39）

今
秋
、
東
京
駅
駅
舎
の
復
元
工
事
が
終
わ
り
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
も
再
開
す

る
と
の
こ
と
。
ホ
テ
ル
も
創
業
時
の
雄
姿
を
復
元
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
レ
ツ
ル
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
独
立
し
た
チ
ェ
コ
の
臨
時
商
務
官
に
な
り
、
二

度
と
建
築
家
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
関
東
大
震
災
や
戦
災
に
よ
っ
て
大
半
の
作

品
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
た
が
、
明
治

・
大
正
期
の
建
築
デ
ザ

イ
ン
の
系
譜
に
、
本
場
の
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
た
建
築
家
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
　

　
　
　
　

註

（1） 

『ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
書
簡
集
』　

チ
ェ
コ
・
ナ
ホ
ト　

ゲ
ー
ト
出
版
、
二
〇
〇
〇
年

（
以
下

『
書
簡
集
』
）

（2） 

外
国
人
人
名
録

（
ジ
ャ
パ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
）
の
一
九
〇
七
年
版
以
降
、
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
事
務
所
の
所

員
に

"T.U
sui"

が
と
い
う
名
前
が
掲
載
さ
れ
る
。
臼
井
泰
治
の
こ
と
で
彼
は

「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
の
家
に

住
み
込
ん
で
書
生
を
し
な
が
ら
学
校
に
行
き
、
建
築
製
図
を
修
得
し
た
。
」(

子
息

・
臼
井
斎
談)

関
東

大
震
災

・
第
二
次
世
界
大
戦
等
動
乱
の
時
代
の
中
、
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
、
レ
ツ
ル
に
関
連
す
る
図
面
等
の

資
料
を
大
切
に
保
存
さ
れ
た
。

（3） 

大
川
三
雄
他
著

『
図
説
近
代
建
築
の
系
譜
』
彰
国
社　

一
九
八
七
年　

p
 2

6

（4） 

堀
勇
良
著

『
外
国
人
建
築
家
の
系
譜
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
、
外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ

著

『ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
』
ホ
テ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー　

一
九
九
八
年
度
連
載
よ
り

（5） 

東
郷
茂
彦
著

『
祖
父
東
郷
茂
徳
の
生
涯
』
文
藝
春
秋　

一
九
九
三
年　

p
 7

7

（6） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
2
/
1
9

付　

p
5
3

（7） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
1
/
2
4

付　

p
 5

0

（8） 

寺
内
正
毅

（18
5
2
-
1
9
1
9

）
の
明
治
四
一
年
六
月
の
日
記
に
は
、
十
三
日
、
家
の
新
築
を
高
田
商
会
の
高

田
釜
吉
氏
と

「
独
逸
技
師
ド
ラ
ラ
ン
ド
」
に
相
談
し
、
翌
十
四
日
、
「
技
師
ド
ラ
ラ
ン
ド
氏
家
屋
設
計
図

ヲ
携
ヘ
」
て
き
た
と
あ
る
。
寺
内
は
朝
鮮
総
督
に
就
任
。
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は
寺
内
の
知
遇
を
得
て
、
平
壌

牡
丹
台
公
園

・
朝
鮮
ホ
テ
ル
・
朝
鮮
銀
行
本
店

・
朝
鮮
総
督
府
庁
舎
を
設
計
。
（
村
松
貞
次
郎
編

『
日

本
の
建
築

「
明
治
大
正
昭
和
」
10

』 

三
省
堂　

一
九
八
一
年
よ
り
）

（9） 

後
藤 

新
平
（18

5
7
-
1
9
2
9

）
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
医
師
・
官
僚
・
政
治
家
。
「
長
與
男
爵
邸
」
の
施
主
、

長
與
稱
吉
の
父

・
長
與
専
斉(1

8
3
8
-
1
9
0
2
)

は
明
治
医
政
界
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
、
衛
生
行
政
の
創

始
者
で
あ
り
、
政
府
の
衛
生
局
長
や
東
京
医
学
校
長
を
歴
任
し
た
。
彼
は
後
藤
新
平
を
見
出
し
て
中
央

政
界
入
り
さ
せ
、
後
藤
や
北
里
柴
三
郎

（18
5
3
-
1
9
3
1

）
の
ド
イ
ツ
留
学
を
御
膳
立
て
し
た
。
明
治
十

六
年

「
大
日
本
私
立
衛
生
会
」
発
足
時
に
は
、
長
與
が
副
会
頭
で
後
藤
が
幹
事
で
あ
っ
た
。

（10） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
7
/
1

付　

p
 5

5

（11） 

『
建
築
雑
誌
』
第
二
四
五
号

（19
0
7
/
5
/
2
5

） p 2
7
6
-
2
7
9

（12） 

『
書
簡
集
』1

9
0
7
/
1
2
/
1
2

付　

p
 4

5

（13） 

「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
邸
」
は

「江
戸
東
京
た
て
も
の
園
」
に
現
在
移
築

・
復
元
中
で
あ
る
。

（14） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
9
/
1
3

付　

p
 6

1

（15） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
1
2
/
8

付　

p
 6

8

（16） 

『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
の
一
〇
〇
年
』(

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
展
図
録) 

二
〇
〇
九
年

（17） 

『
書
簡
集
』1

9
0
9
/
3
/
3
0

付　

p
 7

7

（18） 

明
治
四
二
年
十
月
十
六
日
登
記

（19） 

『
日
本
』
土
木
建
築
号　

明
治
四
四
年
五
月
二
五
日
付

（
『
日
本
』
は
佐
藤
紅
緑
ら
も
在
籍
し
た
明
治
期

の
東
京
に
あ
っ
た
新
聞
社
）
（
図
６
）

（20） 

尾
張
徳
川
家
資
料

（
図
４
）
大
正
期
の
徳
川
義
親
邸
正
門

（
公
益
財
団
法
人 

徳
川
黎
明
会
提
供
）

（21） 

『
書
簡
集
』1

9
1
1
/
8
/
1
1

付　

p
 1

2
3

（22） 

『
大
東
医
事
新
報
』
第
十
一
号
、
明
治
四
四
年
七
月
十
日
発
行
。
大
正
に
な
り
（
現
在
は
明
治
村
に
移
築
・

保
存
さ
れ
て
い
る
）
北
里
研
究
所
を
新
築
す
る
際
に
、
北
里
が

「
金
杉
に
命
じ
担
当
技
師
に
頼
み
」
（
田

端
重
晟
日
記

（
大
正
三
年
十
二
月
十
八
日
付
）
）
と
あ
る
。
研
究
所
が
レ
ツ
ル
設
計
と
直
接
裏
付
け
る

資
料
は
な
い
が
、
極
め
て
彼
に
近
い
技
能
集
団
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

（23） 

『
建
築
雑
誌
』
第
二
九
二
号

（19
1
1
/
4
/
2
5

）p
 2

2
1
-
2
2
3

（24） 

シ
ス
タ
ー

・
ポ
ー
ル
熊
田
薫
子
記　

『
雙
葉
学
園
八
十
年
の
歩
み
』
雙
葉
学
園
、
一
九
八
九
年
、p

 5
1

（25） 

『
書
簡
集
』1

9
1
0
/
1
2
/
1

付　

p
 1

1
5

（26） 

『
書
簡
集
』1

9
1
2
/
1
0
/
2
8

付　

p
 1

3
0

（27） 

運
輸
省

『
日
本
ホ
テ
ル
略
史
』
（
初
版
一
九
四
六
年
、
復
刻
版　

日
本
ホ
テ
ル
協
会
、
一
九
八
〇
年
）p

 9
7

（28） 

外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ

『ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
』
他 

ホ
テ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
一
九
九
八
年
度
連
載

（29） 

『
建
築
雑
誌
』
第
一
〇
〇
二
号
（19

6
8
/
1
0
/
2
0

）
市
石
英
三
郎
著
、
『レ
タ
ー
「
原
爆
ド
ー
ム
と
ヤ
ン
・レ
ツ
ル
」
』

（30） 

『
建
築
画
報
』
第
二
巻
十
三
号
口
絵　

1
9
1
1
/
1
2

　

（
図
５
）

（31） 

宮
城
県
内
務
部

『
松
島
公
園
経
営
報
告
』
一
九
一
五
年
発
行　

p
 1

5
6

（32） 

宮
城
県
史
編
纂
委
員
会
編

『
宮
城
県
史　

復
刻
版　

13
』
一
九
八
〇
年　

p
 4

7
8

（33） 

『
書
簡
集
』1

9
1
3
/
1
/
2
2

付　

p
 1

3
3

（34） 

『
書
簡
集
』1

9
1
2
/
1
2
/
2
0

付　

p
 1

3
1

（35） 

『
書
簡
集
』1

9
1
3
/
8
/
1

付　

p
 1

4
0

（36） 

『Th
e Jap

an
 T

im
es

』 19
1
3
/
1
1
/
2
9

付 

記
事 

（37） 

『
書
簡
集
』1

9
1
4
/
5
/
2

付　

1
9
1
4
/
5
/
2
1

付　

p
 1

4
8

（38） 

『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
十
四
年
六
月
二
四
日
付

「
東
京
駅
の
階
上
に
あ
る
ト
ン
ネ
ル
長
屋
式
の
ス
テ
ィ
シ
ョ

ン
・
ホ
テ
ル
は
鉄
道
省
に
年
二
万
七
千
五
百
円
の
家
賃
を
納
め
て
株
式
会
社
精
養
軒
の
経
営
だ
。
（
略
）

内
部
の
設
備
は
ド
イ
ツ
人
レ
ツ
ケ
ル
に
頼
ん
だ
」
（
関
國
光
著

「
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
開
業
時
の
内
装

設
計
者
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
」
日
本
ホ
テ
ル
株
式
会
社
社
内
報
三
八
号 

一
九
九
五
年
五
月
発
行
よ
り
）

（39） 

『
報
知
新
聞
』
大
正
四

（
一
九
一
五
）
年
十
一
月
三
日
付　
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図
５　

セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
様
式
の
内
装

・
家
具
で
整
え
ら
れ
た
築
地
精
養
軒

・

          

ロ
ビ
ー

（
『
建
築
画
報
』
明
治
四
四
年
一
二
月
号
口
絵
、

          

所
蔵

・
広
島
平
和
記
念
資
料
館
、
寄
贈

・
臼
井
斎
）



少
な
く
と
も
広
島
で
は
、
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル(Jan Letzel, 1880-1925

）
の
名
前
は
、
原
爆
ド
ー

ム
の
前
身

・
広
島
県
物
産
陳
列
館
の
設
計
者
と
し
て
定
着
し
、
平
成
二
二
年
の
広
島
県
立
美

術
館
特
別
展
「
廣
島
か
ら
広
島
へ
」
で
は
レ
ツ
ル
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
ほ
ど
知
名
度
が
上
が
っ

て
き
た
。
著
者
は
公
文
書
館
紀
要
第
十
六
号

（
平
成
五
年
三
月
）
に
お
い
て
、
一
度
レ
ツ
ル
の

建
築
作
品
を
概
括
し
そ
の
業
績
を
紹
介
し
た
が
、
本
稿
は
そ
の
後
出
版
さ
れ
た
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル

書
簡
集

(1)
、

新
た
に
確
認
さ
れ
た
臼
井
資
料

(2)

等
に
基
づ
き
彼
の
日
本
で
の
建
築
活
動
を
書
き

改
め
た
も
の
で
あ
る
。

事
務
所
の
設
立
ま
で

レ
ツ
ル
は
チ
ェ
コ
近
代
建
築
の
父
と
い
わ
れ
る
ヤ
ン
・
コ
チ
ェ
ラ(Jan K

otĕra, 1871-1923

）
に

師
事
し
建
築
を
学
ん
だ
後
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
七
月
九
日
、
ド
イ
ツ
人
建
築
家
デ
・

ラ
ラ
ン
デ

（George de Lalande, 1872-1914

）
の
招
き
で
来
日
し
た
。

ま
ず
、
レ
ツ
ル
に
至
る
外
国
人
建
築
家
の
系
譜
を
た
ど
る
と
、
「
各
分
野
に
お
け
る
お
雇
い

外
国
人
の
活
躍
は
、
お
お
か
た
明
治
十
年
代
を
も
っ
て
終
了
し
て
い
る
。
建
築
界
に
お
い
て
も
、

コ
ン
ド
ル
（Josiah C

onder, 1852-1920

）
が
最
後
」(3)

の
は
ず
だ
っ
た
が
、
不
平
等
条
約
改
正

を
目
指
し
て
首
都
計
画

（
官
庁
集
中
計
画
）
が
発
案
さ
れ
、
つ
ま
り
、
東
京
を
西
欧
建
築
が

立
ち
並
ぶ
近
代
都
市
に
変
身
さ
せ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
か
ら
エ
ン
デ(H

erm
ann G

ustav Louis 
E

nde, 1829-1907)

、
ベ
ッ
ク
マ
ン(W

ilhelm
 B

ockm
ann, 1832-1902

)

、
ゼ
ー
ル
（Richard 

Seel, 1854-1922

）
た
ち
が
招
聘
さ
れ
た
。
結
局
、
条
約
改
正
は
失
敗
。
官
庁
集
中
計
画
は

破
棄
さ
れ
、
エ
ン
デ
＝
ベ
ッ
ク
マ
ン
設
計
の
仮

議
事
堂
、
司
法
省
、
裁
判
所
だ
け
が
実
現

し
、
ド
イ
ツ
風
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
威
容
を
伝
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
エ
ン
デ
た
ち
の
帰
国
後
も

ゼ
ー
ル
は
日
本
に
留
ま
り
、
明
治
二
九
年
に

横
浜

・
山
手
で
建
築
事
務
所
を
開
設
し
、

教
会
堂
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
手
が
け

た
。
こ
の
ゼ
ー
ル
の
事
務
所
に
、
デ
・
ラ
ラ

ン
デ

（
明
治
三
六
年
五
月
三
〇
日
に
来
日
）

が
入
所
し
、
ゼ
ー
ル
の
離
日
後

（
同
年
十
一

月
十
四
日
）
、
事
務
所
を
引
き
継
い
だ
。 (4)

 

こ
こ
に
レ
ツ
ル
が
入
所
し
た
の
だ
。
こ
の
頃
の

建
築
界
は
、
コ
ン
ド
ル
が
英
国
式
建
築
教
育

で
育
て
た
第
一
世
代
の
日
本
人
建
築
家
が

リ
ー
ド
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
系
は
主
流
で
は

な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
レ
ツ
ル
は
傍
流
の
ド

イ
ツ
系
建
築
家
グ
ル
ー
プ
の
最
終

組
と
し
て
来
日
し
、
古
典
様
式
の

細
部
に
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
を

加
味
し
た

「
新
し
い
建
築
」
を
紹

介
す
る
こ
と
に
な
る
。

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は

「
お
洒
落
で

陽
気
、
人
の
良
い
性
格
だ
っ
た
。

お
酒
も
大
好
き
。
金
を
貯
め
込
む

よ
り
、
お
お
い
に
使
っ
て
人
生
を

楽
し
む

（
略
）
風
だ
っ
た
」(5)

横
浜
・

名
古
屋

・
神
戸
に
事
務
所
を
構

え
、
彼
の
事
務
所
は

「
三
〇
件
も

の
新
築
の
話
が
あ
る
」(6)

と
い
う
隆

盛
ぶ
り
だ
っ
た
。
レ
ツ
ル
は
直
ぐ
に
事
務
所
の
代
理
責
任
者

(7)

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
デ
・
ラ
ラ

ン
デ
を
介
し
て
、
政
財
界
の
要
人
と
交
流
を
持
っ
た
。
時
の
第
二
次
桂
内
閣
の
陸
軍
大
臣

・

寺
内
正
毅
子
爵

(8)

（
図
１
）
、
逓
信
大
臣
・
後
藤
新
平
男
爵

(9)

（
図
２
）
、
三
井
財
閥
の
重
鎮
・

早
川
千
吉
郎
た
ち
の
邸
宅
を
計
画
し
た
。

(10)

大
臣
就
任
ま
で
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
を
務
め

た
後
藤
新
平
は
、
台
湾
総
督
府
庁
舎
を
新
築
す
る
に
あ
た
り
、
建
築
設
計
コ
ン
ペ
の
実
施
を

主
張
し
建
議
を
提
出
。
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
で
最
初
の
設
計
コ
ン
ペ
が
明
治
四
〇
年
に
開
催

さ
れ
た
。

(11)

レ
ツ
ル
も
こ
れ
に
参
加
。
母
に

「
入
賞
を
約
束
」(12)

ま
で
し
て
い
る
。

明
治
四
一
年
四
月
、

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は
住
居

兼
事
務
所
を
東
京

・

東
信
濃
町
に
移
転
。

療
養
で
不
在
が
ち
な
主

に
代
わ
り
レ
ツ
ル
や
臼

井
泰
治
ら
の
所
員
が
増

改
築
し
な
が
ら
デ
・
ラ

ラ
ン
デ
邸
で
暮
ら
し

た
。

(13)

お
金
に
無
頓
着

な
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
も
、

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
の
契
約
不
備
で
抱
え

た
負
債
に
は
悩
ん
だ
ら

し

い
。
同

年

九

月
、

一
時
帰
国
を
前
に
各
地

の
事
務
所
を
縮
小
し
、

デ
・
ラ
ラ
ン
デ

の
妻

Eddy

を
代
表
に
新
事

務
所
を
設
立
し
て
出
直

し
を
図
っ
た
。
新
事
務

所
は
、
利
益
の
六
割
を

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
、
三
割
を
レ
ツ
ル
、
残
り
一
割
を
チ
ェ
コ
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ホ
ラ

（Karel Jan H
ora, 

1881-1973)

で
分
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(14)

デ
・ラ
ラ
ン
デ
に
代
わ
っ
て
、
レ
ツ
ル
は
神
戸
・
京
都
・

名
古
屋

・
横
浜
の
現
場
を
往
復
し
、
同
年
冬
の
東
京
倶
楽
部
の
設
計
コ
ン
ペ
（
一
席
は
コ
ン
ド
ル
）

に
応
募
し
た
り
と
、
（15）

朝
か
ら
晩
ま
で
馬
車
馬
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
。
神
戸
の
風
見
鶏
の
館
と

し
て
知
ら
れ
る
ト
ー
マ
ス
邸

（
明
治
四
二
年
頃
竣
工
）
を
小
振
り
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
眼
を
引
く

京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
名
誉
主
事

・
フ
ェ
ル
プ
ス
（G. S. Phelps

）
の
自
宅
の
設
計
図
が
残
る
。
（
図
３
）

彼
は
ヴ
ォ
ー
リ
ス
（William

 M
errell V

ories, 1880-1964

）
に
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
の
現
場
責

任
者
の
職
を
紹
介
し
た
。

(16)

建
築
家
ヴ
ォ
ー
リ
ス
の
出
発
点
は
、
レ
ツ
ル
が
代
理
責
任
者
を
務
め

た
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
作
品
の
現
場
監
督
で
あ
っ
た
。

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
帰
国
中
の
明
治
四
二
年
三
月
時
点
で
の
注
文
は

「聖
心
女
子
学
院
十
三
万
千

円
」
「
雙
葉
高
等
女
学
校
十
六
万
円
」
「
大
日
本
私
立
衛
生
会
七
万
五
千
円
」
「
長
與
男
爵
邸

三
万
六
千
円
」
と
レ
ツ
ル
は
記
し
て
い
る
。
(17) 

負
債
を
放
置
し
母
国
か
ら
帰
っ
て
こ
な
い
デ
・
ラ
ラ

ン
デ
に
と
う
と
う
辛
抱
で
き
ず
、
明
治
四
二
年
夏
、
レ
ツ
ル
は
ホ
ラ
と
独
立
、
「レ
ツ
ル
・
ア
ン
ド
・

ホ
ラ
事
務
所
」(18)

を
構
え
た
。
彼
ら
の
事
務
所
は
伝
統
的
に
設
計
と
施
工
を
兼
ね
る
日
本
の
大

工
棟
梁
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
た
。
レ
ツ
ル
が
建
築
設
計
を
ホ
ラ
が
施
工
監
理
を
分
担
し
て
い
た
。

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
邸
宅
と
学
校

明
治
四
三
年
五
月
二
五
日
発
行
の
『
建
築
雑
誌
』
掲
載
の
時
報

「
近
年
新
築
の
邸
宅
」
に
は
、

「
近
年
東
京
市
内
に

（
略
）
邸
宅
を
建
築
し

（
略
）
内
自
分
が
関
係
し
叉
は
記
憶
し
居
る
の
は

目
白
台
の
田
中
子
、
麻
布
今
井
町
の
三
井
八
郎
次
郎
男
、
高
輪
の
淺
野
総
一
郎
氏
、
番
町
の

高
橋
是
清
男
、
本
郷
切
通
し
の
岩
崎
男
、
芝
の
松
方
侯
、
麻
布
広
尾
の
長
與
氏
、
上
二
番
町

の
早
川
千
吉
郎
氏
、
牛
込
の
近
藤
廉
平
氏
、
市
ケ
谷
の
小
池
恒
三
氏
寺
に
て

（
略
）
聞
け
り
」

と
あ
る
。

コ
ン
ド
ル
設
計
の
岩
崎
久
弥
茅
町
本
邸

（
明
治
二
九
年
竣
工
）
・
松
方
正
義
邸

（
明
治
三
八

年
竣
工
）
等
極
め
つ
き
の
豪
邸
十
軒
を
紹
介
し
て
い
る
中
に
、
レ
ツ
ル
関
連
の

「
早
川
」
「
長
與
」

の
二
軒
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
早
川
千
吉
郎
邸
の
洋
館
部
分
が
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
と

レ
ツ
ル
が
設
計
し
た

「
億
万
長
者
の
早
川
邸
」
に
あ
た
り
、
長
與
氏
の
家
が
長
與
男
爵
邸
で
あ
る
。

長
與
男
爵
邸
の
施
主
は
ド
イ
ツ
帰
り
の
医
学
博
士

・
長
與
稱
吉 (1866-1910)

。
「
能
く
博
士

の
趣
味
に
叶
い
、
外
観

は
瀟
洒
た
る
も
の
だ
が

内
部
に
は
荘
重
の
装
飾

が
施
し
て
あ
り
上
流
邸

宅
の
精
粋
を
発
揮
し

た
」
（19）

と
あ
り
、
こ
の

ド
イ
ツ
風
の
大
屋
根
を

持
つ
邸
宅
は
好
評
を

持
っ
て
迎
え
ら
れ
た
よ

う
だ
。
長
與
は
小
説
家
・

夏
目
漱
石
の
主
治
医
と

し
て
も
知
ら
れ
た
医
政

界
の
実
力
者
だ
っ
た
が

邸
宅
の
完
成
直
後
に
病

死
。
明
治
四
五
年
四

月
、
最
新
の
セ
セ
ッ
シ
ョ

ン
様
式
の
優
美
な
正
門

を
も
っ
た
豪
華
な
ヴ
ィ

ラ
は
尾
張
徳
川
家
に
売

却
さ
れ

「
徳
川
義
親
侯

爵
の
麻
布
富
士
見
町
御

邸
」と
な
っ
た
。（20）

（
図
４
）

後
藤
新
平
や
長
與
稱

吉
の
人
脈
で
レ
ツ
ル
は
大

日
本
私
立
衛
生
会
の
本

部

・
会
館
の
設
計
を
受
注
し
た
と
思
わ
れ
る
。
大
日
本
私
立
衛
生
会
は
明
治
十
六
年
公
衆
衛

生
を
向
上
さ
せ
る
た
め
半
官
半
民
の
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
、
長
與
稱
吉
も
そ
の
会
頭
を
務
め

た

（
明
治
三
四

・
三
五
年
）
。
明
治
四
四
年
六
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
盛
大
な
落
成
式
に
は
レ

ツ
ル
や
ホ
ラ
も
参
加
し
、
（21）

金
杉
英
五
郎

（
医
師
、1

8
6
5
-
1
9
4
2

）
に
よ
る
建
築
の
説
明
や
、

副
会
頭
の
北
里
柴
三
郎
の
閉
会
の
辞
が
あ
っ
た
。
（22）

大
日
本
私
立
衛
生
会
は
楕
円
ホ
ー
ル
を
中

心
に
し
た
バ
ロ
ッ
ク
調
の
平
面
計
画
だ
が
、
そ
の
外
観
は
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
を
加
味
し
た
比

較
的
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
昭
和
十
一
年
の
建
築
学
会
創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
て

行
わ
れ
た
展
覧
会
に
お
い
て
、
明
治
元
年
か
ら
大
正
十
五
年
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
二
五
〇
の
建

築
作
品
が
名
品
と
し
て
選
定

・
展
示
さ
れ
た
。
レ
ツ
ル
渾
身
の
本
作
品
は
そ
の
一
つ
に
選
ば
れ
て

い
る
。

明
治
四
四
年
四
月
、
東
京

・
上
野
で
開
催
さ
れ
た
勧
業
博
覧
会

・
美
術
部
に
、
建
築
学

会
創
立
二
五
周
年
を
記
念
し
て
辰
野

・
葛
西
事
務
所
の

「
中
央
停
車
場

（
東
京
駅
）
図
案
」

等
の
建
築
図
案
八
〇
点
が
展
示
さ
れ
た
。
（23）

こ
の
展
示
会
に
レ
ツ
ル
は

「
聖
心
女
子
学
院
本
館

図
案
」
「
聖
心
女
子
学
院
正
門
図
案
」
「
私
立
衛
生
会
建
築
」
「
長
與
男
爵
建
築
図
案
」
「
外

人
墓
地
図
案
」
「
客
室
図
案
」
の
五
点
を
出
品
し
、
特
に
聖
心
は

「
繊
功
細
緻
の
美
あ
り

（
略
）

目
に
付
く
」と
高
評
を
得
た
。(19) 

聖
心
女
子
学
院
の
外
観
デ
ザ
イ
ン
は
、
明
治
三
八
年
竣
工
の
デ
・

ラ
ラ
ン
デ
が
設
計
し
た
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
煉
瓦
造
校
舎
、
東
北
学
院
普
通
科

（
中

等
部
）
を
木
造
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
か
の
よ
う
な
古
典
的
な
様
式
の
強
い
も
の
で
あ
る
が
、
レ
ツ
ル
は

白
金
台
の
敷
地
の
特
性
を
生
か
し
、
丘
の
上
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
よ
う
校

舎
を
配
置
し
て
い
る
。
徳
川
侯
爵
邸
（
元
長
與
男
爵
邸
）
か
ら
南
の
白
金
台
を
望
む
と
ク
ラ
ッ
シ
ッ

ク
な
塔
が
印
象
的
な
聖
心
の
校
舎
が
遠
望
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
面
だ
け
で
な
く

「
日
本
は
地
震
の
多
い
土
地
柄
、
新
校
舎
は
各
棟
と
も
に
土
台
が
密
接
に
つ
な
が
れ
て
い
て
、
屋

根
が
軽
く
、
強
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
」(24)

し
、
構
造
面
で
も
工
夫
を
加
え
て
い
た
。

聖
心
女
子
学
院
を
手
始
め
に
雙
葉
高
等
女
学
校

（
一―

三
期
）
、
暁
星
中
学
校
と
手
が
け
、

彼
ら
の
作
品
で
東
京
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
学
舎
を
席
巻
す
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
高
等
教
育
機
関
を

設
け
る
た
め
、
明
治
四
一
年
十
月
に
再
来
日
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
そ
の
学
校

（
現
、
上
智
大
学
）

の
設
計
の
依
頼
が
あ
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
（25）

そ
の
後
、
学
校
の
計
画
案
を
提
出
し
て
か
ら

一
年
以
上
も
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
音
信
不
通
と
な
っ
た
り
、
競
争
相
手
と
な
っ
た
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
が

ド
イ
ツ
大
使
館
ぐ
る
み
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
聖
職
者
た
ち
を
接
待
し
て
仕
事
の
横
取
り
を
図
っ
た
り

と
、（26）

紆
余
曲
折
が
あ
り
な
が
ら
も
、
上
智
大
学
校
舎

（
第
一
期
）
は
大
正
三
年
秋
落
成
し
た
。

建
物
以
外
に
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
関
口
教
会
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ル
ド
の
泉
の
洞
窟
を
再
現
し
た
ル
ル
ド

の
洞
窟

（
明
治
四
四
年
竣
工
）
を
建
設
。
な
お
、
こ
の
洞
窟
は
今
も
往
時
の
ま
ま
東
京
カ
テ

ド
ラ
ル
関
口
教
会
内
に
あ
る
。

和
風
ホ
テ
ル
と
陳
列
館

レ
ツ
ル
の
父
は
ホ
テ
ル
の
経
営
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
の
デ
ビ
ュ
ー
作
は
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
の
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
喫
茶
室
。
来
日
し
て
最
初
の
仕
事
も
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
。

彼
は
ホ
テ
ル
と
縁
が
深
い
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
『
日
本
ホ
テ
ル
略
史
』
に
は
、
「
（
明
治
四

二
年
）
十
一
月
築
地
精
養
軒
濁
逸
人
レ
ツ
フ
ル
設
計
の
新
館

（
客
室
数
三
二
）
落
成
す
。
」
（27）

と
あ
る
が
、
こ
の
築
地
精
養
軒
は

「
外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ
」
の
川
崎
晴
朗
が

精
密
な
論
考
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
レ
ツ
ル
の
設
計
で
は
な
い
だ
ろ
う
。（28）

レ
ツ
ル
の
事
務
所
員
だ
っ

た
市
石
栄
三
郎
が
築
地
精
養
軒
を
彼
の
仕
事
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、
彼
が
そ
の
改
装
や
増

築
工
事
を
指
揮
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(29)

彼
の
書
簡
か
ら
は
、
精
養
軒
の
経
営
者

・

北
村
重
昌(1874-1945)

と
の
協
力
関
係
が
始
ま
っ
た
時
期
を
確
認
で
き
な
い
が
、
遅
く
と
も

明
治
四
四
年
頃
、
宮
城
県
営
松
島
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
設
計
を
受
注
す
る
前
だ
と
思
う
。
同
年

春
、
客
室
図
案
を
発
表
し
、
同
年
十
二
月
発
行
の

『
建
築
画
報
』
の
口
絵
に
は
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン

様
式
で
ま
と
め
た
ホ
テ
ル
の
イ
ン
テ
リ
ア
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（30）

（
図
５
）

前
後
す
る
が
、
明
治
四
三
年
三
月
号
の
『
建
築
世
界
』
に
「
松
島
公
園
経
営
」
の
記
事
が
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
前
年
の
明
治
四
二
年
に
宮
城
県
が

（
明
治
に
な
り
寺
領
が
没
収
さ
れ
廃
仏
の

風
潮
が
盛
ん
に
な
り
）
「
山
林
ノ
盗
伐
水
族
ノ
濫
獲
到
處
ニ
行
ハ
レ
其
風
致
ヲ
損
傷
セ
シ
コ
ト
尠

少
ナ
ラ
ス
、
随
テ
遊
賞
ノ
客
ヲ
失
望
セ
シ
ム
」
と
内
務
省
に
上
申
し
松
島
湾
全
体
が
県
立
公
園

用
地
と
し
て
許
可
さ
れ
、
翌
四
三
年
、
松
島
公
園
経
営
協
議
委
員
会
を
組
織
し
策
定
し
た
公

園
整
備
の
具
体
策
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
環
で
、
公
園
内
に
ホ
テ
ル
を
建
設
し
、

日
光
よ
り
北
に
遊
覧
し
な
い
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宮
城
県
に
ホ
テ
ル

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
た
め
、
箱
根
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
・
日
光
の
金
谷
ホ
テ
ル
・
東
京
精
養
軒

と
い
う
外
国
人
向
け
ホ
テ
ル
経
営
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
「
設
計
は
墺
国
人

『レ
ツ
ル
』

氏
に
委
嘱
し
其
の
構
造
に
付
て
は
東
京
精
養
軒
主
と
合
議
」（31）

し
、
運
営
も
精
養
軒
に
委
託
し

た
。
こ
の
ホ
テ
ル
の
創
業
時
の
写
真
が

『
松
島
公
園
経
営
報
告
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
平

面
プ
ラ
ン
は
左
右
対
称
で
楕
円
ド
ー
ム
を
持
つ
バ
ロ
ッ
ク
調
で
あ
る
が
、
「
外
観
全
く
は
日
本
風

で
、
松
島
の
風
光
と
調
和
す
る
よ
う
に
考
慮
が
払
わ
れ
た
。
」（32）

外
観
は
外
国
人
受
け
す
る
ジ
ャ

パ
ネ
ス
ク

（
和
風
仕
様
）
満
載
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
は
和
洋
折
衷
。
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
様
式
で
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
開
口
部
の
壁
と
木
の
組
み
合
わ
せ
が
築
地
精
養
軒
や　

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
と

同
工
の
よ
う
に
見
え
る
。

松
島
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
設
計
後
、
明
治
最
後
の
年

（
大
正
元
年
）
は

「
約
十
か
月
間
で
一

軒
し
か
仕
事
が
な
い
」（33）

試
練
の
時
を
迎
え
た
。
「ご
存
じ
の
と
お
り
日
本
人
建
築
家
は
欧
米
の

作
品
の
真
似
ば
か
り
し
て
い
る
。
日
本
と
は
気
候
が
違
う
の
で
、
欧
米
で
は
良
い
も
の
も
日
本

に
は
不
適
だ
と
は
誰
も
考
え
な
い
。
建
物
が
完
成
し
使
い
始
め
て
か
ら
日
本
人
建
築
家
は
不
調

に
気
づ
く
。
私
が
建
て
た
長
與
邸

・
大
日
本
私
立
衛
生
会

・
最
近
の
県
知
事
に
依
頼
さ
れ
た

松
島
の
ホ
テ
ル
は
そ
う
で
は
な

い
。
」（34）
と
強
が
り
を
い
っ
て
い
る
。

同
年
五
月
末
、
賃
料
の
高
い
銀

座
の
表

（
電
車
）
通
り
に
面
し

た
事
務
所
か
ら
、
丸
の
内
の
「
三

菱
三
号
館
」
の

「
高
田
商
会
」

内
に
移
転
し
た
。
経
費
削
減
の

努
力
も
む
な
し
く
、
や
む
な
く

ホ

ラ

は

ド

イ

ツ

の

会

社

（Mannesm
ann

）
の
中
国
代
表

と
な
り
、
辛
亥
革
命
の
騒
乱
が

続
く
上
海
に
赴
く
こ
と
と
な
っ

た
。
大
正
二
年
七
月
一
日

「レ

ツ
ル
・
ア
ン
ド
・
ホ
ラ
事
務
所
」

解
散
。
そ
の
七
月
末
、
二
月

に
宮
城
県
か
ら
広
島
県
に
転
任

し
た
寺
田
祐
之

（1850-1917

）

知
事
か
ら
仕
事
が
舞
い
込
ん
で

き
た
。
「
知
事
は
私
の
仕
事
を

好
ん
で
く
れ
、
広
島
に
招
い
て

く
れ
た
。
広
島
に
商
業

・
工
業

用
の
博
物
館
と
宮
島
に
ホ
テ
ル

を
建
て
る
。
」
（35）

ホ
ラ
の
不
在
は

大
き
か
っ
た
が
、
上
智
大
学
の
建
設
も
始
ま
り
、
レ
ツ
ル
は
自
信
を
取
り
戻
し
、
広
島
県
物
産

陳
列
館
、
宮
島
ホ
テ
ル
の
設
計
に
邁
進
す
る
。
威
風
堂
々
た
る
本
格
欧
風
で
広
島
を
、
ジ
ャ

パ
ネ
ス
ク
で
宮
島
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
鉄
鋼
王
ボ
ー
ラ
ー
の
た
め
に
和
風
趣
味

の
別
荘
を
建
築
す
る
こ
と
も
決
ま
り
、
精
密
な
模
型
が
完
成
し
た
。
（36）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館

の
建
築
担
当
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
大
学
教
授
の
声
も
か
か
り
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
、
大
正
三

年
八
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
日
本
が
参
戦
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
籍
の
レ
ツ
ル
は
否
応
な
く

敵
国
人
に
な
っ
て
し
ま
う
。
（37）

翌
大
正
四
年
、
事
務
所
を
閉
鎖
。
（29）

戦
争
の
た
め
大
正
四

・
五
年
の
レ
ツ
ル
の
書
簡
は
存
在
し
な
い
。
建
築
家
レ
ツ
ル
の
最
後
を
飾

る
の
が
、
精
養
軒

・
北
村
重
昌
か
ら
依
頼
さ
れ
た
上
野
精
養
軒
ホ
テ
ル
の
新
築
と
東
京
駅
舎

内
の
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

（
大
正
四
年
十
一
月
二
日
開
業
）
の
内
装
で
あ
る
。
（38） 

上
野

は
松
島

・
宮
島
と
同
じ
く
和
風
の
外
観
。
東
京
駅
の
ホ
テ
ル
に
は
長
與
男
爵
邸
の
も
の
と
同
種

の
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
の
照
明
が
あ
り
、
イ
ン
テ
リ
ア
全
体
が
こ
の
様
式
で
ま
と
め
ら
れ
て
い

た
。
（39）

今
秋
、
東
京
駅
駅
舎
の
復
元
工
事
が
終
わ
り
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
も
再
開
す

る
と
の
こ
と
。
ホ
テ
ル
も
創
業
時
の
雄
姿
を
復
元
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
レ
ツ
ル
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
独
立
し
た
チ
ェ
コ
の
臨
時
商
務
官
に
な
り
、
二

度
と
建
築
家
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
関
東
大
震
災
や
戦
災
に
よ
っ
て
大
半
の
作

品
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
た
が
、
明
治

・
大
正
期
の
建
築
デ
ザ

イ
ン
の
系
譜
に
、
本
場
の
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
た
建
築
家
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
　

　
　
　
　

註

（1） 

『ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
書
簡
集
』　

チ
ェ
コ
・
ナ
ホ
ト　

ゲ
ー
ト
出
版
、
二
〇
〇
〇
年

（
以
下

『
書
簡
集
』
）

（2） 

外
国
人
人
名
録

（
ジ
ャ
パ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
）
の
一
九
〇
七
年
版
以
降
、
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
事
務
所
の
所

員
に

"T.U
sui"

が
と
い
う
名
前
が
掲
載
さ
れ
る
。
臼
井
泰
治
の
こ
と
で
彼
は

「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
の
家
に

住
み
込
ん
で
書
生
を
し
な
が
ら
学
校
に
行
き
、
建
築
製
図
を
修
得
し
た
。
」(

子
息

・
臼
井
斎
談)

関
東

大
震
災

・
第
二
次
世
界
大
戦
等
動
乱
の
時
代
の
中
、
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
、
レ
ツ
ル
に
関
連
す
る
図
面
等
の

資
料
を
大
切
に
保
存
さ
れ
た
。

（3） 

大
川
三
雄
他
著

『
図
説
近
代
建
築
の
系
譜
』
彰
国
社　

一
九
八
七
年　

p
 2

6

（4） 

堀
勇
良
著

『
外
国
人
建
築
家
の
系
譜
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
、
外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ

著

『ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
』
ホ
テ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー　

一
九
九
八
年
度
連
載
よ
り

（5） 

東
郷
茂
彦
著

『
祖
父
東
郷
茂
徳
の
生
涯
』
文
藝
春
秋　

一
九
九
三
年　

p
 7

7

（6） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
2
/
1
9

付　

p
5
3

（7） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
1
/
2
4

付　

p
 5

0

（8） 

寺
内
正
毅

（18
5
2
-
1
9
1
9

）
の
明
治
四
一
年
六
月
の
日
記
に
は
、
十
三
日
、
家
の
新
築
を
高
田
商
会
の
高

田
釜
吉
氏
と

「
独
逸
技
師
ド
ラ
ラ
ン
ド
」
に
相
談
し
、
翌
十
四
日
、
「
技
師
ド
ラ
ラ
ン
ド
氏
家
屋
設
計
図

ヲ
携
ヘ
」
て
き
た
と
あ
る
。
寺
内
は
朝
鮮
総
督
に
就
任
。
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は
寺
内
の
知
遇
を
得
て
、
平
壌

牡
丹
台
公
園

・
朝
鮮
ホ
テ
ル
・
朝
鮮
銀
行
本
店

・
朝
鮮
総
督
府
庁
舎
を
設
計
。
（
村
松
貞
次
郎
編

『
日

本
の
建
築

「
明
治
大
正
昭
和
」
10

』 

三
省
堂　

一
九
八
一
年
よ
り
）

（9） 

後
藤 

新
平
（18

5
7
-
1
9
2
9

）
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
医
師
・
官
僚
・
政
治
家
。
「
長
與
男
爵
邸
」
の
施
主
、

長
與
稱
吉
の
父

・
長
與
専
斉(1

8
3
8
-
1
9
0
2
)

は
明
治
医
政
界
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
、
衛
生
行
政
の
創

始
者
で
あ
り
、
政
府
の
衛
生
局
長
や
東
京
医
学
校
長
を
歴
任
し
た
。
彼
は
後
藤
新
平
を
見
出
し
て
中
央

政
界
入
り
さ
せ
、
後
藤
や
北
里
柴
三
郎

（18
5
3
-
1
9
3
1

）
の
ド
イ
ツ
留
学
を
御
膳
立
て
し
た
。
明
治
十

六
年

「
大
日
本
私
立
衛
生
会
」
発
足
時
に
は
、
長
與
が
副
会
頭
で
後
藤
が
幹
事
で
あ
っ
た
。

（10） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
7
/
1

付　

p
 5

5

（11） 

『
建
築
雑
誌
』
第
二
四
五
号

（19
0
7
/
5
/
2
5

） p 2
7
6
-
2
7
9

（12） 

『
書
簡
集
』1

9
0
7
/
1
2
/
1
2

付　

p
 4

5

（13） 

「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
邸
」
は

「江
戸
東
京
た
て
も
の
園
」
に
現
在
移
築

・
復
元
中
で
あ
る
。

（14） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
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/
1
3

付　

p
 6

1

（15） 
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書
簡
集
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9
0
8
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1
2
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8
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p
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8

（16） 

『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
の
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〇
〇
年
』(

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
展
図
録) 

二
〇
〇
九
年

（17） 

『
書
簡
集
』1

9
0
9
/
3
/
3
0

付　

p
 7

7

（18） 

明
治
四
二
年
十
月
十
六
日
登
記

（19） 
『
日
本
』
土
木
建
築
号　

明
治
四
四
年
五
月
二
五
日
付

（
『
日
本
』
は
佐
藤
紅
緑
ら
も
在
籍
し
た
明
治
期

の
東
京
に
あ
っ
た
新
聞
社
）
（
図
６
）

（20） 

尾
張
徳
川
家
資
料

（
図
４
）
大
正
期
の
徳
川
義
親
邸
正
門

（
公
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財
団
法
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提
供
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（21） 
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書
簡
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9
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（22） 

『
大
東
医
事
新
報
』
第
十
一
号
、
明
治
四
四
年
七
月
十
日
発
行
。
大
正
に
な
り
（
現
在
は
明
治
村
に
移
築
・

保
存
さ
れ
て
い
る
）
北
里
研
究
所
を
新
築
す
る
際
に
、
北
里
が

「
金
杉
に
命
じ
担
当
技
師
に
頼
み
」
（
田

端
重
晟
日
記

（
大
正
三
年
十
二
月
十
八
日
付
）
）
と
あ
る
。
研
究
所
が
レ
ツ
ル
設
計
と
直
接
裏
付
け
る

資
料
は
な
い
が
、
極
め
て
彼
に
近
い
技
能
集
団
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

（23） 

『
建
築
雑
誌
』
第
二
九
二
号

（19
1
1
/
4
/
2
5

）p
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2
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2
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3

（24） 
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ス
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記　
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』
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葉
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』
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版
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八
〇
年
）p

 9
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（28） 

外
国
人
居
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比
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研
究
グ
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プ

『ヤ
ン
・
レ
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い
て
』
他 
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テ
ル
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レ
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一
九
九
八
年
度
連
載

（29） 

『
建
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誌
』
第
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〇
二
号
（19

6
8
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/
2
0

）
市
石
英
三
郎
著
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原
爆
ド
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と
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ツ
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」
』

（30） 

『
建
築
画
報
』
第
二
巻
十
三
号
口
絵　

1
9
1
1
/
1
2

　

（
図
５
）

（31） 

宮
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県
内
務
部

『
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島
公
園
経
営
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告
』
一
九
一
五
年
発
行　

p
 1

5
6

（32） 

宮
城
県
史
編
纂
委
員
会
編

『
宮
城
県
史　

復
刻
版　

13
』
一
九
八
〇
年　

p
 4

7
8

（33） 
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/
1
/
2
2

付　
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（34） 
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（35） 
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0

（36） 

『Th
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付 

記
事 

（37） 
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付　

1
9
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/
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/
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付　

p
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8

（38） 

『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
十
四
年
六
月
二
四
日
付

「
東
京
駅
の
階
上
に
あ
る
ト
ン
ネ
ル
長
屋
式
の
ス
テ
ィ
シ
ョ

ン
・
ホ
テ
ル
は
鉄
道
省
に
年
二
万
七
千
五
百
円
の
家
賃
を
納
め
て
株
式
会
社
精
養
軒
の
経
営
だ
。
（
略
）

内
部
の
設
備
は
ド
イ
ツ
人
レ
ツ
ケ
ル
に
頼
ん
だ
」
（
関
國
光
著

「
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
開
業
時
の
内
装

設
計
者
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
」
日
本
ホ
テ
ル
株
式
会
社
社
内
報
三
八
号 

一
九
九
五
年
五
月
発
行
よ
り
）

（39） 

『
報
知
新
聞
』
大
正
四

（
一
九
一
五
）
年
十
一
月
三
日
付　
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図
６　

レ
ツ
ル
た
ち
を
紹
介
し
た
新
聞
記
事

　
　
　

（
『
日
本
』
土
木
建
築
号　

明
治
四
四
年
五
月
二
五
日
付

　
　
　

D
rahom

ir K
licova

提
供
）

少
な
く
と
も
広
島
で
は
、
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル(Jan Letzel, 1880-1925

）
の
名
前
は
、
原
爆
ド
ー

ム
の
前
身

・
広
島
県
物
産
陳
列
館
の
設
計
者
と
し
て
定
着
し
、
平
成
二
二
年
の
広
島
県
立
美

術
館
特
別
展
「
廣
島
か
ら
広
島
へ
」
で
は
レ
ツ
ル
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
ほ
ど
知
名
度
が
上
が
っ

て
き
た
。
著
者
は
公
文
書
館
紀
要
第
十
六
号

（
平
成
五
年
三
月
）
に
お
い
て
、
一
度
レ
ツ
ル
の

建
築
作
品
を
概
括
し
そ
の
業
績
を
紹
介
し
た
が
、
本
稿
は
そ
の
後
出
版
さ
れ
た
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル

書
簡
集

(1)
、

新
た
に
確
認
さ
れ
た
臼
井
資
料

(2)

等
に
基
づ
き
彼
の
日
本
で
の
建
築
活
動
を
書
き

改
め
た
も
の
で
あ
る
。

事
務
所
の
設
立
ま
で

レ
ツ
ル
は
チ
ェ
コ
近
代
建
築
の
父
と
い
わ
れ
る
ヤ
ン
・
コ
チ
ェ
ラ(Jan K

otĕra, 1871-1923

）
に

師
事
し
建
築
を
学
ん
だ
後
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
七
月
九
日
、
ド
イ
ツ
人
建
築
家
デ
・

ラ
ラ
ン
デ

（George de Lalande, 1872-1914

）
の
招
き
で
来
日
し
た
。

ま
ず
、
レ
ツ
ル
に
至
る
外
国
人
建
築
家
の
系
譜
を
た
ど
る
と
、
「
各
分
野
に
お
け
る
お
雇
い

外
国
人
の
活
躍
は
、
お
お
か
た
明
治
十
年
代
を
も
っ
て
終
了
し
て
い
る
。
建
築
界
に
お
い
て
も
、

コ
ン
ド
ル
（Josiah C

onder, 1852-1920

）
が
最
後
」(3)

の
は
ず
だ
っ
た
が
、
不
平
等
条
約
改
正

を
目
指
し
て
首
都
計
画

（
官
庁
集
中
計
画
）
が
発
案
さ
れ
、
つ
ま
り
、
東
京
を
西
欧
建
築
が

立
ち
並
ぶ
近
代
都
市
に
変
身
さ
せ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
か
ら
エ
ン
デ(H

erm
ann G

ustav Louis 
E

nde, 1829-1907)

、
ベ
ッ
ク
マ
ン(W

ilhelm
 B

ockm
ann, 1832-1902

)

、
ゼ
ー
ル
（Richard 

Seel, 1854-1922

）
た
ち
が
招
聘
さ
れ
た
。
結
局
、
条
約
改
正
は
失
敗
。
官
庁
集
中
計
画
は

破
棄
さ
れ
、
エ
ン
デ
＝
ベ
ッ
ク
マ
ン
設
計
の
仮

議
事
堂
、
司
法
省
、
裁
判
所
だ
け
が
実
現

し
、
ド
イ
ツ
風
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
威
容
を
伝
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
エ
ン
デ
た
ち
の
帰
国
後
も

ゼ
ー
ル
は
日
本
に
留
ま
り
、
明
治
二
九
年
に

横
浜

・
山
手
で
建
築
事
務
所
を
開
設
し
、

教
会
堂
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
手
が
け

た
。
こ
の
ゼ
ー
ル
の
事
務
所
に
、
デ
・
ラ
ラ

ン
デ

（
明
治
三
六
年
五
月
三
〇
日
に
来
日
）

が
入
所
し
、
ゼ
ー
ル
の
離
日
後

（
同
年
十
一

月
十
四
日
）
、
事
務
所
を
引
き
継
い
だ
。 (4)

 

こ
こ
に
レ
ツ
ル
が
入
所
し
た
の
だ
。
こ
の
頃
の

建
築
界
は
、
コ
ン
ド
ル
が
英
国
式
建
築
教
育

で
育
て
た
第
一
世
代
の
日
本
人
建
築
家
が

リ
ー
ド
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
系
は
主
流
で
は

な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
レ
ツ
ル
は
傍
流
の
ド

イ
ツ
系
建
築
家
グ
ル
ー
プ
の
最
終

組
と
し
て
来
日
し
、
古
典
様
式
の

細
部
に
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
を

加
味
し
た

「
新
し
い
建
築
」
を
紹

介
す
る
こ
と
に
な
る
。

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は

「
お
洒
落
で

陽
気
、
人
の
良
い
性
格
だ
っ
た
。

お
酒
も
大
好
き
。
金
を
貯
め
込
む

よ
り
、
お
お
い
に
使
っ
て
人
生
を

楽
し
む

（
略
）
風
だ
っ
た
」(5)

横
浜
・

名
古
屋

・
神
戸
に
事
務
所
を
構

え
、
彼
の
事
務
所
は

「
三
〇
件
も

の
新
築
の
話
が
あ
る
」(6)

と
い
う
隆

盛
ぶ
り
だ
っ
た
。
レ
ツ
ル
は
直
ぐ
に
事
務
所
の
代
理
責
任
者

(7)

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
デ
・
ラ
ラ

ン
デ
を
介
し
て
、
政
財
界
の
要
人
と
交
流
を
持
っ
た
。
時
の
第
二
次
桂
内
閣
の
陸
軍
大
臣

・

寺
内
正
毅
子
爵

(8)

（
図
１
）
、
逓
信
大
臣
・
後
藤
新
平
男
爵

(9)

（
図
２
）
、
三
井
財
閥
の
重
鎮
・

早
川
千
吉
郎
た
ち
の
邸
宅
を
計
画
し
た
。

(10)

大
臣
就
任
ま
で
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
を
務
め

た
後
藤
新
平
は
、
台
湾
総
督
府
庁
舎
を
新
築
す
る
に
あ
た
り
、
建
築
設
計
コ
ン
ペ
の
実
施
を

主
張
し
建
議
を
提
出
。
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
で
最
初
の
設
計
コ
ン
ペ
が
明
治
四
〇
年
に
開
催

さ
れ
た
。

(11)

レ
ツ
ル
も
こ
れ
に
参
加
。
母
に

「
入
賞
を
約
束
」(12)

ま
で
し
て
い
る
。

明
治
四
一
年
四
月
、

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は
住
居

兼
事
務
所
を
東
京

・

東
信
濃
町
に
移
転
。

療
養
で
不
在
が
ち
な
主

に
代
わ
り
レ
ツ
ル
や
臼

井
泰
治
ら
の
所
員
が
増

改
築
し
な
が
ら
デ
・
ラ

ラ
ン
デ
邸
で
暮
ら
し

た
。

(13)

お
金
に
無
頓
着

な
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
も
、

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
の
契
約
不
備
で
抱
え

た
負
債
に
は
悩
ん
だ
ら

し

い
。
同

年

九

月
、

一
時
帰
国
を
前
に
各
地

の
事
務
所
を
縮
小
し
、

デ
・
ラ
ラ
ン
デ

の
妻

Eddy

を
代
表
に
新
事

務
所
を
設
立
し
て
出
直

し
を
図
っ
た
。
新
事
務

所
は
、
利
益
の
六
割
を

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
、
三
割
を
レ
ツ
ル
、
残
り
一
割
を
チ
ェ
コ
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ホ
ラ

（Karel Jan H
ora, 

1881-1973)

で
分
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(14)

デ
・ラ
ラ
ン
デ
に
代
わ
っ
て
、
レ
ツ
ル
は
神
戸
・
京
都
・

名
古
屋

・
横
浜
の
現
場
を
往
復
し
、
同
年
冬
の
東
京
倶
楽
部
の
設
計
コ
ン
ペ
（
一
席
は
コ
ン
ド
ル
）

に
応
募
し
た
り
と
、
（15）

朝
か
ら
晩
ま
で
馬
車
馬
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
。
神
戸
の
風
見
鶏
の
館
と

し
て
知
ら
れ
る
ト
ー
マ
ス
邸

（
明
治
四
二
年
頃
竣
工
）
を
小
振
り
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
眼
を
引
く

京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
名
誉
主
事

・
フ
ェ
ル
プ
ス
（G. S. Phelps

）
の
自
宅
の
設
計
図
が
残
る
。
（
図
３
）

彼
は
ヴ
ォ
ー
リ
ス
（William

 M
errell V

ories, 1880-1964

）
に
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
の
現
場
責

任
者
の
職
を
紹
介
し
た
。

(16)

建
築
家
ヴ
ォ
ー
リ
ス
の
出
発
点
は
、
レ
ツ
ル
が
代
理
責
任
者
を
務
め

た
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
作
品
の
現
場
監
督
で
あ
っ
た
。

デ
・
ラ
ラ
ン
デ
帰
国
中
の
明
治
四
二
年
三
月
時
点
で
の
注
文
は

「聖
心
女
子
学
院
十
三
万
千

円
」
「
雙
葉
高
等
女
学
校
十
六
万
円
」
「
大
日
本
私
立
衛
生
会
七
万
五
千
円
」
「
長
與
男
爵
邸

三
万
六
千
円
」
と
レ
ツ
ル
は
記
し
て
い
る
。
(17) 

負
債
を
放
置
し
母
国
か
ら
帰
っ
て
こ
な
い
デ
・
ラ
ラ

ン
デ
に
と
う
と
う
辛
抱
で
き
ず
、
明
治
四
二
年
夏
、
レ
ツ
ル
は
ホ
ラ
と
独
立
、
「レ
ツ
ル
・
ア
ン
ド
・

ホ
ラ
事
務
所
」(18)

を
構
え
た
。
彼
ら
の
事
務
所
は
伝
統
的
に
設
計
と
施
工
を
兼
ね
る
日
本
の
大

工
棟
梁
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
た
。
レ
ツ
ル
が
建
築
設
計
を
ホ
ラ
が
施
工
監
理
を
分
担
し
て
い
た
。

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
邸
宅
と
学
校

明
治
四
三
年
五
月
二
五
日
発
行
の
『
建
築
雑
誌
』
掲
載
の
時
報

「
近
年
新
築
の
邸
宅
」
に
は
、

「
近
年
東
京
市
内
に

（
略
）
邸
宅
を
建
築
し

（
略
）
内
自
分
が
関
係
し
叉
は
記
憶
し
居
る
の
は

目
白
台
の
田
中
子
、
麻
布
今
井
町
の
三
井
八
郎
次
郎
男
、
高
輪
の
淺
野
総
一
郎
氏
、
番
町
の

高
橋
是
清
男
、
本
郷
切
通
し
の
岩
崎
男
、
芝
の
松
方
侯
、
麻
布
広
尾
の
長
與
氏
、
上
二
番
町

の
早
川
千
吉
郎
氏
、
牛
込
の
近
藤
廉
平
氏
、
市
ケ
谷
の
小
池
恒
三
氏
寺
に
て

（
略
）
聞
け
り
」

と
あ
る
。

コ
ン
ド
ル
設
計
の
岩
崎
久
弥
茅
町
本
邸

（
明
治
二
九
年
竣
工
）
・
松
方
正
義
邸

（
明
治
三
八

年
竣
工
）
等
極
め
つ
き
の
豪
邸
十
軒
を
紹
介
し
て
い
る
中
に
、
レ
ツ
ル
関
連
の

「
早
川
」
「
長
與
」

の
二
軒
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
早
川
千
吉
郎
邸
の
洋
館
部
分
が
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
と

レ
ツ
ル
が
設
計
し
た

「
億
万
長
者
の
早
川
邸
」
に
あ
た
り
、
長
與
氏
の
家
が
長
與
男
爵
邸
で
あ
る
。

長
與
男
爵
邸
の
施
主
は
ド
イ
ツ
帰
り
の
医
学
博
士

・
長
與
稱
吉 (1866-1910)

。
「
能
く
博
士

の
趣
味
に
叶
い
、
外
観

は
瀟
洒
た
る
も
の
だ
が

内
部
に
は
荘
重
の
装
飾

が
施
し
て
あ
り
上
流
邸

宅
の
精
粋
を
発
揮
し

た
」
（19）

と
あ
り
、
こ
の

ド
イ
ツ
風
の
大
屋
根
を

持
つ
邸
宅
は
好
評
を

持
っ
て
迎
え
ら
れ
た
よ

う
だ
。
長
與
は
小
説
家
・

夏
目
漱
石
の
主
治
医
と

し
て
も
知
ら
れ
た
医
政

界
の
実
力
者
だ
っ
た
が

邸
宅
の
完
成
直
後
に
病

死
。
明
治
四
五
年
四

月
、
最
新
の
セ
セ
ッ
シ
ョ

ン
様
式
の
優
美
な
正
門

を
も
っ
た
豪
華
な
ヴ
ィ

ラ
は
尾
張
徳
川
家
に
売

却
さ
れ

「
徳
川
義
親
侯

爵
の
麻
布
富
士
見
町
御

邸
」と
な
っ
た
。（20）

（
図
４
）

後
藤
新
平
や
長
與
稱

吉
の
人
脈
で
レ
ツ
ル
は
大

日
本
私
立
衛
生
会
の
本

部

・
会
館
の
設
計
を
受
注
し
た
と
思
わ
れ
る
。
大
日
本
私
立
衛
生
会
は
明
治
十
六
年
公
衆
衛

生
を
向
上
さ
せ
る
た
め
半
官
半
民
の
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
、
長
與
稱
吉
も
そ
の
会
頭
を
務
め

た

（
明
治
三
四

・
三
五
年
）
。
明
治
四
四
年
六
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
盛
大
な
落
成
式
に
は
レ

ツ
ル
や
ホ
ラ
も
参
加
し
、
（21）

金
杉
英
五
郎

（
医
師
、1

8
6
5
-
1
9
4
2

）
に
よ
る
建
築
の
説
明
や
、

副
会
頭
の
北
里
柴
三
郎
の
閉
会
の
辞
が
あ
っ
た
。
（22）

大
日
本
私
立
衛
生
会
は
楕
円
ホ
ー
ル
を
中

心
に
し
た
バ
ロ
ッ
ク
調
の
平
面
計
画
だ
が
、
そ
の
外
観
は
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
を
加
味
し
た
比

較
的
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
昭
和
十
一
年
の
建
築
学
会
創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
て

行
わ
れ
た
展
覧
会
に
お
い
て
、
明
治
元
年
か
ら
大
正
十
五
年
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
二
五
〇
の
建

築
作
品
が
名
品
と
し
て
選
定

・
展
示
さ
れ
た
。
レ
ツ
ル
渾
身
の
本
作
品
は
そ
の
一
つ
に
選
ば
れ
て

い
る
。

明
治
四
四
年
四
月
、
東
京

・
上
野
で
開
催
さ
れ
た
勧
業
博
覧
会

・
美
術
部
に
、
建
築
学

会
創
立
二
五
周
年
を
記
念
し
て
辰
野

・
葛
西
事
務
所
の

「
中
央
停
車
場

（
東
京
駅
）
図
案
」

等
の
建
築
図
案
八
〇
点
が
展
示
さ
れ
た
。
（23）

こ
の
展
示
会
に
レ
ツ
ル
は

「
聖
心
女
子
学
院
本
館

図
案
」
「
聖
心
女
子
学
院
正
門
図
案
」
「
私
立
衛
生
会
建
築
」
「
長
與
男
爵
建
築
図
案
」
「
外

人
墓
地
図
案
」
「
客
室
図
案
」
の
五
点
を
出
品
し
、
特
に
聖
心
は

「
繊
功
細
緻
の
美
あ
り

（
略
）

目
に
付
く
」と
高
評
を
得
た
。(19) 

聖
心
女
子
学
院
の
外
観
デ
ザ
イ
ン
は
、
明
治
三
八
年
竣
工
の
デ
・

ラ
ラ
ン
デ
が
設
計
し
た
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
煉
瓦
造
校
舎
、
東
北
学
院
普
通
科

（
中

等
部
）
を
木
造
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
か
の
よ
う
な
古
典
的
な
様
式
の
強
い
も
の
で
あ
る
が
、
レ
ツ
ル
は

白
金
台
の
敷
地
の
特
性
を
生
か
し
、
丘
の
上
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
よ
う
校

舎
を
配
置
し
て
い
る
。
徳
川
侯
爵
邸
（
元
長
與
男
爵
邸
）
か
ら
南
の
白
金
台
を
望
む
と
ク
ラ
ッ
シ
ッ

ク
な
塔
が
印
象
的
な
聖
心
の
校
舎
が
遠
望
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
面
だ
け
で
な
く

「
日
本
は
地
震
の
多
い
土
地
柄
、
新
校
舎
は
各
棟
と
も
に
土
台
が
密
接
に
つ
な
が
れ
て
い
て
、
屋

根
が
軽
く
、
強
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
」(24)

し
、
構
造
面
で
も
工
夫
を
加
え
て
い
た
。

聖
心
女
子
学
院
を
手
始
め
に
雙
葉
高
等
女
学
校

（
一―

三
期
）
、
暁
星
中
学
校
と
手
が
け
、

彼
ら
の
作
品
で
東
京
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
学
舎
を
席
巻
す
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
高
等
教
育
機
関
を

設
け
る
た
め
、
明
治
四
一
年
十
月
に
再
来
日
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
そ
の
学
校

（
現
、
上
智
大
学
）

の
設
計
の
依
頼
が
あ
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
（25）

そ
の
後
、
学
校
の
計
画
案
を
提
出
し
て
か
ら

一
年
以
上
も
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
音
信
不
通
と
な
っ
た
り
、
競
争
相
手
と
な
っ
た
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
が

ド
イ
ツ
大
使
館
ぐ
る
み
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
聖
職
者
た
ち
を
接
待
し
て
仕
事
の
横
取
り
を
図
っ
た
り

と
、（26）

紆
余
曲
折
が
あ
り
な
が
ら
も
、
上
智
大
学
校
舎

（
第
一
期
）
は
大
正
三
年
秋
落
成
し
た
。

建
物
以
外
に
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
関
口
教
会
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ル
ド
の
泉
の
洞
窟
を
再
現
し
た
ル
ル
ド

の
洞
窟

（
明
治
四
四
年
竣
工
）
を
建
設
。
な
お
、
こ
の
洞
窟
は
今
も
往
時
の
ま
ま
東
京
カ
テ

ド
ラ
ル
関
口
教
会
内
に
あ
る
。

和
風
ホ
テ
ル
と
陳
列
館

レ
ツ
ル
の
父
は
ホ
テ
ル
の
経
営
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
の
デ
ビ
ュ
ー
作
は
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
の
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
喫
茶
室
。
来
日
し
て
最
初
の
仕
事
も
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
。

彼
は
ホ
テ
ル
と
縁
が
深
い
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
『
日
本
ホ
テ
ル
略
史
』
に
は
、
「
（
明
治
四

二
年
）
十
一
月
築
地
精
養
軒
濁
逸
人
レ
ツ
フ
ル
設
計
の
新
館

（
客
室
数
三
二
）
落
成
す
。
」
（27）

と
あ
る
が
、
こ
の
築
地
精
養
軒
は

「
外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ
」
の
川
崎
晴
朗
が

精
密
な
論
考
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
レ
ツ
ル
の
設
計
で
は
な
い
だ
ろ
う
。（28）

レ
ツ
ル
の
事
務
所
員
だ
っ

た
市
石
栄
三
郎
が
築
地
精
養
軒
を
彼
の
仕
事
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、
彼
が
そ
の
改
装
や
増

築
工
事
を
指
揮
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(29)

彼
の
書
簡
か
ら
は
、
精
養
軒
の
経
営
者

・

北
村
重
昌(1874-1945)

と
の
協
力
関
係
が
始
ま
っ
た
時
期
を
確
認
で
き
な
い
が
、
遅
く
と
も

明
治
四
四
年
頃
、
宮
城
県
営
松
島
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
設
計
を
受
注
す
る
前
だ
と
思
う
。
同
年

春
、
客
室
図
案
を
発
表
し
、
同
年
十
二
月
発
行
の

『
建
築
画
報
』
の
口
絵
に
は
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン

様
式
で
ま
と
め
た
ホ
テ
ル
の
イ
ン
テ
リ
ア
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（30）

（
図
５
）

前
後
す
る
が
、
明
治
四
三
年
三
月
号
の
『
建
築
世
界
』
に
「
松
島
公
園
経
営
」
の
記
事
が
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
前
年
の
明
治
四
二
年
に
宮
城
県
が

（
明
治
に
な
り
寺
領
が
没
収
さ
れ
廃
仏
の

風
潮
が
盛
ん
に
な
り
）
「
山
林
ノ
盗
伐
水
族
ノ
濫
獲
到
處
ニ
行
ハ
レ
其
風
致
ヲ
損
傷
セ
シ
コ
ト
尠

少
ナ
ラ
ス
、
随
テ
遊
賞
ノ
客
ヲ
失
望
セ
シ
ム
」
と
内
務
省
に
上
申
し
松
島
湾
全
体
が
県
立
公
園

用
地
と
し
て
許
可
さ
れ
、
翌
四
三
年
、
松
島
公
園
経
営
協
議
委
員
会
を
組
織
し
策
定
し
た
公

園
整
備
の
具
体
策
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
環
で
、
公
園
内
に
ホ
テ
ル
を
建
設
し
、

日
光
よ
り
北
に
遊
覧
し
な
い
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宮
城
県
に
ホ
テ
ル

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
た
め
、
箱
根
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
・
日
光
の
金
谷
ホ
テ
ル
・
東
京
精
養
軒

と
い
う
外
国
人
向
け
ホ
テ
ル
経
営
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
「
設
計
は
墺
国
人

『レ
ツ
ル
』

氏
に
委
嘱
し
其
の
構
造
に
付
て
は
東
京
精
養
軒
主
と
合
議
」（31）

し
、
運
営
も
精
養
軒
に
委
託
し

た
。
こ
の
ホ
テ
ル
の
創
業
時
の
写
真
が

『
松
島
公
園
経
営
報
告
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
平

面
プ
ラ
ン
は
左
右
対
称
で
楕
円
ド
ー
ム
を
持
つ
バ
ロ
ッ
ク
調
で
あ
る
が
、
「
外
観
全
く
は
日
本
風

で
、
松
島
の
風
光
と
調
和
す
る
よ
う
に
考
慮
が
払
わ
れ
た
。
」（32）

外
観
は
外
国
人
受
け
す
る
ジ
ャ

パ
ネ
ス
ク

（
和
風
仕
様
）
満
載
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
は
和
洋
折
衷
。
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
様
式
で
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
開
口
部
の
壁
と
木
の
組
み
合
わ
せ
が
築
地
精
養
軒
や　

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
と

同
工
の
よ
う
に
見
え
る
。

松
島
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
設
計
後
、
明
治
最
後
の
年

（
大
正
元
年
）
は

「
約
十
か
月
間
で
一

軒
し
か
仕
事
が
な
い
」（33）

試
練
の
時
を
迎
え
た
。
「ご
存
じ
の
と
お
り
日
本
人
建
築
家
は
欧
米
の

作
品
の
真
似
ば
か
り
し
て
い
る
。
日
本
と
は
気
候
が
違
う
の
で
、
欧
米
で
は
良
い
も
の
も
日
本

に
は
不
適
だ
と
は
誰
も
考
え
な
い
。
建
物
が
完
成
し
使
い
始
め
て
か
ら
日
本
人
建
築
家
は
不
調

に
気
づ
く
。
私
が
建
て
た
長
與
邸

・
大
日
本
私
立
衛
生
会

・
最
近
の
県
知
事
に
依
頼
さ
れ
た

松
島
の
ホ
テ
ル
は
そ
う
で
は
な

い
。
」（34）
と
強
が
り
を
い
っ
て
い
る
。

同
年
五
月
末
、
賃
料
の
高
い
銀

座
の
表

（
電
車
）
通
り
に
面
し

た
事
務
所
か
ら
、
丸
の
内
の
「
三

菱
三
号
館
」
の

「
高
田
商
会
」

内
に
移
転
し
た
。
経
費
削
減
の

努
力
も
む
な
し
く
、
や
む
な
く

ホ

ラ

は

ド

イ

ツ

の

会

社

（Mannesm
ann

）
の
中
国
代
表

と
な
り
、
辛
亥
革
命
の
騒
乱
が

続
く
上
海
に
赴
く
こ
と
と
な
っ

た
。
大
正
二
年
七
月
一
日

「レ

ツ
ル
・
ア
ン
ド
・
ホ
ラ
事
務
所
」

解
散
。
そ
の
七
月
末
、
二
月

に
宮
城
県
か
ら
広
島
県
に
転
任

し
た
寺
田
祐
之

（1850-1917

）

知
事
か
ら
仕
事
が
舞
い
込
ん
で

き
た
。
「
知
事
は
私
の
仕
事
を

好
ん
で
く
れ
、
広
島
に
招
い
て

く
れ
た
。
広
島
に
商
業

・
工
業

用
の
博
物
館
と
宮
島
に
ホ
テ
ル

を
建
て
る
。
」
（35）

ホ
ラ
の
不
在
は

大
き
か
っ
た
が
、
上
智
大
学
の
建
設
も
始
ま
り
、
レ
ツ
ル
は
自
信
を
取
り
戻
し
、
広
島
県
物
産

陳
列
館
、
宮
島
ホ
テ
ル
の
設
計
に
邁
進
す
る
。
威
風
堂
々
た
る
本
格
欧
風
で
広
島
を
、
ジ
ャ

パ
ネ
ス
ク
で
宮
島
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
鉄
鋼
王
ボ
ー
ラ
ー
の
た
め
に
和
風
趣
味

の
別
荘
を
建
築
す
る
こ
と
も
決
ま
り
、
精
密
な
模
型
が
完
成
し
た
。
（36）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館

の
建
築
担
当
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
大
学
教
授
の
声
も
か
か
り
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
、
大
正
三

年
八
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
日
本
が
参
戦
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
籍
の
レ
ツ
ル
は
否
応
な
く

敵
国
人
に
な
っ
て
し
ま
う
。
（37）

翌
大
正
四
年
、
事
務
所
を
閉
鎖
。
（29）

戦
争
の
た
め
大
正
四

・
五
年
の
レ
ツ
ル
の
書
簡
は
存
在
し
な
い
。
建
築
家
レ
ツ
ル
の
最
後
を
飾

る
の
が
、
精
養
軒

・
北
村
重
昌
か
ら
依
頼
さ
れ
た
上
野
精
養
軒
ホ
テ
ル
の
新
築
と
東
京
駅
舎

内
の
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

（
大
正
四
年
十
一
月
二
日
開
業
）
の
内
装
で
あ
る
。
（38） 

上
野

は
松
島

・
宮
島
と
同
じ
く
和
風
の
外
観
。
東
京
駅
の
ホ
テ
ル
に
は
長
與
男
爵
邸
の
も
の
と
同
種

の
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
の
照
明
が
あ
り
、
イ
ン
テ
リ
ア
全
体
が
こ
の
様
式
で
ま
と
め
ら
れ
て
い

た
。
（39）

今
秋
、
東
京
駅
駅
舎
の
復
元
工
事
が
終
わ
り
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
も
再
開
す

る
と
の
こ
と
。
ホ
テ
ル
も
創
業
時
の
雄
姿
を
復
元
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
レ
ツ
ル
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
独
立
し
た
チ
ェ
コ
の
臨
時
商
務
官
に
な
り
、
二

度
と
建
築
家
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
関
東
大
震
災
や
戦
災
に
よ
っ
て
大
半
の
作

品
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
た
が
、
明
治

・
大
正
期
の
建
築
デ
ザ

イ
ン
の
系
譜
に
、
本
場
の
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
た
建
築
家
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
　

　
　
　
　

註

（1） 

『ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
書
簡
集
』　

チ
ェ
コ
・
ナ
ホ
ト　

ゲ
ー
ト
出
版
、
二
〇
〇
〇
年

（
以
下

『
書
簡
集
』
）

（2） 

外
国
人
人
名
録

（
ジ
ャ
パ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
）
の
一
九
〇
七
年
版
以
降
、
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
事
務
所
の
所

員
に

"T.U
sui"

が
と
い
う
名
前
が
掲
載
さ
れ
る
。
臼
井
泰
治
の
こ
と
で
彼
は

「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
の
家
に

住
み
込
ん
で
書
生
を
し
な
が
ら
学
校
に
行
き
、
建
築
製
図
を
修
得
し
た
。
」(

子
息

・
臼
井
斎
談)

関
東

大
震
災

・
第
二
次
世
界
大
戦
等
動
乱
の
時
代
の
中
、
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
、
レ
ツ
ル
に
関
連
す
る
図
面
等
の

資
料
を
大
切
に
保
存
さ
れ
た
。

（3） 

大
川
三
雄
他
著

『
図
説
近
代
建
築
の
系
譜
』
彰
国
社　

一
九
八
七
年　

p
 2

6

（4） 

堀
勇
良
著

『
外
国
人
建
築
家
の
系
譜
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
、
外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ

著

『ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
』
ホ
テ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー　

一
九
九
八
年
度
連
載
よ
り

（5） 

東
郷
茂
彦
著

『
祖
父
東
郷
茂
徳
の
生
涯
』
文
藝
春
秋　

一
九
九
三
年　

p
 7

7

（6） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
2
/
1
9

付　

p
5
3

（7） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
1
/
2
4

付　

p
 5

0

（8） 

寺
内
正
毅

（18
5
2
-
1
9
1
9

）
の
明
治
四
一
年
六
月
の
日
記
に
は
、
十
三
日
、
家
の
新
築
を
高
田
商
会
の
高

田
釜
吉
氏
と

「
独
逸
技
師
ド
ラ
ラ
ン
ド
」
に
相
談
し
、
翌
十
四
日
、
「
技
師
ド
ラ
ラ
ン
ド
氏
家
屋
設
計
図

ヲ
携
ヘ
」
て
き
た
と
あ
る
。
寺
内
は
朝
鮮
総
督
に
就
任
。
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
は
寺
内
の
知
遇
を
得
て
、
平
壌

牡
丹
台
公
園

・
朝
鮮
ホ
テ
ル
・
朝
鮮
銀
行
本
店

・
朝
鮮
総
督
府
庁
舎
を
設
計
。
（
村
松
貞
次
郎
編

『
日

本
の
建
築

「
明
治
大
正
昭
和
」
10

』 

三
省
堂　

一
九
八
一
年
よ
り
）

（9） 

後
藤 

新
平
（18

5
7
-
1
9
2
9

）
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
医
師
・
官
僚
・
政
治
家
。
「
長
與
男
爵
邸
」
の
施
主
、

長
與
稱
吉
の
父

・
長
與
専
斉(1

8
3
8
-
1
9
0
2
)

は
明
治
医
政
界
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
、
衛
生
行
政
の
創

始
者
で
あ
り
、
政
府
の
衛
生
局
長
や
東
京
医
学
校
長
を
歴
任
し
た
。
彼
は
後
藤
新
平
を
見
出
し
て
中
央

政
界
入
り
さ
せ
、
後
藤
や
北
里
柴
三
郎

（18
5
3
-
1
9
3
1

）
の
ド
イ
ツ
留
学
を
御
膳
立
て
し
た
。
明
治
十

六
年

「
大
日
本
私
立
衛
生
会
」
発
足
時
に
は
、
長
與
が
副
会
頭
で
後
藤
が
幹
事
で
あ
っ
た
。

（10） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
7
/
1

付　

p
 5

5

（11） 

『
建
築
雑
誌
』
第
二
四
五
号

（19
0
7
/
5
/
2
5

） p 2
7
6
-
2
7
9

（12） 

『
書
簡
集
』1

9
0
7
/
1
2
/
1
2

付　

p
 4

5

（13） 

「
デ
・
ラ
ラ
ン
デ
邸
」
は

「江
戸
東
京
た
て
も
の
園
」
に
現
在
移
築

・
復
元
中
で
あ
る
。

（14） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
9
/
1
3

付　

p
 6

1

（15） 

『
書
簡
集
』1

9
0
8
/
1
2
/
8

付　

p
 6

8

（16） 

『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
の
一
〇
〇
年
』(

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
展
図
録) 

二
〇
〇
九
年

（17） 

『
書
簡
集
』1

9
0
9
/
3
/
3
0

付　

p
 7

7

（18） 

明
治
四
二
年
十
月
十
六
日
登
記

（19） 

『
日
本
』
土
木
建
築
号　

明
治
四
四
年
五
月
二
五
日
付

（
『
日
本
』
は
佐
藤
紅
緑
ら
も
在
籍
し
た
明
治
期

の
東
京
に
あ
っ
た
新
聞
社
）
（
図
６
）

（20） 

尾
張
徳
川
家
資
料

（
図
４
）
大
正
期
の
徳
川
義
親
邸
正
門

（
公
益
財
団
法
人 

徳
川
黎
明
会
提
供
）

（21） 
『
書
簡
集
』1

9
1
1
/
8
/
1
1

付　

p
 1

2
3

（22） 

『
大
東
医
事
新
報
』
第
十
一
号
、
明
治
四
四
年
七
月
十
日
発
行
。
大
正
に
な
り
（
現
在
は
明
治
村
に
移
築
・

保
存
さ
れ
て
い
る
）
北
里
研
究
所
を
新
築
す
る
際
に
、
北
里
が

「
金
杉
に
命
じ
担
当
技
師
に
頼
み
」
（
田

端
重
晟
日
記

（
大
正
三
年
十
二
月
十
八
日
付
）
）
と
あ
る
。
研
究
所
が
レ
ツ
ル
設
計
と
直
接
裏
付
け
る

資
料
は
な
い
が
、
極
め
て
彼
に
近
い
技
能
集
団
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

（23） 

『
建
築
雑
誌
』
第
二
九
二
号

（19
1
1
/
4
/
2
5

）p
 2

2
1
-
2
2
3

（24） 

シ
ス
タ
ー

・
ポ
ー
ル
熊
田
薫
子
記　

『
雙
葉
学
園
八
十
年
の
歩
み
』
雙
葉
学
園
、
一
九
八
九
年
、p

 5
1

（25） 

『
書
簡
集
』1

9
1
0
/
1
2
/
1

付　

p
 1

1
5

（26） 

『
書
簡
集
』1

9
1
2
/
1
0
/
2
8

付　

p
 1

3
0

（27） 

運
輸
省

『
日
本
ホ
テ
ル
略
史
』
（
初
版
一
九
四
六
年
、
復
刻
版　

日
本
ホ
テ
ル
協
会
、
一
九
八
〇
年
）p

 9
7

（28） 

外
国
人
居
留
地
比
較
研
究
グ
ル
ー
プ

『ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
』
他 

ホ
テ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
一
九
九
八
年
度
連
載

（29） 

『
建
築
雑
誌
』
第
一
〇
〇
二
号
（19

6
8
/
1
0
/
2
0

）
市
石
英
三
郎
著
、
『レ
タ
ー
「
原
爆
ド
ー
ム
と
ヤ
ン
・レ
ツ
ル
」
』

（30） 

『
建
築
画
報
』
第
二
巻
十
三
号
口
絵　

1
9
1
1
/
1
2

　

（
図
５
）

（31） 

宮
城
県
内
務
部

『
松
島
公
園
経
営
報
告
』
一
九
一
五
年
発
行　

p
 1

5
6

（32） 

宮
城
県
史
編
纂
委
員
会
編

『
宮
城
県
史　

復
刻
版　

13
』
一
九
八
〇
年　

p
 4

7
8

（33） 

『
書
簡
集
』1

9
1
3
/
1
/
2
2

付　

p
 1

3
3

（34） 

『
書
簡
集
』1

9
1
2
/
1
2
/
2
0

付　

p
 1

3
1

（35） 

『
書
簡
集
』1

9
1
3
/
8
/
1

付　

p
 1

4
0

（36） 

『Th
e Jap

an
 T

im
es

』 19
1
3
/
1
1
/
2
9

付 

記
事 

（37） 

『
書
簡
集
』1

9
1
4
/
5
/
2

付　

1
9
1
4
/
5
/
2
1

付　

p
 1

4
8

（38） 

『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
十
四
年
六
月
二
四
日
付

「
東
京
駅
の
階
上
に
あ
る
ト
ン
ネ
ル
長
屋
式
の
ス
テ
ィ
シ
ョ

ン
・
ホ
テ
ル
は
鉄
道
省
に
年
二
万
七
千
五
百
円
の
家
賃
を
納
め
て
株
式
会
社
精
養
軒
の
経
営
だ
。
（
略
）

内
部
の
設
備
は
ド
イ
ツ
人
レ
ツ
ケ
ル
に
頼
ん
だ
」
（
関
國
光
著

「
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
開
業
時
の
内
装

設
計
者
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
つ
い
て
」
日
本
ホ
テ
ル
株
式
会
社
社
内
報
三
八
号 

一
九
九
五
年
五
月
発
行
よ
り
）

（39） 

『
報
知
新
聞
』
大
正
四

（
一
九
一
五
）
年
十
一
月
三
日
付　
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ヤン・レツルの建築活動（1907ー1917）
名　称 場所 計画・受注 設計 工事 完成 図面・掲載 レツル書簡 備考

○ 神戸オリエンタルホテル 神戸 1908/2/19 平面図 1908/5/26 最終段階で関与か

○ ドイツハウス 横浜 1907 1907 立面図 1907/12/12

台湾総督府設計コンペ 台北 1907 1907/12/12

不詳 大阪 1907 1907/12/21

不詳 名古屋 1908 1908/1/15

○ 京都YMCA会館 京都 1908 1908/1/15

○ デ・ラランデ邸 東京 1908/2/19 1908/4/1引越

ドイツ大使館ホール改装 東京 1908/1/24 1908/1/21

○ 寺内子爵邸 1908 平面図3枚・正面立面図 1908/7/1 陸軍大臣寺内正毅

○ 早川邸 1908 1910/5以前 建築雑誌（1910/5/25） 1908/7/1 早川千吉郎

高田邸 1908 1908/7/1 高田釜吉か

後藤男爵邸 1908 平面図・立面図 1908/7/1 逓信大臣後藤新平

博覧会のパビリオン 1908 1908/7/1 オーストリア館

ロシア大使館の建物 1908/7/6 函館領事館か

スェーデン大使館 1908/7/6

フランス大使館 1908/7/6

ホテル 東京 1908/7/6

不詳（神戸ラペス商会か） 1908 平面図２枚・立面図 1908/7/6

不詳 1908 1908/7/6

東京倶楽部設計コンペ 東京 1908 1908/7/6 1908/12/8応募

不詳（フェルプス邸か） 京都 平面図2枚・立面図2枚 1908/8/11

○ 聖心女学院本館 東京
1908/10/7
（契約） 1909 1909/12

断面図・建築世界5-1・2
（1911/1・2） 1908/9/26

不詳（予算1万円） 1908 1908/12/8

○ 雙葉高等女学校校舎 東京 1909 1909/10 1910春 建築雑誌（1910/3/25） 1909/3/30

○ 大日本私立衛生会 東京 1909 1909 1909 1911/6/5
建築世界5-8・10
（1911/8・１０） 1909/3/30

○ 長與男爵邸 東京 1909 1909 1910/5以前
建築世界6-1・2・3（1912-
1・2・3） 1909/3/30

不詳（個人宅２軒、うち1
軒はヘルマン邸か） 1909 1909/3/30

○ 雙葉会・小学校・寄宿舎 東京 1909/12以降 1911秋以降 1909/12/16 雙葉高等女学校内

○ 暁星中学校 東京 1910春 建築雑誌（1968/10/20） 市石英三郎論文

聖心の修道院 東京 1911/3 1911/8 1909/12/27

オッペンハイマー商会 横浜 1909 1910 1909/12/27

オーストリア大使館別館 東京 1910 1910/3/2

○ ブライアン邸 東京 1910 1917以前
建築画報7-7、8-3
（1916/7、1917/3） 1910/6/2

○ 上智大学校舎 東京 1910 1913/9 1914秋
建築世界8-1・2・3
（1914/1・2・3） 1910/12/1

○ 関口台教会のルルドの洞窟 東京 1910 1911/5/21 建築画報（年月日不詳） 1910/12/1

○ 雙葉・聖堂 東京 1911/3 1911/3/25 1911/3/24 雙葉高等女学校内

○ 墓石 ブルノ 1911/3/25

外人墓地図案 1911春 建築雑誌（1911/4/25）

客室図案 1911春 建築雑誌（1911/4/25）

地方銀行設計コンペ 1912/2/6

○ 築地精養軒（改装部分） 東京 1909以降 1911頃
建築画報2-9・11・13
（1911/8・10・12）

○ 松島パークホテル 宮城 1911/9 1912 1912/4 1913/8 1912/5/26 松島公園経営報告

○ 広島県物産陳列館 広島 1913 1913 1914/1 1915/4/5
建築世界8-7・8・10
（1914/7・8・10） 1913/8/1

ボーラー邸
バーデ
ン 1913 1913 1913/8/1

デュッセルドルフ
に変更か

○ 宮島ホテル 広島 1913 1916/4 1917/7
図面（青焼き）一式・建築
世界9-1〜3（1915/1〜3） 1913/7/24

レストラン2軒 東京 1914 1914/3 1914/2/3
東京大正博覧会の
精養軒ビアホール

○ 上野精養軒ホテル 東京 1917年以前 建築画報8-6（1917/6）
1917/10/1の台風
で倒壊

○
東京ステーションホテル
（内装） 東京 1915/11/2

東京朝日新聞
1925/6/24

○：建築が確認された作品
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